
ユーザーズガイド　ネットワークスキャン／ファクス／ネットワークファクス機能編



はじめに

このたびは弊社製品をお買い上げいただき、誠にありがとうございます。
このユーザーズガイドには、bizhub 501/421/361 のネットワークスキャン、ファクス、ネットワーク
ファクスの操作方法、使用上のご注意、簡単なトラブルの処置方法などについて記載しています。本機の性
能を十分に発揮させて、効果的にご利用いただくために、必要に応じてこのユーザーズガイドをお読みくだ
さい。
安全に正しくお使いいただくために、操作の前には必ず別冊の「安全にお使いいただくために」をお読みく
ださい。
商標およびライセンスについては、別冊の「商標／ライセンスについて」をごらんください。
ユーザーズガイド内で使用しているイラストなどは、実際の装置とは異なる場合があります。
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使いたい機能を調べるには

本書では、機能の設定方法や詳細について、以下のように紹介しています。

「操作の流れ」を理解する
本書で説明するおもな機能の使いかたについて、「操作の流れ」という章を設けています。このページでス
キャンやファクス送信のしかたなど、大まかな操作の流れをフロー図で理解してください。
フロー図のリンクをクリックすると、該当する機能設定のページへジャンプして詳細を調べることができます。

「メニューツリー」からさらに詳しく知る
本機では多くの機能を設定できます。設定したい項目がどのボタンの下にあるのかを知りたいときや設定で
きる項目の一覧を確認したいときは、「メニューツリー」のページをごらんください。メニューツリーの
ページは、ひとつのボタンの下が階層に分かれていて、メニューツリーのリンクをクリックすると、該当す
る機能設定のページへジャンプして詳細を調べることができます。
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本書について

本書は、bizhub 501/421/361 のネットワークスキャン、ファクス、ネットワークファクスに関するユー
ザーズガイドです。
ここでは、本書の構成や製品名などの表記について説明します。
本書はコンピューターの基本操作、および本機の基本操作を理解しているお客様を対象としています。
Windows またはMacintosh の各オペレーティングシステムの操作方法や、アプリケーションの操作方法
は、それぞれの操作説明書をごらんください。

本書の構成
本書は、以下の章から構成されています。
第 1章 ネットワークスキャン / ファクス /ネットワークファクス機能を使用する前に
本機のファクス /スキャン機能を使用する前に知っておいていただきたい項目を説明しています。
第 2章 操作パネル /液晶画面
操作パネルのキーのはたらきや、タッチパネルの使い方について説明しています。
第 3章 基本情報の登録
本機のファクス /スキャン機能を使用する前に必要な登録作業について説明しています。
第 4章 送信する
ネットワークスキャン、G3ファクス、ネットワークファクスを送信する操作の流れと、設定できる項目を
説明しています。おもな操作はフロー図で説明しています。各種操作の流れはフロー図を参考にしてくださ
い。また、ファクス / スキャン機能を使うときに設定できる項目のメニューツリーも紹介しています。メ
ニューツリーのリンクをクリックすると設定画面の内容を説明したページが表示されます。
第 5章 受信する（G3/IP/SIP/I-FAX）
G3ファクス、ネットワークファクスの受信の概要について説明しています。
第 6章 電話をかける / 受ける（G3）
本機に外部電話機を接続した場合、電話のかけかた、受けかたを説明しています。
第 7章 便利な機能（G3/IP/SIP/I-FAX）
G3ファクス、ネットワークファクスの便利な機能について説明しています。
第 8章 レポート /リストの見かた
ファクス /スキャン機能を使うと自動的に印刷されるレポートや、設定メニューで印刷できるリストを紹介
しています。
第 9章 ユーザーモード設定
ファクス /スキャン機能に関係のある設定メニューの「ユーザーモード」の項目を説明しています。ユー
ザーモードでは宛先の登録などを設定できます。章のはじめに記載されているメニューツリーのリンクをク
リックすると設定画面の内容を説明したページが表示されます。
第 10章 管理者モード設定
ファクス /スキャン機能に関係のある設定メニューの「管理者モード」の項目を説明しています。管理者
モードでは回線パラメーターなどを設定できます。章のはじめに記載されているメニューツリーのリンクを
クリックすると設定画面の内容を説明したページが表示されます。
第 11章 PageScope Web Connection
ネットワーク上のコンピューターからWebブラウザを使って本機の設定を行えるユーティリティーソフト
ウェアの概要を説明しています。
第 12章 ファクス / スキャン機能で困ったとき
エラーメッセージが表示されたときや、うまく送受信できないときの対処方法が記載されています。
第 13章 付録
文字の入力方法、用語集が掲載されています。
第 14章 索引
製品仕様や、操作パネルで入力できる文字について説明します。
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本書で説明している機能

■ ネットワークスキャン機能
本機でスキャンしたイメージデータを、ネットワークを経由して送信する機能です。ネットワークスキャン
には、以下の送信方法があります。

E-mail 送信

ファイル送信（SMB）

ファイル送信（FTP）

ファイル送信（WebDAV）

ボックス保存

Webサービス

■ G3ファクス機能
本機でスキャンしたイメージを、電話回線を経由して送信する機能です。

■ ネットワークファクス機能
本機でスキャンしたイメージデータを、ネットワークを経由して送信する機能です。G3ファクス機能のよ
うに、主に対応している機器の間で送受信を行いますが、ネットワークを経由することで通信コストをかけ
ずに類似した機能を実現できます。ネットワークファクスには、以下の送信方法があります。

インターネットファクス

SIP ファクス

IP アドレスファクス

表記について

本書では、機能名の見出しのあとに、該当する送信方法を略称で記載しています。

製品名 本書の表記

bizhub 501/421/361 本機、本製品、501/421/361

Microsoft Windows NT 4.0 Windows NT 4.0

Microsoft Windows 2000 Windows 2000

Microsoft Windows XP Windows XP

Microsoft Windows Vista Windows Vista

上記OS を組み合わせて併記する場合 Windows NT 4.0/2000/XP

送信方法 略称

G3ファクス G3

インターネットファクス I-FAX

SIP ファクス SIP

IP アドレスファクス IP

E-mail 送信 E-mail

ファイル送信（FTP） FTP

ファイル送信（SMB） SMB

ファイル送信（WebDAV） WebDAV

ボックス保存 BOX

G3ファクス、SIP ファクス、インターネットファクス
を組み合わせて併記する場合

G3/SIP/I-FAX
11



ページの見かた
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マニュアル体系について

本製品のユーザーズガイドには、印刷物の冊子でご提供するユーザーズガイドと、ユーザーズガイドCDに
収められたPDFのユーザーズガイドがあります。

印刷物のユーザーズガイド
●すぐに使える操作ガイド
すぐに本製品をご利用いただけるよう使用頻度の高い機能や操作方法を紹介しています。
本製品をはじめてお使いになる場合や機能の概要を知りたい場合は、このユーザーズガイドをごらんくださ
い。

●安全にお使いいただくために
本製品を安全にお使いいただくために守っていただきたい注意事項とお願いを記載しています。
本製品をお使いになる前に必ずお読みください。

ユーザーズガイドCD 収録のユーザーズガイド
●ユーザーズガイド（コピー機能編）
本製品のコピー機能およびメンテナンス方法について記載しています。
用紙と原稿について、便利な応用コピーのとりかた、消耗品の交換方法、紙づまりなどのトラブル対処方法
を知りたい場合は、このユーザーズガイドをごらんください。

●ユーザーズガイド（拡大表示機能編）
拡大表示機能の操作について記載しています。
拡大表示画面でのコピー機能、スキャナー機能、G3 ファクス機能、ネットワークファクス機能の使い方を
知りたい場合は、このユーザーズガイドをごらんください。

●ユーザーズガイド（プリンター機能編（IC-207））
オプションのイメージコントローラーで設定できるプリンター機能について記載しています。
プリンター機能の使い方を知りたい場合は、このユーザーズガイドをごらんください。

●ユーザーズガイド（ボックス機能編）
オプションのハードディスクを利用したボックス機能について記載しています。
ボックスへのデータ保存、ボックスからのデータ取出し、データ転送方法を知りたい場合は、このユーザー
ズガイドをごらんください。

●ユーザーズガイド（ネットワークスキャン／ファクス／ネットワークファクス機能編）＜本書＞
ネットワークスキャン機能、G3ファクス機能、ネットワークファクス機能について記載しています。
Eメールや FTPなどによるネットワークスキャン機能やG3ファクス、インターネットファクス、IP アド
レスファクス、SIP ファクスの使い方を知りたい場合は、このユーザーズガイドをごらんください。
ファクス機能をご利用になるには、別途オプションの FAX キットを購入していただく必要があります。

●ユーザーズガイド（ファクスドライバー機能編）
コンピューターから直接ファクス送信を行うファクスドライバーの機能について記載しています。
PC-FAX の使い方を知りたい場合は、このユーザーズガイドをごらんください。
ファクス機能をご利用になるには、別途オプションの FAX キットを購入していただく必要があります。

●ユーザーズガイド（ネットワーク管理者編）
ネットワークを利用した各機能について、おもにPageScope Web Connection を使用した設定方法を
記載しています。
ネットワーク機能の使い方を知りたい場合は、このユーザーズガイドをごらんください。
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●ユーザーズガイド（拡張機能編）
オプションのライセンスキットを登録することで有効化して利用できる各機能と、アプリケーションと連携
させることで利用できる各機能の概要と使い方について記載しています。
各機能を効果的にご使用いただくために、このユーザーズガイドをごらんください。

●商標／ライセンスについて
商標およびライセンスについて記載しています。
本製品をお使いになる前に必ずお読みください。
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第 1章

第1章ネットワークスキャン/ファクス/ネッ
トワークファクス機能を使用する前に
本機のファクス、スキャン機能を使用する前に知っておいていただきたいことを説明します。

1.1　 知っておいていただきたいこと ...........................................................................1-2
1.2　 概要 ................................................................................................................1-6



1.1　知っておいていただきたいこと

1.1.1 送信機能について

■ 機能の種類
本機では、スキャンした画像をネットワークや電話回線を通じて送受信
できます。このユーザーズガイドで紹介している機能は以下のとおりで
す。

■ ファクス機能（G3）使用時の注意
本機を接続することのできる電話回線は以下のとおりです。

加入電話回線（ファクス通信網を含む）

PBX（構内交換機 2線式）

使用する電話回線について以下の項目を確認してください。
外部電話としてビジネスホンを接続することはできません。

キャッチホンとの併用はできません。

お客様のお使いの社内ネットワークなどで、デジタル専用線を多
重化している場合は、ファクス通信の伝送速度が制限されたり、
SuperG3 による通信ができなくなる可能性があります。

ごくまれに、工場出荷時の設定で通信エラーが発生する場合があります。
これらの制約は、多重化装置が音声使用を前提に回線の使用帯域をぎり
ぎりまで制限しているためです。なお、ネットワークを構成する装置に
よってもこれらの制約は異なります。詳しくは、お客様がお使いのネッ
トワーク管理者にお問い合わせください。

■ ネットワークファクス使用時の注意
ネットワークファクス機能を使用するためには、以下の環境が必要です。

本機がネットワークに接続されている＜必須＞

TCP/IP ネットワークの環境下で使用できます。はじめにネットワーク
に接続するためのケーブルを接続します。
詳しくは、「ネットワークの接続と設定」（p. 3-2）をごらんください。
また、ネットワーク上で使用するためには本機の IP アドレスなどの設定
が必要です。詳しくは、「ユーザーズガイド ネットワーク管理者編」を
ごらんください。

【主電源スイッチ】をOFF/ONす
る場合は、主電源をOFFにして、
10秒以上経過してからONにして
ください。間隔をあけないと正常
に機能しないことがあります。

ネットワークスキャン機能 ･ E-mail 送信
･ FTP送信
･ SMB送信
･ ボックス保存
･ WebDAV送信
･ Webサービス

ファクス機能 ･ G3ファクスの送受信
･ ポーリング

ネットワークファクス機能 ･ インターネットファクス（I-FAX）
･ SIP ファクス（SIP-FAX）
･ IP アドレスファクス

ひとこと

ファクス機能を使用するには、オ
プションの FAXキットを装着する
必要があります。
ネットワークスキャン /ファクス /ネットワークファクス機能を使用する前に 1-2



1.1　 知っておいていただきたいこと
■ インターネットファクス使用時の注意
インターネットファクス機能を使用できる環境および設備は以下
のとおりです。
本機がネットワークに接続され、電子メールの送受信ができる

管理者設定の「ネットワークファクス機能設定」でインター
ネットファクス機能が「ON」に設定されている

電子メールの送信を行った場合、ネットワークの状況などにより
添付ファイルが破損する場合があります。送信文書の添付ファイ
ルが破損していないか必ず確認してください。
送信結果画面や通信管理レポートの結果欄に「----」と表示されて
も、インターネット網の途中経路の問題により、受信側に電子
メールが到着しない場合があります。「----」はサーバーまでは通
常に通信できたことを示しています。受信確認（MDN）を受信す
ると送信結果画面や通信管理レポートの結果欄に「OK」が表示さ
れます。重要な内容を送受信する場合は、G3ファクスを使用して
ください。

■ SIP ファクス /IP アドレスファクス使用時の注意

SIP ファクス、IP アドレスファクス機能を使用する場合、増設回線
は使用できません。
SIPファクスとIPアドレスファクスを同時に使用することはできま
せん。
SIPファクスを使用するには、SIPサーバーおよびSIP-FAXアダプ
ターが必要です。
SIPファクスおよびIPアドレスファクスは、弊社製の対応機種間で
のみ動作します。対応機種以外での動作は保証できません。

ひとこと

インターネットファクス機能を使
用するには、オプションの IC-207
およびハードディスクを装着する
必要があります。

インターネットファクス機能を使
用する場合は、サービス技術者に
よる設定が必要です。詳しくは、
サービス実施店にお問い合わせく
ださい。

「ネットワークファクス機能設定」
については、「ユーザーズガイド 
ネットワーク管理者編」をごらん
ください。

ひとこと

SIPファクス /IP アドレスファク
ス機能を使用するには、オプショ
ンの FAXキット、IC-207 および
ハードディスクを装着する必要が
あります。

SIP ファクス、IPアドレスファク
ス機能を使用する場合は、サービ
ス技術者による設定が必要です。
詳しくは、サービス実施店にお問
い合わせください。
ネットワークスキャン /ファクス /ネットワークファクス機能を使用する前に 1-3



1.1　 知っておいていただきたいこと
1.1.2 ユーザーの認証
本機の使用にあたって、部門名やユーザー名、パスワードを入力するよ
う設定されている機器があります。使用できる部門名やユーザー名は管
理者に確認してください。

■ 本体装置認証
ユーザー名とパスワードを入力し、［ログイン］または【ID】を押しま
す。

■ 外部サーバー認証
ユーザー名、パスワード、認証するサーバーを指定し、［ログイン］また
は【ID】を押します。

■ 部門認証
部門名とパスワードを入力し、［ログイン］または【ID】を押します。

ひとこと

･ 管理者設定の「認証操作禁止
機能」でモード2 が選択され
ている場合、誤ったパスワー
ドを一定回数入力すると、そ
のユーザーがロックされて使
用できなくなります。操作禁
止状態の解除については管理
者にお問い合わせください。
･ PageScope 
Authentication Manager で
認証を行っている場合、ログ
インについてはサーバーの管
理者におたずねください。
ネットワークスキャン /ファクス /ネットワークファクス機能を使用する前に 1-4



1.1　 知っておいていただきたいこと
1.1.3 ファイル名の制限
保存する文書のデータに名前を付けることができます。

名称の長さは半角で 30文字までです。

名称は保存したあとから変更することもできます。

名称は保存時に指定できますが、指定せずに保存したときはあら
かじめ設定された名称が付けられます。
名称は以下の内容を組み合わせて付けられます。
「CKMBT_50108102315230」を例に説明します。

ひとこと

ファクス /スキャン画面、ボック
ス画面で保存した文書はすべて
「S」となります。

項目 説明

C 保存したときのモードを表しています。
C：コピー
S：ファクス /スキャン
P：プリンター

KMBT_501 データを読込んだデバイス（機器）の名称です。出荷時の設
定は「KMBT_（製品名）」となっています。この名称は管
理者設定の「管理者 /本体登録」－「本体アドレス登録」の
「装置名」で変更できます。10文字以内で設定します。

08102315230 読込みを行った年（西暦の下2桁）、月日、時間、分を続け
て表示します。最後の1桁は分の中で続けて読込みした場
合に連番がつきます。

_0001 複数ページのデータを読込んだとき、ページを表します。こ
の数字は「文書名」の画面では表示されませんが、送信時に
自動的にファイル名の一部として付けられます。FTP 送信
時などにサーバーのファイル名受付の条件がある場合、この
部分も考慮して名称を付けてください。

.TIF 指定したデータ形式の拡張子です。この文字は「文書名」の
画面では表示されませんが、送信時に自動的にファイル名の
一部として付けられます。
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1.2　概要

1.2.1 ネットワークスキャン機能でできること
本機のADFまたは原稿ガラスから原稿の画像を読取ることを「スキャ
ンする」といいます。スキャン機能ではデータを一時的に本体内部のメ
モリーに保存することで、ネットワークを通じた送信が可能です。

■ E-mail 送信
スキャンしたデータを指定した電子メールアドレスに送信できます。本
機のタッチパネルで宛先を指定し、スキャンしたデータを添付ファイル
として送信します。

■ FTP送信
スキャンしたデータを指定した FTPサーバーにアップロードします。本
機のタッチパネルで FTPサーバーのアドレスやログインパスワードを入
力します。
FTPサーバーにアップロードしたデータはネットワーク上のコンピュー
ターからダウンロードできます。

原稿

本体

メモリー

電子メール +
スキャンデータ メール受信

SMTPサーバー POPサーバー
インターネット

原稿

本体

メモリー

スキャンデータ ダウンロード

FTPサーバー
インターネット
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1.2　 概要
■ SMB送信
スキャンしたデータを指定したコンピューターの共有フォルダーに送信
できます。本機のタッチパネルで対象となるホスト名やファイルパスな
どを入力します。

■ ボックス保存
スキャンしたデータを、オプションのハードディスクに作成したボック
スに保存し、データの再利用ができます。保存時に本機のタッチパネル
で文書名を入力できます。
ボックスには他にもファクス受信したデータを保存することもできます。
詳しくは、「ユーザーズガイド ボックス機能編」をごらんください。

原稿

本体

メモリー

スキャンデータ

共有フォルダーに保存

本体

ハード
ディスク
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1.2　 概要
■ WebDAV送信
スキャンしたデータを指定したサーバーにアップロードします。本機の
タッチパネルでサーバーのアドレスやログインパスワードを入力します。
サーバーにアップロードしたデータはネットワーク上のコンピューター
からダウンロードできます。

■ Webサービス
ネットワーク上のコンピューター（Windows Vista）が本機を認識した
状態でドライバをインストールすると、コンピューターからスキャンの
指示をしたり、本機から目的別にスキャンを行い、コンピューターに送
信できます。

原稿

本体

メモリー

スキャンデータ ダウンロード

インターネット
サーバー

Windows Vista

スキャンの指示

スキャンデータ

原稿
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1.2　 概要
1.2.2 ファクス機能でできること

■ G3ファクスの送受信
G3ファクスの送受信ができます。本機のタッチパネルで宛先を指定し、
同報で送信すること以外に、スキャン送信で使用できる編集機能の一部
を付加して送信できます。

■ ポーリング
ポーリング指示を送ることで相手先ファクスから原稿を受信したり
（ポーリング受信）、相手先からの指示で送信される原稿をあらかじめ登
録する（ポーリング送信）ことができます。ポーリング送信ではポーリ
ング送信ボックスを使う方法と、掲示板ボックスを使う方法があります。

送信

受信

送信受信

閲覧

登録

掲示板

ポーリング
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1.2　 概要
1.2.3 ネットワークファクス機能でできること

■ インターネットファクス
イントラネット（企業内ネットワーク）やインターネットを経由して、
読取った原稿を、電子メールの添付ファイル（TIFF 形式）として送受信
します。イントラネット /インターネット経由で通信するため、一般の
ファクス通信に比べて通信コストを大幅に削減できます。相手先の E-
mail アドレスを指定して送信します。

■ SIP ファクス
IP ネットワーク上で通信できるファクスで、SIP（Session Initiation 
Protocol）を用いて相手先とピアツーピア通信を行います。相手先の
SIP ファクス番号を指定して送信します。
G3ファクスやインターネットファクスとの違いは以下のとおりです。

イメージデータ送受信のプロトコルにはSMTPを使用します。

イントラネット（企業内ネットワーク）でのみ使用できます。

インターネットファクスのようにメールサーバーは必要ありませ
ん。

原稿 電子メール + 
TIFF 形式の
添付ファイル

SMTP
サーバー

イントラネット /
インターネット

POP
サーバー

インター
ネットファ
クス受信

ひとこと

SIPファクスを使用するには、オ
プションのSIP-FAXアダプター
が必要です。

送信側

イントラネット

SIP-FAX
アダプター

受信側

SIP
サーバー

SIP-FAX
アダプター

SIP SIP SIP SIP

SMTP
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1.2　 概要
■ IP アドレスファクス
IP ネットワーク上で通信できるファクスで、相手先ファクスの IP アド
レスまたはホスト名を指定して送信します。
G3ファクスやインターネットファクスとの違いは以下のとおりです。

イメージデータ送受信のプロトコルにはSMTPを使用します。

イントラネット（企業内ネットワーク）でのみ使用できます。

インターネットファクスのようにメールサーバーは必要ありませ
ん。

SMTP

・相手先の IPアドレスまたはホスト名を指定して送信する

イントラネット
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第 2章

第2章操作パネル /液晶画面
本機を操作するパネルと液晶画面（タッチパネル）のはたらきについて説明します。

2.1　 操作パネル .......................................................................................................2-2
2.2　 タッチパネル ....................................................................................................2-4



2.1　操作パネル

ファクス /スキャンの操作は操作パネルから行います。操作パネルの
キーやスイッチについて説明します。

No 名称 説明

1 タッチパネル 各設定画面やメッセージが表示されます。パネル
に直接タッチして設定を行います。

2 主電源ランプ 主電源がONのときに緑色に点灯します。

3 【副電源スイッチ】 コピー、プリント、スキャンなど本機の動作を
ON/OFFします。OFFのときは節電状態となり
ます。

4 【プログラム】キー 目的のコピー /スキャン条件を登録（書込み）し
たり、登録したコピー /スキャン条件を呼出しま
す。

5 【設定メニュー /カ
ウンター】キー

設定メニュー画面、セールスカウンター画面を表
示します。

6 【リセット】キー 操作パネル、またはタッチパネルで入力したすべ
ての設定（登録した設定は除く）がクリアされま
す。

7 【割込み】キー 割込み機能に切換わります。割込み機能中は【割
込み】が緑色に点灯し、タッチパネルに「割込み
中です」と表示されます。割込み機能中に【割込
み】を押すと割込み機能は解除されます。

8 【ストップ】キー スキャン中に【ストップ】を押すと、スキャンが
一時停止します。

9 【確認コピー】キー 複数部数のコピーを行うときに、先に 1 部だけプ
リントして仕上りを確認できます。スキャンやコ
ピーの前に押すと、タッチパネル上で仕上り表示
を確認できます。

10 【スタート】キー スキャンを開始します。本機がスキャンを開始で
きる状態のときは【スタート】が青色に点灯しま
す。【スタート】がオレンジ色に点灯しているとき
はスキャンを開始できません。
一時停止中のジョブが再開します。

1

2

4

5

3

6

7

8

1314 12 9

15

16

17
18

11 10

19

20

21

22
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2.1　 操作パネル
11 データランプ プリントジョブを受信中は、青色に点滅します。
データをプリントするときは、青色に点灯します。

12 【C】キー テンキーで入力した数値（コピー部数、倍率、サ
イズなど）がクリアされます。

13 テンキー 部数を設定します。
倍率を入力します。
各種の設定値を入力します。

14 【ヘルプ】キー ヘルプ画面に切換わります。各機能の説明や操作
方法を画面上で表示できます。

15 【拡大表示】キー 拡大表示機能に切換わります。PageScope 
Authentication Manager にて認証を行ってい
る場合、拡大表示画面に切換わりません。

16 【ユニバーサル】
キー

ユニバーサル機能の設定画面に切換わります。

17 【パワーセーブ】
キー

パワーセーブ機能に切換わります。パワーセーブ
機能中は【パワーセーブ】が緑色に点灯し、タッ
チパネルの表示が消えます。パワーセーブ機能中
に【パワーセーブ】を押すとパワーセーブ機能は
解除されます。

18 【ID】キー ユーザー認証および部門管理を設定している場合、
ユーザー名とパスワード（ユーザー認証）、部門名
とパスワード（部門管理）を入力したあとにこの
キーを押すと本機が使用できるようになります。
ログオフ時にも使用します。

19 コントラスト調整
ダイアル

タッチパネルのコントラストを調整します。

20 【ボックス】キー ボックスモードに切換わります。
ボックスモード中は【ボックス】が緑色に点灯し
ます。ボックス機能について詳しくは、「ユーザー
ズガイド ボックス機能編」をごらんください。

21 【ファクス / スキャ
ン】キー

ファクス / スキャン機能に切換わります。
ファクス / スキャン機能中は【ファクス / スキャ
ン】が緑色に点灯します。

22 【コピー】キー コピー機能に切換わります。（初期設定ではコピー
機能が選択されています。）
コピー機能中は【コピー】が緑色に点灯します。
詳しくは、「ユーザーズガイド コピー機能編」を
ごらんください。

タッチパネルに強い力を加えると、タッチパネルに傷が付いて破損の
原因となります。タッチパネルを強く押したり、先のとがったシャー
プペンシルなどで押さないでください。

No 名称 説明
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2.2　タッチパネル

2.2.1 全体の画面構成

■ タッチパネルに表示されるアイコン
アイコン表示エリアには、本機の状態を示すアイコンが表示されること
があります。表示されるアイコンの種類は以下のとおりです。

No 名称 説明

1 メッセージ表示エ
リア

本機の状態や操作手順などを表示します。

2 機能表示エリア 機能を選択するキーが表示されています。このエ
リアで各種機能を設定します。キーを押すことに
より、画面が各機能の設定画面に切換わります。

3 アイコン表示エリ
ア

ジョブの状態、装置の状態を表すアイコンを表示
します。

4 左エリア 実行中 /待機中のジョブを表示する［ジョブ表
示］、設定中の仕上り状態を表示する［設定内容］
などのキーが表示されます。
左エリアの表示と内容については、「左エリアの表
示と操作」（p. 2-6）をごらんください。

アイコン 説明

機能に関係なく、本機からデータを送信していることを
示します。

機能に関係なく、本機がデータを受信していることを示
します。

警告発生中に警告表示画面を閉じた場合に、このアイコ
ンを押すと再び警告表示画面に切換わります。

消耗品の交換や装置の点検に関するメッセージがあると
きに表示されます。キーを押してメッセージを確認し、
交換や点検を行ってください。

POPサーバーへの接続エラー時に表示されます。

給紙トレイに用紙がセットされていないことを示します。

給紙トレイにセットされている用紙が残り少ないことを
示します。

セキュリティ強化設定が適用されていることを示します。

外部メモリーが装着されていることを表示します。

4

1

2

3
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2.2　 タッチパネル
2.2.2 オプションの有無による表示の違い
オプションの FAXキットを装着しているかどうかで、表示される項目
が異なります。

■ FAXキットを装着していない場合

ファクス宛先やファクスに関する機能は表示されません。

■ FAXキットを装着している場合

ファクスの送信履歴から選択できる［履歴から選択］タブ、オフフック
からダイアルできる［オフフック］が表示されます。また、［直接入力］
タブや送信設定では、ファクス送信に関する設定ができます。
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2.2　 タッチパネル
2.2.3 左エリアの表示と操作
タッチパネルの左エリアには、ジョブの状態や設定内容を確認できる
キーが表示されます。ファクス /スキャンモードで表示される左エリア
のキーは以下のとおりです。

■ ジョブ表示
ボックスへの保存や、保存した文書の印刷 /送信などの動作の指示を
ジョブと呼びます。［ジョブ表示］を選択すると、現在動作中のジョブが
表示されます。

■ ジョブ表示－削除
実行中のジョブを削除し、動作を中止することができます。ジョブ表示
の一覧から削除するジョブを選択し、［削除］を押します。表示される
メッセージを確認して削除してください。

No 名称 説明

1 ［ジョブ表示］ 本機が実行中のジョブやジョブの履歴を確認でき
ます。

2 ［設定内容］ 選択したボックスの情報や、読込み、印刷、送信
の各種設定内容を確認できます。

1
2
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2.2　 タッチパネル
■ ジョブ表示－ジョブ詳細
［ジョブ詳細］を押すと右側のエリアにジョブの実行中リストと履歴リス
トが表示され、確認できます。ジョブには以下の 4種類があります。

＜［印刷］の実行中リスト＞

項目 説明

［印刷］ コピー、コンピューターからの印刷、受信ファクスの印
刷のジョブリストです。

［送信］ スキャナー送信、ファクス送信のジョブリストです。

［ファクス受信］ 受信ファクスのジョブリストです。

［保存］ ボックスへ文書を保存したジョブリストです。

ひとこと

･ ユーザー認証時、他のユーザー
は文書名を確認できません。
･ 機密文書を指定したとき、文書
名は表示されません。

ひとこと

･ 管理者設定のジョブ優先順位変
更を「禁止」に設定している場
合は、優先出力は設定できませ
ん。
･ 印刷中のジョブが割込み可能な
設定の場合は、印刷を中断して
優先出力ジョブを印刷します。
中断されたジョブは、割込んだ
ジョブの印刷が完了したあと自
動的に印刷されます。

項目 説明

リスト項目 No.：ジョブの登録時につけられる識別番号です。
登録元：登録元またはユーザー名 /部門名を表示します。
状態：ジョブの状態（受信中 /印刷待ち /印刷中 / 印刷停
止 /印刷エラー /蓄積中）です。
文書名：印刷時のファイル名です。
登録時間：ジョブの登録時間です。
原稿：原稿枚数です。
部数：印刷部数をカウント表示します。

［↑］［↓］ ジョブの件数が一度に表示できる件数（7件）を超えた
場合に押し、ページを切換えます。

［削除］ 選択したジョブを削除します。

［優先出力］ 印刷するジョブの優先度を変更できます。

［蓄積解除］ 蓄積されたジョブの設定変更、印刷、削除ができます。

［設定内容］ 選択したジョブの設定内容を確認できます。［←前画面］
または［次画面→］を押して確認します。

［詳細］ 選択したジョブの状態、登録元 /ユーザー名、文書名、
排出先、登録時間、原稿枚数、印刷部数を確認できます。
ジョブを削除するときは［削除］を押します。
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2.2　 タッチパネル
＜［印刷］の履歴リスト＞
印刷されたジョブの履歴が表示されます。

＜［送信］の実行中リスト＞

ひとこと

･ ユーザー認証時、他のユーザー
は文書名を確認できません。
･ 機密文書を指定したとき、文書
名は表示されません。

項目 説明

リスト項目 No.：ジョブの登録時につけられる識別番号です。
登録元：登録元またはユーザー名 /部門名を表示します。
文書名：印刷時のファイル名です。
登録時間：ジョブの登録時間です。
原稿：原稿枚数です。
部数：印刷部数をカウント表示します。
実行結果：ジョブの実行結果（正常終了 /エラー消去 /
ユーザー消去 /一部のモード解除）を表示します。

［↑］［↓］ ジョブの件数が一度に表示できる件数（7件）を超えた
場合に押し、ページを切換えます。

［消去ジョブ］/
［終了ジョブ］/
［全ジョブ］

ジョブの種類を切換えて表示します。

［詳細］ 選択したジョブの実行結果、エラー詳細、登録元 /ユー
ザー名、文書名、排出先、登録時間、終了時間、原稿枚
数、印刷部数を確認できます。

ひとこと

･ ユーザー認証時、他のユーザー
は文書名を確認できません。
･ 機密文書を指定したとき、文書
名は表示されません。
･［詳細］の外部サーバー情報は、
外部サーバー認証時に表示され
ます。
･ Webサービスで送信したジョブ
は「TWAIN」と表示されます。

項目 説明

リスト項目 No.：ジョブの登録時につけられる識別番号です。
宛先種類：宛先の種別（ファクス、E-mail、ファイル
FTP、ファイルSMB、WebDAV、TWAIN、その他）
です。
状態：ジョブの状態（送信中 /送信待ち /ダイアル中 /リ
ダイアル待ち）です。
宛先： 相手のファクス番号、E-mail アドレス、ボックス
名などを表示します。
登録時間：ジョブの登録時間です。
原稿：原稿枚数です。

［↑］［↓］ ジョブの件数が一度に表示できる件数（7件）を超えた
場合に押し、ページを切換えます。

［タイマー通信ジョ
ブ］

メモリーに蓄積されている送信予約状態を表示します。
ジョブを削除するときは［削除］を押します。

［L1］［L2］ オプションの回線拡張キットを装着している場合に表示
されます。選択した回線別のリストを表示します。

［削除］ 選択したジョブを削除します。

［リダイアル］ 状態が「リダイアル待ち」のジョブを選択し、リダイア
ルを実行します。

［設定内容］ 選択したジョブの設定内容を確認できます。［←前画面］
または［次画面→］を押して確認します。

［詳細］ 選択したジョブの状態、登録元 /ユーザー名、文書名、
宛先種類、宛先、登録時間、通信時間、原稿枚数、外部
サーバー情報を確認できます。ジョブを削除するときは
［削除］を押します。
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2.2　 タッチパネル
＜［送信］の履歴リスト＞
ファクスの送信またはスキャン送信されたジョブの履歴が表示されます。

＜［ファクス受信］の実行中リスト＞

ひとこと

･ ユーザー認証時、他のユーザー
は文書名を確認できません。
･ 機密文書を指定したとき、文書
名は表示されません。
･［詳細］の外部サーバー情報は、
外部サーバー認証時に表示され
ます。
･ Webサービスで送信したジョブ
は「TWAIN」と表示されます。
･ ファクスの受信後に転送または
中継送信された場合にも、［送
信］の履歴リストに表示されま
す。

項目 説明

リスト項目 No.：ジョブの登録時につけられる識別番号です。
宛先種類：宛先の種別（ファクス、E-mail、ファイル
FTP、ファイルSMB、WebDAV、TWAIN、その他）
です。
宛先：相手のファクス番号、E-mail アドレス、ボックス
名などを表示します。
登録時間：ジョブの登録時間です。
原稿：原稿枚数です。
実行結果：ジョブの実行結果（正常終了 /エラー消去 /
ユーザー消去）を表示します。

［↑］［↓］ ジョブの件数が一度に表示できる件数（7件）を超えた
場合に押し、ページを切換えます。

［消去ジョブ］/
［終了ジョブ］/
［全ジョブ］

ジョブの種類を切換えて表示します。

［通信リスト］ スキャン送信リスト、ファクス送信リスト、ファクス受
信リストを表示します。それぞれのリスト画面で通信管
理レポート、送信管理レポート、受信管理レポートを出
力できます。

［詳細］ 選択したジョブの実行結果、エラー詳細、登録元 /ユー
ザー名、文書名、宛先種類、登録時間、通信時間、原稿
枚数、外部サーバー情報を確認できます。

ひとこと

･ ユーザー認証時、他のユーザー
は文書名を確認できません。
･ 機密文書を指定したとき、文書
名は表示されません。

項目 説明

リスト項目 No.：ジョブの登録時につけられる識別番号です。
登録元：登録元またはユーザー名 /部門名を表示します。
状態：ジョブの状態（受信中 /ダイアル中（ポーリング
受信時）/印刷待ち /印刷中 /印刷停止 /印刷エラー /メ
モリ保存中）です。
文書名：受信または保存した文書名を表示します。
登録時間：ジョブの登録時間です。
原稿：受信した原稿枚数です。

［↑］［↓］ ジョブの件数が一度に表示できる件数（7件）を超えた
場合に押し、ページを切換えます。

［削除］ 選択したジョブを削除します。

［リダイアル］ 状態が「リダイアル待ち」のジョブを選択し、リダイア
ルを実行します。

［転送］ メモリー代行受信したファクスを転送します。転送する
宛先は登録宛先または直接入力で指定します。

［詳細］ 選択したジョブの状態、登録元 /ユーザー名、文書名、
排出先、登録時間、通信時間、原稿枚数を確認できます。
ジョブを削除するときは［削除］を押します。
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2.2　 タッチパネル
＜［ファクス受信］の履歴リスト＞
ファクスを受信、転送、中継送信されたジョブの履歴が表示されます。

＜［保存］の実行中リスト＞

＜［保存］の履歴リスト＞
ボックスに保存されたジョブの履歴が表示されます。

ひとこと

･ ユーザー認証時、他のユーザー
は文書名を確認できません。
･ 機密文書を指定したとき、文書
名は表示されません。
･ ファクスの受信後にプリントさ
れた場合は、［ファクス受信］の
履歴リストには表示されず、［印
刷］の履歴リストに表示されま
す。

項目 説明

リスト項目 No.：ジョブの登録時につけられる識別番号です。
登録元：登録元またはユーザー名 /部門名を表示します。
文書名：受信または保存した文書名を表示します。
登録時間：ジョブの登録時間です。
原稿：原稿枚数です。
実行結果：ジョブの実行結果（正常終了 /エラー消去 /
ユーザー消去 /モード解除）を表示します。

［↑］［↓］ ジョブの件数が一度に表示できる件数（7件）を超えた
場合に押し、ページを切換えます。

［消去ジョブ］/
［終了ジョブ］/
［全ジョブ］

ジョブの種類を切換えて表示します。

［通信リスト］ スキャン送信リスト、ファクス送信リスト、ファクス受
信リストを表示します。それぞれのリスト画面で通信管
理レポート、送信管理レポート、受信管理レポートを出
力できます。

［詳細］ 選択したジョブの実行結果、エラー詳細、登録元 /ユー
ザー名、文書名、排出先、登録時間、通信時間、原稿枚
数を確認できます。

ひとこと

･ ユーザー認証時、他のユーザー
は文書名を確認できません。
･ 機密文書を指定したとき、文書
名は表示されません。

項目 説明

リスト項目 No.：ジョブの登録時につけられる識別番号です。
登録元：登録元またはユーザー名 /部門名を表示します。
状態：ジョブの状態（受信中、メモリー保存中）です。
文書名：保存した文書名を表示します。
登録時間：ジョブの登録時間です。
原稿：原稿枚数です。

［↑］［↓］ ジョブの件数が一度に表示できる件数（7件）を超えた
場合に押し、ページを切換えます。

［削除］ 選択したジョブを削除します。

［詳細］ 選択したジョブの状態、登録元 /ユーザー名、文書名、
保存先ボックス、登録時間、原稿枚数を確認できます。
ジョブを削除するときは［削除］を押します。

ひとこと

･ ユーザー認証時、他のユーザー
は文書名を確認できません。
･ 機密文書を指定したとき、文書
名は表示されません。
･ ファクスを強制メモリ受信や親
展受信した場合は、［保存］の履
歴リストに表示されます。

項目 説明

リスト項目 No.：ジョブの登録時につけられる識別番号です。
登録元：登録元またはユーザー名 /部門名を表示します。
文書名：保存した文書名を表示します。
登録時間：ジョブの登録時間です。
原稿：原稿枚数です。
実行結果：ジョブの実行結果（正常終了 /エラー消去 /
ユーザー消去 /モード解除）を表示します。

［↑］［↓］ ジョブの件数が一度に表示できる件数（7件）を超えた
場合に押し、ページを切換えます。

［消去ジョブ］/
［終了ジョブ］/
［全ジョブ］

ジョブの種類を切換えて表示します。
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2.2　 タッチパネル
■ 設定内容－詳細確認 /登録
［設定内容］を押すと［詳細確認 /登録］が表示されます。
［詳細確認 / 登録］を押すと以下の設定を確認できます。

宛先確認 / 登録

読込み設定内容

原稿設定内容

通信設定内容

E-mail 設定内容

■ 設定内容－詳細確認 /登録－宛先確認 /登録
送信先として登録されている宛先の一覧を表示します。

宛先を新しく追加する場合は、［宛先登録］を押します。

表示されている宛先の情報を知りたい場合は、宛先を選択して
［宛先詳細］を押します。
宛先を削除する場合は、宛先を選択して［削除］を押します。

■ 設定内容－詳細確認 /登録－読込み設定内容
読込みの基本設定、読込み指定、応用設定の内容が確認できます。［←前
画面］または［次画面→］を押して確認します。

［通信リスト］ スキャン送信リスト、ファクス送信リスト、ファクス受
信リストを表示します。それぞれのリスト画面で通信管
理レポート、送信管理レポート、受信管理レポートを出
力できます。

［詳細］ 選択したジョブの実行結果、エラー詳細、登録元 /ユー
ザー名、文書名、保存先ボックス、登録時間、原稿枚数
を確認できます。

項目 説明
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2.2　 タッチパネル
■ 設定内容－詳細確認 /登録－原稿設定内容
原稿設定の内容が確認できます。

■ 設定内容－詳細確認 /登録－通信設定内容
回線設定、送受信方設定の内容を確認できます。［←前画面］または［次
画面→］を押して確認します。

■ 設定内容－詳細確認 /登録－E-mail 設定内容
E-mail 送信を行う場合の文書名、件名、Fromアドレス、本文内容を確
認できます。
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第 3章

第3章基本情報の登録
スキャン、ファクス機能を使用する前に必要な設定や登録について説明します。
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3.2　 宛先登録 ..........................................................................................................3-4
3.3　 その他必要に応じて行う設定 ...............................................................................3-5
3.4　 Webサービスを使用する場合 .............................................................................3-6



3.1　はじめて使用する場合

初めて使用するときは、以下の登録が必要です。

3.1.1 必要な環境と設備
各種機能を使用するために必要な環境と設備は以下のとおりです。

3.1.2 ネットワークの接続と設定
ネットワークスキャン機能、ネットワークファクス機能のようにイメー
ジデータをネットワーク経由で送信する機能を使用する場合、ネット
ワークへの接続と設定が必要です。

■ ネットワークの接続
本機のEthernet コネクタに、ネットワークに接続されたUTPケーブ
ル（カテゴリー 5以上推奨）を接続します。

機能 環境と設備

ネットワークスキャン機能 ･ ネットワークの接続
･ ネットワークの設定

G3ファクス機能 ･ FAXキット（オプション）の装着
･ モジュラーケーブルの接続

ネットワーク
ファクス機能

インターネット
ファクス

･ IC-207（オプション）、ハードディスク
（オプション）の装着
･ ネットワークの接続
･ ネットワークの設定

SIP ファクス ･ FAXキット（オプション）の装着
･ IC-207（オプション）、ハードディスク
（オプション）の装着
･ SIP-FAXアダプター（オプション）の
装着
･ ネットワークの接続
･ ネットワークの設定

IPアドレス
ファクス

･ FAXキット（オプション）の装着
･ IC-207（オプション）、ハードディスク
（オプション）の装着
･ ネットワークの接続
･ ネットワークの設定
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3.1　 はじめて使用する場合
■ ネットワークの設定
IP アドレスの割り当てやSMTPサーバーの設定などが必要です。詳し
い操作の手順は「ユーザーズガイド ネットワーク管理者編」をごらんく
ださい。

■ 本機のE-mail アドレスの設定
スキャンしたデータをE-mail 送信したり、インターネットファクスを使
用する場合は、本体にE-mail アドレスを登録する必要があります。この
E-mail アドレスはデータを送受信するときに使用します。通常は管理者
登録のE-mail アドレスを使用することをおすすめします。
管理者登録のE-mail アドレスが設定されていない場合はE-mail 送信ご
とに発信元のE-mail アドレスを入力する必要があります。アドレスの入
力がないときはE-mail 送信はできません。

3.1.3 SIP-FAXアダプターの接続
SIP ファクスを使用する場合は、オプションのSIP-FAXアダプターを
装着する必要があります。SIP ファクス機能を使用すると、IP アドレス
ファクスは使用できません。

3.1.4 モジュラーケーブルの接続
電話回線を使用するファクスを送受信する場合に接続します。G3ファ
クスを使用する場合は、オプションの FAXキットを装着する必要があ
ります。また、2回線を使用する場合はさらにオプションの回線拡張
キットを装着する必要があります。
電話回線に接続したモジュラーケーブルを所定のコネクタに接続してく
ださい。接続するコネクタの位置は「ユーザーズガイド コピー機能編」
をごらんください。

ひとこと

ユーザー認証を設定しているとき
は、ユーザーごとに設定したE-
mail アドレスが発信元アドレスと
なります。

本機のE-mail アドレスの設定は、
「ユーザーズガイド ネットワーク
管理者編」をごらんください。
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3.2　宛先登録

ファクス、スキャンしたデータの送信先（宛先）を登録します。登録方
法は以下の種類があります。

本機のタッチパネルから設定する

ネットワーク上のコンピューターからPageScope Web 
Connection を使う

3.2.1 短縮宛先
短縮宛先には以下の種類があります。短縮宛先の登録方法は、「宛先 /
ボックス登録」（p. 9-5）をごらんください。

E-mail 送信

ボックス保存

ファクス送信

SIP ファクス送信

ファイル送信（SMB）

ファイル送信（FTP）

ファイル送信（WebDAV）

IP アドレスファクス送信

インターネットファクス送信

3.2.2 グループ宛先
短縮宛先を組み合わせてグループ宛先として登録できます。複数の宛先
に同時に送信するときなどに便利です。

ひとこと

Webサービスでは短縮宛先は登録
できません。直接入力で宛先を指
定してください。
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3.3　その他必要に応じて行う設定

使い方に応じて以下の設定もできます。

■ ファクス /スキャンプログラム
送信先や読込みの設定などをまとめてひとつのプログラムとして設定し
ます。いつも同じ条件でスキャン、送信する場合などに便利です。設定
は本機のタッチパネルで行います。

■ 画面表示の設定
操作パネルの【ファクス /スキャン】を押したときに表示される画面の
内容を設定します。

詳しくは、「ファクス /スキャンプ
ログラム」（p. 9-28）をごらんく
ださい。

詳しくは、「画面カスタマイズ設定
－ファクス /スキャン設定」
（p. 9-35）をごらんください。
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3.4　Webサービスを使用する場合

ネットワーク上のコンピューター（Windows Vista）からスキャンの指
示をしたり、本機から目的別にスキャンを行い、コンピューターに送信
できます。ここでは、コンピューター側で事前に必要となる設定につい
て説明します。

3.4.1 Webサービスを使用するために必要な設定
Webサービスを使用するために必要な設定は以下のとおりです。

コンピューターに本機をインストールする

本機でWebサービスを行うための設定をする

3.4.2 コンピューターに本機をインストールする

■ インストール前の確認
インストールの前に、［コントロールパネル］－［ネットワークと共有セ
ンター］で、「ネットワーク探索」が有効に設定されていることを確認し
てください。

■ インストールの手順

A ［スタート］ボタンから［ネットワーク］を選択します。

ネットワークに接続されている機器が表示されます。

本機でのWebサービスの設定は、
管理者設定で行います。詳しくは
「ユーザーズガイド ネットワーク
管理者編」をごらんください。
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3.4　 Webサービスを使用する場合
B 本機のスキャナーアイコンを右クリックし、［インストール］を
選択します。

ドライバソフトウェアが自動的にインストールされます。確
認画面が表示されたら［閉じる］をクリックします。

C 本機の操作パネルで［Webサービス］を選択し、接続先が表示
されていることを確認します。

ひとこと

･ コンピューター側の設定によっ
ては、UAC（User Account 
Control）画面が表示されるこ
とがあります。内容を確認し、
続行してください。
･ 本機でWeb サービスのスキャ
ン機能とプリンター機能の両方
が有効に設定されている場合、
本機はプリンターアイコンで表
示されます。
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第 4章

第4章送信する
ファクス、スキャンしたデータを送信する方法と設定できる機能について説明しています。

4.1　 操作の流れ .......................................................................................................4-2
4.2　 仕上りプレビューを使う ...................................................................................4-10
4.3　 ファクス / スキャンモードメニューツリー ..........................................................4-14
4.4　 ファクス / スキャン初期画面 .............................................................................4-18
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4.8　 リダイアル （G3/IP/SIP）について ..................................................................4-58



4.1　操作の流れ

4.1.1 スキャン /ネットワークファクス
スキャン送信およびネットワークファクス機能を使う場合の手順のながれを説明します。

【ファクス /スキャン】キーを押す

宛先を指定する
登録宛先から（p. 4-19） 直接入力から（p. 4-21） LDAP検索から（p. 4-27）

読込み設定（p. 4-30）、原稿設定（p. 4-47）、
通信設定（p. 4-49）を行う
送信する 4-2



4.1　 操作の流れ
原稿をセットする

仕上りプレビューを確認する場合は、【確認コピー】
キーを押す（p. 4-10）

【スタート】キーを押す
送信する 4-3



4.1　 操作の流れ
4.1.2 ファクス（G3）
G3ファクスを使う場合の手順のながれを説明します。

【ファクス /スキャン】キーを押す

宛先を指定する
登録宛先から（p. 4-19） 直接入力から（p. 4-21） 履歴から選択（p. 4-27）

読込み設定（p. 4-30）、原稿設定（p. 4-47）、
通信設定（p. 4-49）を行う
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4.1　 操作の流れ
原稿をセットする

仕上りプレビューを確認する場合は、【確認コピー】
キーを押す（p. 4-10）

【スタート】キーを押す
送信する 4-5



4.1　 操作の流れ
4.1.3 プログラムの呼び出し
登録したファクス /スキャンプログラムを呼び出すながれを説明します。

【ファクス /スキャン】キーを押す

【プログラム】キーを押す

プログラムを選択し、［OK］を押す
送信する 4-6



4.1　 操作の流れ
プログラム登録の内容と手順は「ファクス /スキャンプログラム」（p. 9-28）をごらんください。

読込み設定（p. 4-30）、原稿設定（p. 4-47）、
通信設定（p. 4-49）を行う

原稿をセットする

仕上りプレビューを確認する場合は、【確認コピー】
キーを押す（p. 4-10）

【スタート】キーを押す
送信する 4-7



4.1　 操作の流れ
4.1.4 同報送信
同時に複数の宛先に送信する手順を説明します。

【ファクス /スキャン】キーを押す

宛先を複数指定する
登録宛先から（p. 4-19） 直接入力から（p. 4-21） 送信履歴から（p. 4-27）LDAP検索から（p. 4-27）

読込み設定（p. 4-30）、原稿設定（p. 4-47）、
通信設定（p. 4-49）を行う
送信する 4-8



4.1　 操作の流れ
原稿をセットする

仕上りプレビューを確認する場合は、【確認コピー】
キーを押す（p. 4-10）

【スタート】キーを押す
送信する 4-9



4.2　仕上りプレビューを使う

ファクス、スキャン送信で原稿をセットしたあと、操作パネルの【確認
コピー】キーを押すと仕上り状態を操作パネル上にプレビュー表示でき
ます。プレビュー詳細画面では、読込んだ原稿の向きを確認したり、設
定内容を変更することができます。

4.2.1 プレビュー詳細画面

■ プレビュー詳細－確認表示
読込んだ画像を表示します。

ひとこと

仕上りプレビュー機能を利用する
には、オプションのハードディス
クが必要です。

ひとこと

ページを直接選択すると、選択し
たページの画像が 180度回転しま
す。

項目 説明

［前ページ］/
［次ページ］

保存されている文書が複数ページある場合、ページを切り替
えて表示できます。

表示サイズ変更 全体表示 /2倍 /4 倍 /8倍の大きさで文書の詳細を確認でき
ます。表示サイズを選択し、画像の右側と下側のスクロール
バーで表示箇所を移動させます。

表示画像回転 ［現在表示中のページ］：現在表示されているページを180
度回転して表示します。
［読込みページ一覧から選択］：保存されている文書が複数
ページある場合に表示されます。読込みページの一覧画面が
表示され、指定したページの表示を180度回転します。
読込みページの一覧画面の操作は以下のとおりです。
［奇数ページ］：奇数ページの画像を180度回転します。
［偶数ページ］：偶数ページの画像を180度回転します。
［全ページ］：すべてのページの画像を180度回転します。

［仕上り表示］ 設定した内容が、プレビュー画像の中にアイコンや文字で表
示されます。［仕上り表示］を解除すると、アイコンや文字
が消え、画像だけが表示されます。

［設定変更］ 原稿を読込む前に行った設定の一部を変更できます。詳しく
は、「プレビュー詳細－確認表示－設定変更」（p. 4-11）を
ごらんください。
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4.2　 仕上りプレビューを使う
■ プレビュー詳細－確認表示－設定変更
原稿を読込む前に行った設定のうち、以下の内容を変更できます。
変更した内容は追加して読込んだ原稿で反映されます。

■ プレビュー詳細－状態表示
読込みをさらに続けるかどうかを設定できます。

項目 説明

基本設定－原稿 片面または両面を選択できます。「表紙 +両面」が設
定されている場合は、［表紙 +両面］も表示されます。

基本設定－濃度 /下地 濃度 /下地を調整できます。

基本設定－原稿のとじ
しろ

E-mail、ボックス、ファイル送信（FTP）、ファイル
送信（SMB）、ファイル送信（WebDAV）のいずれ
かの宛先を指定して、ブック連写を選択していないと
きに選択できます。

基本設定－原稿サイズ 混載原稿が設定されているときに選択できます。

基本設定－原稿画質 原稿画質を設定できます。

応用設定－枠消し 枠消しを設定できます。

項目 説明

［読込み終了］ 現在表示されている原稿に続き、読込みを続ける場合
は［読込み終了］が選択されていない状態にします。
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4.2　 仕上りプレビューを使う
4.2.2 仕上りプレビューを使った送信
原稿をセットしたあとの手順を説明します。ファクス、スキャン送信の
流れは、「操作の流れ」（p. 4-2）をごらんください。

A 原稿をセットします。

B 【確認コピー】を押します。

C 原稿セット方向を選択します。

＜原稿ガラスにセットした場合＞

＜ADFにセットした場合＞

D 【スタート】を押します。

原稿が読込まれ、プレビュー詳細画面が表示されます。

E プレビュー画像を確認し、必要に応じて画像の回転や設定の変
更を行います。
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4.2　 仕上りプレビューを使う
引き続き原稿を読込む場合は、［状態表示］タブを押して
［読込み終了］の選択を解除し、原稿をセットします。

F 【スタート】を押します。

送信が開始されます。
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4.3　ファクス /スキャンモードメニューツリー

ファクス /スキャンモードで操作できる機能の構成や設定項目は以下のようになっています。

■［登録宛先から］タブ（p. 4-19）
［登録宛先から］で操作できる内容は以下のとおりです。

■［直接入力］タブ（p. 4-21）
［直接入力］で操作できる内容は以下のとおりです。

グループ（p. 4-19）
宛先検索（p. 4-19）
読込み設定（p. 4-30）
原稿設定（p. 4-47）
通信設定（p. 4-49）

ファクス（p. 4-21）
SIP ファクス（p. 4-22）
E-mail（p. 4-22）
ボックス（p. 4-22）
インターネットファクス（p. 4-23）
IPアドレスファクス（p. 4-23）
ファイル送信（SMB）（p. 4-24）
ファイル送信（FTP）（p. 4-24）
ファイル送信（WebDAV）（p. 4-26）
ファイル送信（Webサービス）（p. 4-27）
読込み設定（p. 4-30）
原稿設定（p. 4-47）
通信設定（p. 4-49）
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4.3　 ファクス /スキャンモードメニューツリー
■［履歴から選択］タブ（p. 4-27）
［履歴から選択］で操作できる内容は以下のとおりです。

■［LDAP検索］タブ（p. 4-27）
［LDAP検索］で操作できる内容は以下のとおりです。

■ オフフック（p. 4-29）

履歴
読込み設定（p. 4-30）
原稿設定（p. 4-47）
通信設定（p. 4-49）

単検索（p. 4-27）
複合検索（p. 4-28）
読込み設定（p. 4-30）
原稿設定（p. 4-47）
通信設定（p. 4-49）
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4.3　 ファクス /スキャンモードメニューツリー
■［読込み設定］（p. 4-30）
［読込み設定］で設定できる内容は以下のとおりです。

原稿画質（p. 4-30）
片面 /両面（p. 4-30）
解像度（p. 4-30）
ファイル形式（p. 4-31） ファイル形式（p. 4-31）

ページ設定（p. 4-31）
暗号化（p. 4-32）
スタンプ合成方法（p. 4-33）

濃度（p. 4-34）
連続読込み設定（p. 4-34）
下地調整（p. 4-34）
消去 枠消し（p. 4-35）

連写 ブック連写（p. 4-35）
応用設定 読込みサイズ（p. 4-36）

ファイリングナンバー（p. 4-37）
スタンプ /ページ印字 日付 /時刻（p. 4-37） 日付種類

時刻種類
印字ページ
文字サイズ
印字位置指定

ページ番号（p. 4-39） 印字開始ページ番号
印字開始章番号
ページ種類
文字サイズ
印字位置指定

スタンプ（p. 4-40） 定型スタンプ種類
印字ページ
文字サイズ
印字位置指定

ヘッダー /フッター
（p. 4-41）

ヘッダー /フッター呼出し
確認 /一時変更

同時印刷（p. 4-44） 部数
片面 /両面印刷
ステープル

済みスタンプ（p. 4-45）
ネガポジ反転（p. 4-46）

文書名（p. 4-46）
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4.3　 ファクス /スキャンモードメニューツリー
■［原稿設定］（p. 4-47）
［原稿設定］で設定できる内容は以下のとおりです。

■［通信設定］（p. 4-49）
［通信設定］で設定できる内容は以下のとおりです。

原稿指定（p. 4-47） 混載原稿（p. 4-47）
Z折れ原稿（p. 4-47）
長尺原稿（p. 4-47）

方向指定（p. 4-47） 原稿セット方向（p. 4-47）
原稿のとじしろ（p. 4-48）

回線設定（p. 4-49） 海外通信モード（p. 4-49）
ECM OFF（p. 4-49）
V34 OFF（p. 4-50）
宛先確認送信（p. 4-50）
回線指定（p. 4-50）

E-mail 設定（p. 4-50） 文書名（p. 4-50）
件名（p. 4-51）
From（p. 4-51）
本文（p. 4-51）

URL通知先設定（p. 4-52）
送受信方法設定（p. 4-53） タイマー通信（p. 4-53）

ポーリング受信 通常（p. 4-53）
掲示板（p. 4-54）

Fコード送信（p. 4-54） SUBアドレス
送信 ID

パスワード送信（p. 4-55）
ポーリング送信 通常（p. 4-55）

掲示板（p. 4-56）
メールの暗号化（p. 4-56）
デジタル署名（p. 4-56）
ファクス発信元設定（p. 4-57）
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4.4　ファクス /スキャン初期画面

4.4.1 画面構成の説明
【ファクス / スキャン】を押すと、以下の画面が表示されます。

ひとこと

管理者モードの「セキュリティー
設定」で手動宛先入力を禁止にし
た場合は、［直接入力］が表示され
ません。

･ LDAP サーバーの設定について
詳しくは「ユーザーズガイド 
ネットワーク管理者編」の
「LDAP 使用設定」をごらんく
ださい。
･［LDAP 検索］の表示位置は
ユーザー設定の内容によって変
わります。詳しくは「宛先種類
初期表示」（p. 9-37）をごらん
ください。

1 2 3 4 5

6 7 8

ひとこと

宛先 2 度入力機能（送信）をON
に設定しているときは、［履歴から
選択］と［オフフック］は表示さ
れません。宛先 2 度入力機能につ
いては、「機能ON/OFF 設定－宛
先 2 度入力機能（送信）（G3/
SIP）」（p. 10-26）をごらんくだ
さい。

No 項目 説明 参照先

1 ［登録宛先から］ あらかじめ登録された宛先から送信先を選
択します。

p. 4-19

2 ［直接入力］ 登録されていない宛先を直接入力して指定
します。

p. 4-21

3 ［履歴から選択］ ファクスの送信履歴から選択します。 p. 4-27

4 ［LDAP検索］ LDAPサーバーから宛先を検索します。 p. 4-27

5 ［オフフック］ オフフックしてダイアルできます。 p. 4-29

6 ［読込み設定］ スキャン時の読込みの詳細を設定できま
す。

p. 4-30

7 ［原稿設定］ 原稿の種類やセット方向の詳細を設定でき
ます。

p. 4-47

8 ［通信設定］ 通信に関する設定を行います。 p. 4-49
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4.4　 ファクス /スキャン初期画面
4.4.2 登録宛先から
登録されている宛先を選択できます。

■ グループ
登録されているグループ宛先が表示されます。

■ 宛先検索 － 宛先種類
宛先登録時に設定した宛先種類別に検索できます。

ひとこと

設定メニューの［ユーザー設定］
－［画面カスタマイズ設定］－
［ファクス /スキャン設定］で
［「登録宛先から」初期表示］を
「検索文字」に設定しているときに
表示されます。（p. 9-37）

短縮宛先の登録については、「宛先
/ボックス登録」（p. 9-5）をごら
んください。
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4.4　 ファクス /スキャン初期画面
■ 宛先検索－検索文字
宛先登録時に設定した検索文字別に表示されます。

■ 宛先検索－詳細検索
アドレスの名称や内容の一部を入力して、該当するアドレスを検索しま
す。［名称］または［宛先］を選択し、検索文字を入力してください。

■ 詳細検索－検索オプション
詳細検索で、条件を選択すると検索時のオプション項目が表示されます。
検索時に追加したい内容を選択し、［OK］を押します。

ひとこと

設定メニューの［ユーザー設定］
－［画面カスタマイズ設定］－
［ファクス /スキャン設定］で
［「登録宛先から」初期表示］を
「宛先種類」に設定しているときに
表示されます。（p. 9-37）

短縮宛先の登録については、「宛先
/ボックス登録」（p. 9-5）をごら
んください。

ひとこと

検索オプション画面の表示や、表
示される項目の内容は設定メ
ニューの「検索オプション設定」
で設定します。詳しくは、「画面カ
スタマイズ設定－検索オプション
設定（E-mail/Box/SMB/FTP/
WebDAV/G3/IP/SIP/I-FAX）」
（p. 9-38）をごらんください。
送信する 4-20



4.4　 ファクス /スキャン初期画面
4.4.3 直接入力
登録されていない送信先を直接入力することで指定できます。

4.4.4 直接入力－ファクス
テンキーまたはパネルのキーを使ってファクス番号を入力します。

「宛先 2 度入力機能（送信）」が設定されている場合は、［OK］を押した
あとにもう一度ファクス番号を入力する画面が表示されます。ファクス
番号を入力し、［送信］を押します。

ひとこと

管理者モードの「セキュリティー
設定」で手動宛先入力を禁止にし
た場合は、［直接入力］は表示され
ません。手動宛先入力の設定につ
いては、「手動宛先入力」（p. 10-
10）をご覧ください。。

ひとこと

宛先 2 度入力機能については、「機
能ON/OFF 設定－宛先 2 度入力
機能（送信）（G3/SIP）」（p. 10-
26）をごらんください。
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4.4　 ファクス /スキャン初期画面
4.4.5 直接入力－SIP ファクス
SIP ファクスが指定できるように設定されている場合は、ファクスの宛
先指定画面でSIP ファクスの宛先を入力できます。

4.4.6 直接入力－ E-mail
パネルから E-mail アドレスを入力します。

4.4.7 直接入力－ボックス
ボックスの種類を選択し、保存先のボックスを指定します。

ひとこと

･ SIP ファクスと IPアドレスファ
クスは同時に使用できません。
･「宛先 2 度入力機能（宛先）」が
設定されている場合は、［OK］
を押したあとにもう一度ファク
ス番号を入力する画面が表示さ
れます。ファクス番号を入力し、
［送信］を押します。

ボックスに保存したデータの操作
方法については、「ユーザーズガイ
ド ボックス機能編」をごらんくだ
さい。
送信する 4-22



4.4　 ファクス /スキャン初期画面
4.4.8 直接入力ーインターネットファクス
パネルからインターネットファクス宛先を入力します。

■ 相手機受信能力
インターネットファクスの宛先で受信可能な設定を選択します。受信可
能な設定を複数選択できます。

4.4.9 直接入力ー IPアドレスファクス
IP アドレスファクスの宛先を設定します。

項目 説明

圧縮形式 MMR、MR、MHを選択できます。

用紙サイズ A3、B4、A4を選択できます。

解像度 600 × 600 dpi（超高精細）、400 × 400 dpi（高精細）、
200 × 200 dpi（精細）、200 × 100 dpi（普通）を選択できま
す。

項目 説明

IPアドレス 宛先の IP アドレスまたはホスト名を入力します。

ポート番号 送信に使用するポート番号をテンキーで入力します（入力範囲：
1～ 65535）。

［次宛先］ 続けて他の宛先を指定するときに押します。
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4.4　 ファクス /スキャン初期画面
4.4.10 直接入力－ファイル送信（SMB）
ファイル送信（SMB）の宛先を直接指定します。

■ ホスト名
パネルから送信先のホスト名（大文字で入力）または IP アドレスを指定
します。

■ ファイルパス
パネルから送信先のフォルダーのパスを大文字で入力します。

■ ユーザー名
パネルからログインするユーザー名を入力します。

■ パスワード
パネルからログインパスワードを入力します。

■ 参照
接続先のコンピューターのフォルダー構成を確認できます。送信先の
フォルダーを直接指定することもできます。

■ 次宛先
続けて他の宛先を指定するときに押します。

4.4.11 直接入力－ファイル送信（FTP）
ファイル送信（FTP）の宛先を直接指定します。

■ ホスト名
パネルから送信先のホスト名または IP アドレスを指定します。

■ ファイルパス
パネルから送信先のフォルダーのパスを指定します。
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4.4　 ファクス /スキャン初期画面
■ ユーザー名
パネルからログインするユーザー名を入力します。［共通名］を押すと
「anonymous」が入力されます。

■ パスワード
パネルからログインパスワードを入力します。

■ 詳細指定
さらに詳細な設定を行います。

■ 次宛先
続けて他の宛先を指定するときに押します。

項目 説明

ポート番号 ポート番号を入力します。

PASV PASVモードを使用するかどうかを設定します。

プロキシ プロキシサーバーを使用するかどうかを設定します。
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4.4　 ファクス /スキャン初期画面
4.4.12 直接入力－ファイル送信（WebDAV）
ファイル送信（WebDAV）の宛先を直接指定します。

■ ホスト名
パネルから送信先のホスト名または IP アドレスを指定します。

■ ファイルパス
パネルから送信先のフォルダーのパスを指定します。

■ ユーザー名
パネルからログインするユーザー名を入力します。

■ パスワード
パネルからログインパスワードを入力します。

■ 詳細指定
さらに詳細な設定を行います。

■ 次宛先
続けて他の宛先を指定するときに押します。

項目 説明

ポート番号 ポート番号を入力します。

プロキシ プロキシサーバーを使用するかどうかを設定します。

SSL設定 送信にSSLを使用するかどうかを設定します。
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4.4　 ファクス /スキャン初期画面
4.4.13 直接入力－Webサービス
あらかじめ登録したネットワーク上のコンピューターにスキャンした
データを送信します。
本機をWebサービススキャナーとして登録しているネットワーク上の
コンピューターが送信先として表示されます。宛先を選択してください。

■ 詳細表示
送信先の名称とURLが表示されます。

■ 送信先検索
送信先の名称に含まれるキーワードをパネルから入力し、送信先を検索
します。

4.4.14 履歴から選択（G3）
過去に送信したファクス宛先から、最新の 5件が表示されています。こ
の履歴から宛先を選択できます。

4.4.15 LDAP検索－単検索
検索するキーワードを入力し、［検索開始］を押すと、指定した LDAP
サーバー内で該当するアドレスが検索されます。

･ 事前に必要な設定については、
「Webサービスを使用する場合」
（p. 3-6）をごらんください。
･ コンピューターからスキャンを
本機に指示して、データを保存
することもできます。詳しい手
順は「コンピューターからス
キャンの指示をする（Webサー
ビス）」（p. 13-4）をごらんくだ
さい。
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4.4　 ファクス /スキャン初期画面
4.4.16 LDAP検索－複合検索
複数の検索条件を設定し、目的のアドレスを検索します。

■ 名称
パネルから名称を入力します。

■ E-mail
パネルから E-mail アドレスを入力します。

■ ファクス番号
パネルからファクス番号を入力します。

■ 姓
パネルから姓を入力します。

■ 名
パネルから名を入力します。

■ 都市名
パネルから都市名を入力します。

■ 会社名
パネルから会社名を入力します。

■ 組織名
パネルから組織名を入力します。
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4.4　 ファクス /スキャン初期画面
■ 含む／同じ／始まる／終わる
入力した検索条件の設定を含む /同じ / 始まる /終わるから選択できま
す。

4.4.17 オフフック（G3）
手動でファクス送信するときに使用します。

■ 手動送信
原稿をセットし、必要に応じて読込みの設定を行います。［オフフック］
を押すと相手先を指定する画面が表示されます。

［送信］を押し、相手先を指定して［実行］を押します。

ひとこと

宛先 2 度入力機能（送信）をON 
に設定しているときは、オフフッ
クは使用できません。

宛先の設定方法は、登録宛先から /
直接入力 /履歴から選択 /プログ
ラム宛先から選択できます。
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4.5　読込み設定

［読込み設定］を押すと、スキャン時の詳しい内容を設定できます。

4.5.1 基本設定－原稿画質
原稿の内容に合わせて選択します。選択できる画質は以下のとおりです。

■ 文字
文字だけで構成されている原稿です。

■ 文字 /写真
文字と写真（ハーフトーン）が混ざっている原稿です。

■ 写真
写真（ハーフトーン）だけの原稿です。

■ 薄文字原稿
文字が全体的に薄い原稿です。

4.5.2 基本設定－片面／両面
原稿の片面をスキャンするか両面をスキャンするか選択します。

■ 片面
原稿の片面をスキャンします。

■ 両面
原稿の両面をスキャンします。

■ 表紙 +両面
原稿の最初のページを表紙として片面だけスキャンし、残りのページを
両面スキャンします。
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4.5　 読込み設定
4.5.3 基本設定－解像度
■ スキャンする解像度を選択します。

4.5.4 ファイル形式
スキャンしたデータを保存するファイル形式を選択します。

■ ファイル形式
選択できるファイル形式は以下のとおりです。

■ ページ設定
保存時のデータのまとまりも指定できます。

ひとこと

G3ファクス /SIP ファクス /IP ア
ドレスファクス /インターネット
ファクス送信時に [300 ×300dpi]
を選択したときは、自動的に
[200 ×200dpi] に変換されて送信
されます。

ひとこと

ボックス保存時にファイル形式を
選択しても、データをダウンロー
ドするときはファイル形式の指定
が必要です。

項目 説明

PDF PDF形式で保存します。

TIFF TIFF 形式で保存します。

XPS XPS形式で保存します。XPS形式で保存するには、オプション
のハードディスクが必要です。

ひとこと

ボックス保存時に「一枚毎」を選
択しても、データをダウンロード
するときはページを指定する必要
があります。

項目 説明

一枚毎 ダウンロード時にページごとにデータを保存できる形式でファイ
ルを作成します。

ページ一括 スキャンした全ての原稿をまとめてひとつのファイルを作成しま
す。
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4.5　 読込み設定
■ 暗号化ー暗号化レベル、パスワード、文書の権限、詳細
設定

ファイル形式で「PDF」を選択したときは暗号化のレベルを設定できま
す。

■ 暗号化ーパスワード
暗号化されたデータを開くときに必要なパスワードを入力します（入力
範囲：32文字以内）。パスワードは確認のため 2回入力してください。

■ 暗号化ー文書の権限
文書の権限を変更するために必要なパスワードを入力します（入力範
囲：32文字以内）。パスワードは確認のため 2回入力してください。

■ 暗号化ー詳細設定ｰ印刷許可レベル /文書と画像の抽出
「暗号化」で文書の権限を設定した場合は、権限の詳細を設定できます。
［印刷許可レベル］ではデータの印刷を許可する /許可しないを選択しま
す。暗号化レベルを「高レベル」に設定した場合は、［低解像度のみ許
可］が表示されます。
［文書と画像の抽出］では、文書（テキスト）や画像の抽出を許可する /
許可しないを選択します。
＜「高レベル」を選択した場合＞

＜「低レベル」を選択した場合＞
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4.5　 読込み設定
■ 暗号化－詳細設定－変更許可レベル
詳細設定画面で［次画面→］を押すと変更許可レベルの詳細を選択でき
ます。［変更許可レベル］ではデータの署名、入力、注釈などの文書変更
に関する許可レベルを選択します。
＜「高レベル」を選択した場合＞

＜「低レベル」を選択した場合＞

■ スタンプ合成方法
スタンプ /ページ印字で追加される内容の合成方法を選択できます。

ひとこと

･ 文字として合成できるのは日付 /
時刻、ページ番号、ヘッダー /
フッターです。
･ スタンプは画像として合成され
ます。

項目 説明

画像 文字列を画像として挿入します。

文字 文字列をテキストとして挿入します。
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4.5　 読込み設定
4.5.5 基本設定－濃度
スキャン時の濃さを調整します。

濃さを調整するときは［うすく］または［こく］を押します。

［ふつう］を押すと設定が初期値に戻ります。

自動で調整するときは、［自動］を押します。

4.5.6 基本設定－連続読込み設定
原稿の枚数が多くADFにセットしきれない場合や、原稿ガラス上に
セットする場合、片面原稿や両面原稿が混在している場合など原稿の種
類ごとに読込みを数回に分割することができます。［連続読込み設定］を
押し、表示を反転させると設定できます。

4.5.7 下地調整
スキャン時に原稿の下地の濃さを調整します。スキャンする原稿が色の
付いた用紙の場合、下地の色をスキャンして画像全体が濃くなることが
あります。そのときに下地の濃さを調整できます。
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4.5　 読込み設定
4.5.8 消去－枠消し
原稿の周囲を消去する枠消しを設定する場合に選択します。

すべて同じ幅で消去する場合は、［枠全体］を押して数値を指定し
ます（入力範囲：0.1 ～ 50.0 mm）。
上、左、右、下と個別に指定する場合は、該当するキーを押して
数値を指定します。
消去しないときは［消去しない］を押します。

4.5.9 連写－ブック連写
見開きの原稿をスキャンするときに選択します。スキャンの方法のほか
に、とじ方向や不要部分の消去などを設定できます。

■ 見開き
見開きを 1ページとしてスキャンします。

■ 分割
見開きを左右 2ページとしてスキャンします。

■ 表カバー
1 ページ目を表紙としてスキャンします。

■ 表 +裏カバー
1 ページ目を表紙、2ページ目を裏表紙、3ページ目以降を本文として
スキャンします。

ひとこと

ブック連写の「枠消し」で枠の消
去幅を設定すると、消去の「枠消
し」でも同じ数値が設定されてい
ます。

ひとこと

原稿のサイズは見開きの大きさを
指定してください。
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4.5　 読込み設定
■ ブックイレース -枠消し
見開き原稿で枠消しを設定したい場合に選択します。

すべて同じ幅で消去する場合は、［枠全体］を押して数値を指定し
ます（入力範囲：0.1 ～ 50.0 mm）。
上、左、右、下と個別に指定する場合は、該当するキーを押して
数値を指定します。
消去しないときは［消去しない］を押します。

■ 開き方向／とじ方向
分割 /表カバー / 表 +裏カバーを選択した場合は［開き方向 /とじ方向］
を押してとじ方向を選択します。

4.5.10 応用設定－読込みサイズ
スキャンする用紙サイズを設定します。

■ 定型
スキャン時に 1枚目の原稿サイズを自動的に検知する場合は［自動］を
押します。A4、B5など決まったサイズでスキャンする場合はサイズを
選択します。

ひとこと

ブック連写の「枠消し」で枠の消
去幅を設定すると、消去の「枠消
し」でも同じ数値が設定されてい
ます。
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4.5　 読込み設定
■ 不定形サイズ
規格サイズにはない不定形サイズの寸法を入力して設定します。

X方向：30.0 ～ 432.0 mmの範囲で設定します。

Y方向：30.0 ～ 297.0 mmの範囲で設定します。

4.5.11 応用設定－ファイリングナンバー

スキャンして保存した文書データに日付 / 時刻やファイリング番号の画
像を付加して印刷、送信できます。

■ ファイリングナンバーボックス選択
ファイリングナンバーを利用するには、スキャンしたデータを一度ファ
イリングナンバーボックスに保存する必要があります。ファイリングナ
ンバーはボックスごとに設定されているため、保存先のボックスを選択
してください。

4.5.12 応用設定－スタンプ／ページ印字－日付／
時刻

ページに印刷した日付と時刻を印刷します。

ひとこと

ファイリングナンバー機能を使用
する場合は、オプションのハード
ディスクが必要です。また、ファ
イリングナンバーボックスはあら
かじめ登録が必要です。
詳しくは「ユーザーズガイド ボッ
クス機能編」をごらんください。
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4.5　 読込み設定
■ 日付種類
日付の表示方法を選択します。

■ 時刻種類
時刻追加のあり /なし、表示方法を選択します。

■ 印字ページ
印字するページを全ページ / 先頭ページのみから指定します。

■ 文字サイズ
印刷する文字のサイズを 8pt/10pt/12pt/14pt から選択します。

■ 印字位置指定－印字位置
印字位置を選択します。

■ 印字位置指定－微調整－位置調整
印字位置の微調整を行う場合は、［位置調整］を押します。印字の左右、
上下の位置調整を 0.1 ～ 50.0 mmの範囲で指定します。
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4.5　 読込み設定
4.5.13 応用設定－スタンプ／ページ印字－ページ
番号

文書のすべてのページにページ番号を追加します。

■ 印字開始ページ番号
ページの開始番号を指定します。

■ 印字開始章番号
章の開始番号を指定します。

■ ページ種類
ページ番号の表示種類を選択します。

■ 文字サイズ
印刷する文字のサイズを 8pt/10pt/12pt/14pt から選択します。

■ 印字位置指定－印字位置
印字位置を選択します。
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4.5　 読込み設定
■ 印字位置指定－微調整－位置調整
印字位置の微調整を行う場合は、［位置調整］を押します。印字の左右、
上下の位置調整を 0.1 ～ 50.0 mmの範囲で指定します。

4.5.14 応用設定－スタンプ／ページ印字－スタン
プ

ページに「至急」など決まった文字列を印刷します。

■ 定型スタンプ種類
至急、回覧、複製厳禁などスタンプを選択します。

■ 印字ページ
印字するページを全ページ / 先頭ページのみから選択します。

■ 文字サイズ
印刷する文字のサイズを小さめ /ふつうから選択します。
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4.5　 読込み設定
■ 印字位置指定－印字位置
印字位置を選択します。

■ 印字位置指定－微調整－位置調整
印字位置の微調整を行う場合は、［位置調整］を押します。印字の左右、
上下の位置調整を 0.1 ～ 50.0 mmの範囲で指定します。

4.5.15 応用設定－スタンプ／ページ印字－ヘッ
ダー /フッター

出力ページにヘッダーまたはフッターを挿入できます。ヘッダー、フッ
ターの印字内容は、あらかじめ管理者設定で登録が必要です。［確認 /一
時変更］を押すと、登録した設定内容を変更して印字できます。

■ ヘッダー /フッター呼出し
登録した内容から、印字したいヘッダー / フッターを選択します。

ヘッダー /フッターの登録につい
ては、「環境設定－スタンプ設定－
ヘッダー /フッター設定」（p. 10-
8）をごらんください。
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4.5　 読込み設定
■ 確認 /一時変更
確認 /一時変更できる内容が表示されます。

■ 確認 /一時変更－ヘッダー設定、フッター設定
ヘッダー /フッターの印刷を行うかどうかを設定します。［印刷する］を
押すと、文字列、日付 /時刻、その他（部数管理番号、ジョブ番号、シ
リアル番号）の設定ができます。

■ 確認 /一時変更－ヘッダー設定、フッター設定－文字列
パネルからヘッダー / フッターの文字列を設定します。

■ 確認 /一時変更－ヘッダー設定、フッター設定－日付 /時
刻

ヘッダー /フッターの日付 /時刻を設定します。
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4.5　 読込み設定
■ 確認 /一時変更－ヘッダー設定、フッター設定－その他
ヘッダー /フッターの部数管理番号、ジョブ番号、シリアル番号を設定
します。

■ 確認 /一時変更－印字ページ
印字するページを全ページ / 先頭ページのみから選択します。

■ 確認 /一時変更－文字サイズ
印字する文字サイズを 6pt/8pt/10pt/12pt/14pt/18pt から選択しま
す。

■ 確認 /一時変更－印字位置指定
印字する位置を選択します。

ひとこと

シリアル番号は本機につけられて
いるシリアル番号を指しています。
設定についてはサービス実施店に
お問い合わせください。
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4.5　 読込み設定
4.5.16 応用設定－同時印刷

■ 同時印刷とは
送信と同時に印刷を行うかどうかを設定します。また、印刷時の各種設
定を行います。

■ 部数
印刷部数をテンキーで入力します。入力できる範囲は 1～ 999 です。

■ 片面 /両面印刷
片面または両面を選択します。

■ ステープル
ステープルのあり /なしを選択します。

■ ステープル－位置指定
ステープルの種類を選択すると、位置を指定できます。
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4.5　 読込み設定
4.5.17 応用設定－済みスタンプ （G3/IP/SIP/I-
FAX） 

■ 済みスタンプとは
ADFを使用して送信する場合、読取った原稿に済みスタンプを押して 1
枚ずつ読取られたかどうかを確認できます。両面原稿を送信した場合は
おもて面だけに済みスタンプが付けられます。

済みスタンプを設定すると、直径 4 mmのピンク色の印が図の位置
に付きます。
済みスタンプを使用するには、オプションのファクス済みスタン
プユニットが必要です。
スタンプのインクは消耗品です。スタンプが薄くなった場合は
サービス実施店にお問い合わせください。
混載原稿を選択している場合は図の位置に済みスタンプが押され
ない場合があります。
原稿が正しく送られているかどうかは、送信結果レポートや設定
確認画面の送信結果で確認してください。

■ 済みスタンプをつける
応用設定画面で［済みスタンプ］を選択します。

原稿送り方向

原稿の表面

スタンプ
位置
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4.5　 読込み設定
4.5.18 応用設定－ネガポジ反転

■ ネガポジ反転とは
原稿の濃淡および白黒（階調）を反転させて送信できます。

■ ネガポジ反転する
応用設定画面で［ネガポジ反転］を選択します。

4.5.19 文書名 （E-mail/BOX/SMB/FTP/
WebDAV/I-FAX） 

パネルから文書名を入力します。

ABCD

ABCD

ABCD

ABCD

ABCD

ABCD

ABCD

ABCD
送信する 4-46



4.6　原稿設定

異なるサイズの原稿の混載や、Z折れ原稿など、原稿のセットの種類を
設定します。

4.6.1 原稿指定－混載原稿
異なるサイズの原稿を同時にADFにセットするときに選択します。1
枚ずつサイズを検知しながらスキャンするため、スキャンする速度は遅
くなります。

4.6.2 原稿指定－ Z折れ原稿
Z折れした原稿のサイズをADFに通した長さで検知します。

4.6.3 原稿指定－長尺原稿
規格サイズよりも長辺が長い原稿のときに設定します。

4.6.4 方向指定－原稿セット方向
原稿の天地の位置を選択します。スキャンしたあとに天地が正しくなる
よう、データを処理します。

ひとこと

原稿指定と方向指定の機能は同時
に組み合わせて設定できます。
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4.6　 原稿設定
4.6.5 方向指定－原稿のとじしろ
原稿についているパンチ穴あけやステープルどめなどのとじしろの位置
を指定します。また、両面原稿をスキャンするとき、とじしろの位置が
逆にならないよう補正します。

項目 説明

自動 297 mm以下のサイズは長辺をとじる、297 mmを超える
サイズは短辺をとじる、と判断します。

上開き /とじ 原稿の上側にとじしろがある原稿

左開き /とじ 原稿の左側にとじしろがある原稿
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4.7　通信設定

4.7.1 回線設定（G3）
ファクス送信の回線に関する設定を行います。

■ 海外通信モード
通信状態の悪いところへ通信する場合、情報を送る速さ（伝送速度）を
ゆっくりとしたスピードに設定して送信します。

原則

以下の機能とは併用できません。
･ ポーリング送信
･ ポーリング受信
･ 掲示板登録
･ 掲示板ポーリング受信

■ ECM OFF
ECMモードを解除して送信します。
ECMモードは、ITU-T（国際電気通信連合）で定められた誤り再送方式
の通信です。ECMモードをもつファクス間の通信では、送信したデー
タに誤りがないことを確認しながら通信するため、電話回線の雑音など
による画像の乱れを防止できます。雑音が多い場合はECM OFF 時に比
べて通信時間が若干長くなることがあります。送信が終了すると自動的
にECM ONの状態に戻ります。

原則

以下の機能とは併用できません。
･  ポーリング受信
･  ポーリング送信
･  V34 OFF
･  掲示板登録
･  掲示板ポーリング受信

ひとこと

本機ではECM OFFを設定しない
限り、ECMモードで送信されま
す。
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4.7　 通信設定
■ V34 OFF
V34 とは、スーパーG3のファクス通信時に使われる通信方式です。相
手機または本機が内線交換機経由で回線に接続されているなどの場合、
回線の状況によってはスーパーG3モードで通信できない場合がありま
す。
このような場合はV34をOFFに設定して送信することをおすすめしま
す。送信が完了すると本機は自動的にV34モードに戻ります。

原則

以下の機能とは併用できません。
･ ポーリング受信
･ ポーリング送信
･ 掲示板登録
･ 掲示板ポーリング受信
･ ECM OFF

■ 宛先確認送信
送信時に、指定したファクス番号と相手先のファクス番号情報（CSI）
を比較して、一致した場合にだけ送信します。不一致の場合は通信エ
ラーとなるため、誤送信を防止できます。

■ 回線指定
回線拡張キットを装着している場合、［回線 1］または［回線 2］を指定
して送信できます。送信する回線を指定してください。
「指定しない」を選択した場合は、回線 1、回線 2のうちから、その時空
いている回線を使って送信します。回線 1、回線 2 共に空いている場合
は、回線 1 を優先的に使用して送信します。

4.7.2 E-mail 設定（E-mail/I-FAX）
■ E-mail 設定について
E-mail 送信時の文書名、件名、Fromアドレス、本文内容を設定しま
す。

■ 文書名
保存されるファイルの名称が表示されます。この文書名は［文書整理］
でも設定でき、あとに設定したほうの文書名が反映されます。入力でき
るのは半角 30 文字（全角 15 文字）までです。

ひとこと

宛先確認送信は、相手先に自局の
ファクス番号の登録が必要です。

ひとこと

･「複数回線使用設定」の「回線 2
通信設定」が「受信専用」と
なっている場合は回線が指定で
きません。
･ 2 つの回線を外線と内線で使い
分ける場合は、使用する回線を
必ず指定してください。「指定し
ない」を選択すると、正しく送
信されない場合があります。
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4.7　 通信設定
■ 件名
設定メニューで指定した内容が自動的に表示されます。［直接入力］を押
すと内容を変更できます。入力できるのは半角 64 文字（全角 32 文字）
までです。

■ From
設定メニューで指定した管理者のE-mail アドレスが表示されます。［直
接入力］を押すと内容を変更できます。

■ 本文
設定メニューで指定した本文が表示されます。［直接入力］を押すと内容
を変更できます。入力できるのは半角 256 文字（全角 128 文字）まで
です。

ひとこと

･ インターネットファクスの場合
は装置E-mail アドレスが使用さ
れます。
･ 管理者設定の［環境設定］－
［ユーザー操作禁止設定］－［変
更禁止設定］で「From アドレ
ス変更」を禁止に設定すると、
直接入力ができなくなります。
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4.7　 通信設定
4.7.3 URL通知先設定（BOX/FTP/SMB/
WebDAV）

■ URL通知とは
ジョブの終了を通知する E-mail アドレスを設定します。

■ 詳細検索
通知先のE-mail アドレスを登録先から検索できます。アドレスの名称や
内容の一部を入力して、該当するアドレスを検索します。［名称］または
［宛先］を選択し、検索文字を入力してください。

■ 直接入力
パネルから E-mail アドレスを入力します。

･ URL 通知先設定で有効な送信先
は、ファイル送信（FTP）、ファ
イル送信（SMB）、ファイル送
信（WebDAV）です。
･ E-mail 送信、インターネット
ファクス、G3ファクス時には設
定しても機能しません。
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4.7　 通信設定
4.7.4 送受信方法設定（G3）
送受信の方法を設定できます。

■ タイマー通信
送信の時刻を指定できます。早朝や深夜などの電話料金割引時間を利用
して通信すると経済的です。通信の開始時刻をテンキーで指定します。

■ ポーリング受信－通常
送信側にセットされている文書や、ポーリング送信予約された文書を受
信側からの指示で送信させる機能です。通信料金を受信側で負担したい
ときなどに便利です。
［通常］を選択したあと相手先を選択します。

･ 時刻の指定だけが可能です。時、
分単位で設定します。
･ 日付の指定はできません。
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4.7　 通信設定
■ ポーリング受信－掲示板
送信側にセットされている掲示板の文書を受信側からの指示で送信させ
る機能です。
掲示板の文書を受信する場合は［掲示板］を選択したあとテンキーで掲
示板番号を入力し、相手先を選択します。

原則

以下の機能とは併用できません。
･ 枠消し
･ 読込みサイズ
･ 連続読込み設定
･ 混載原稿
･ Z折れ原稿
･ 長尺原稿
･ 原稿のとじしろ
･ Fコード送信
･ ポーリング送信
･ 海外通信モード
･ ECM OFF
･ パスワード送信
･ V34 OFF

■ F コード送信
SUBアドレスや送信 IDを入力することで、相手先の特定のボックス宛
に送信します。特定のボックスには、以下の種類があります。

親展送信

相手機の親展送信ボックスに送信します。SUBアドレスにボックス番
号、送信 IDに親展送信パスワードを入力します。

中継送信

相手機に中継配信機能を持っている場合に、中継配信ボックスに送信し
ます。SUBアドレスに中継ボックス番号、送信 IDに中継送信のパス
ワードを入力します。

ひとこと

掲示板番号には、20桁までの数字
を入力できます。

Fコードを使用するためには、相
手先が Fコード機能を持っている
必要があります。
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4.7　 通信設定
■ パスワード送信
パスワードをつけて送信します。相手先が閉域受信を設定している場合、
送信側からは閉域受信パスワードと同じパスワードを送る必要がありま
す。
この機能は、相手先が閉域受信（パスワード）機能をもつ弊社機種のと
きだけ使用できます。
テンキーでパスワードを入力してください。

■ ポーリング送信－通常
ポーリング送信予約された文書を受信側からの指示で送信させるための
文書を保存します。
［通常］を選択して原稿を読込むと、ポーリング送信ボックスに自動的に
保存されます。

ポーリング送信ボックスの文書の
削除、確認方法は「ユーザーズガ
イド ボックス機能編」をごらんく
ださい。

ひとこと

ユーザー認証を設定している場合、
蓄積文書の操作を禁止されている
ユーザーがログインするとポーリ
ング送信を行うことはできません。
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4.7　 通信設定
■ ポーリング送信－掲示板
掲示板の文書を受信側からの指示で送信させるため、掲示板に文書を登
録します。
［掲示板］を選択したあとテンキーで掲示板番号を入力し、原稿を読込み
ます。あらかじめ作成した掲示板ボックスに自動的に保存されます。

原則

以下の機能とは併用できません。
･ メモリー送信
･ ポーリング送信
･ タイマー送信
･ 海外通信モード
･ ECM OFF
･ パスワード送信
･ Fコード送信
･ V34 OFF

4.7.5 メールの暗号化（E-mail）
管理者設定の「ネットワーク設定」－［E-mail 設定］の「S/MIME通信
設定」で「使用する」を設定しているときに表示されます。送信するE-
mail の暗号化を行うかどうかを設定します。

4.7.6 デジタル署名（E-mail）
管理者設定の「ネットワーク設定」－［E-mail 設定］の「S/MIME通信
設定」で「使用する」を設定しているときに表示されます。送信するE-
mail にデジタル署名を付加するかどうかを設定します。

ひとこと

･ 掲示板番号には、1～
999999999 までの数字を入力
できます。
･ ひとつの掲示板に登録できる文
書は1文書だけです。
･ 本機では掲示板を10個まで登録
できます。

掲示板ボックスの文書の削除、確
認方法は「ユーザーズガイド ボッ
クス機能編」をごらんください。

S/MIME通信設定については、
「ユーザーズガイド ネットワーク
管理者編」をごらんください。

S/MIME通信設定の内容によって、
選択できない場合や常に署名する
ように設定されている場合があり
ます。

S/MIME通信設定については、
「ユーザーズガイド ネットワーク
管理者編」をごらんください。
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4.7　 通信設定
4.7.7 ファクス発信元設定（G3/SIP/IP/I-FAX）
送信時につける発信元情報を選択します。発信元名のリストから選択し
てください。初期状態では、初期値として設定されている発信元名が付
加されます。

･ 発信元の情報として原稿に付加
される内容は、管理者設定の
「発信元 /ファクス ID登録」で
登録します。詳しくは、「ファク
ス設定－発信元 /ファクス ID登
録」（p. 10-14）をごらんくだ
さい。
･ 発信元情報のつけかたは、管理
者設定の「発信元 /受信情報」
で登録します。詳しくは、「ファ
クス設定－発信元 /受信情報」
（p. 10-15）をごらんください。
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4.8　リダイアル （G3/IP/SIP）について

同じ宛先にもう一度ダイアルする動作をリダイアルといいます。
受信側が話し中などで送信できない場合、一定時間が経過してから再度
ダイアルします。

4.8.1 オートリダイアル
受信側が話し中などで送信ができなかった場合は、回線パラメーター設
定で設定されているオートリダイアル回数にしたがって自動的にオート
リダイアルされます。
リダイアルされるまで、送信のジョブはリダイアル待機の予約ジョブと
して扱われます。

4.8.2 手動リダイアル
リダイアル待ちのジョブをジョブ詳細画面からリダイアルできます。
［ジョブ表示］－［ジョブ詳細］から［送信］タブを押し、「リダイアル
待ち」のジョブを選択し、［リダイアル］を押します。

4.8.3 再送信（G3）
回線パラメーター設定で設定されたオートリダイアル回数を過ぎても送
信できないジョブは、再送信ボックスに保存されます。再送信ボックス
を開き、手動でリダイアルすることができます。
再送信したいジョブを選択して［ファクス送信］を押します。

オートリダイアルの回数は出荷時
に 3分おきに 3回行われるように
設定されています。オートリダイ
アル回数の設定については、「ファ
クス設定－回線パラメーター設定」
（p. 10-17）をごらんください。

ひとこと

･ ジョブを再送信ボックスに保存
するには、あらかじめ管理者設
定で再送信設定を行う必要があ
ります。再送信設定については
「再送信設定」（p. 10-29）をご
らんください。
･ 再送信ボックスについて詳しく
は「ユーザーズガイド ボックス
機能編」をごらんください。
送信する 4-58



第 5章

第5章受信する（G3/IP/SIP/I-FAX）
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5.1　受信する（G3：外部電話を接続しない）

5.1.1 自動受信（ファクス専用）
電話回線をファクス専用として使う場合に設定します。設定されている
回数分のリング信号を検知すると、自動的に受信を開始します。受信中
は画面のメッセージ表示部に「受信中です」と表示されます。

ファクス専用で使用する場合、以下の設定をしていることを想定してい
ます。

外部電話：接続していない

回線パラメーター設定－受信方式：［自動受信］に設定

回線パラメーター設定－ TEL/FAX 自動切換え：［OFF］に設定

回線パラメーター設定－留守番電話接続設定：［OFF］に設定

ひとこと

自動受信で使用するには、設定メ
ニューの「回線パラメーター設定」
で、受信方式を「自動受信」に設
定する必要があります。着信

自動的に受信を開始
受信文書

回線パラメーター設定については、
「ファクス設定－回線パラメーター
設定」（p. 10-17）をごらんくだ
さい。
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5.2　受信する（G3: 外部電話を接続する）

5.2.1 自動受信（TEL/FAX自動切換え）
外部電話機を本機に接続して電話としても使う場合に設定します。ファ
クス優先で使うことが多い場合はこのモードに設定しておくと便利です。
着信後、相手がファクスなのか電話なのかを自動的に検知して送信側に
対して音声メッセージを流します。

■ 相手がファクスのとき
受信を開始します。送信側には音声メッセージが流れます。

■ 相手が電話のとき
外部電話から呼び出し音が鳴ります。受話器をとると通話できます。送
信側では音声メッセージが流れます。

音声メッセージ 1：「電話の方はしばらくお待ちください。ファクスの方
はスタートボタンを押してください。」
音声メッセージ 2：「ただいま近くにおりません。ファクスに切換えま
す。」

自動受信で使用する場合、以下の設定をしていることを想定しています。
外部電話：接続している（留守番機能OFF）

回線パラメーター設定－受信方式：［自動受信］に設定

回線パラメーター設定－ TEL/FAX 自動切換え：［ON］に設定

回線パラメーター設定－留守番電話接続設定：［OFF］に設定

■ 自動受信の状態で留守番電話機能設定を使う場合
外出時などに外部電話機の留守番電話機能をONにする場合、外部電話
機側の呼出音設定回数が、［回線パラメーター設定］－［外部 TEL 呼出
時間］よりも多く設定されている場合、本機がファクス受信を開始して
しまい、留守番電話機能が正しく機能しません。「外部 TEL 呼出時間」
の設定が、外部電話機の呼出音設定回数より多くなるように設定してく
ださい。

ひとこと

TEL/FAX自動切換えで使用する
には、設定メニューの「回線パラ
メーター設定」で、「TEL/FAX自
動切換え」をONに設定する必要
があります。

外部電話の受話器を上げたとき、
「ピー」という音が聞こえたり、無
音のときはファクスからの送信で
す。受話器を上げたまま、［スター
ト］キーを押すと受信できます。

外部電話で呼び出し
音が鳴る。外部電話
の受話器をとると通
話できる。

着信

相手がファクスか電話かを検知中
相手がファクスなら受信を開始

音声メッセージ1
受信を開始

1秒4秒 音声メッセージ22秒

外部電話呼
出し時間

回線パラメーター設定については、
「ファクス設定－回線パラメーター
設定」（p. 10-17）をごらんくだ
さい。

ひとこと

外部電話機の呼出音設定回数を変
更するには、外部電話機のマニュ
アルをごらんください。
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5.2　 受信する（G3: 外部電話を接続する）
5.2.2 外部電話機の留守番電話機能を設定すると
きは

外部電話機を本機に接続している場合に設定します。ファクス優先で使
用している場合で、常に外部電話の留守番機能を設定している場合は、
このモードに設定しておくと便利です。
着信すると外部電話機の留守番電話メッセージが流れ、相手先がファク
スであれば自動的に受信を開始します。

■ 相手がファクスのとき
留守番電話から本機に自動的に切換わり、受信を開始します。

■ 相手が電話のとき
送信側に留守番電話のメッセージが流れます。

留守番電話機能を使用する場合、以下の設定をしていることを想定して
います。

外部電話：接続している（留守番機能ON）

回線パラメーター設定－受信方式：［自動受信］に設定

回線パラメーター設定－ TEL/FAX 自動切換え：［OFF］に設定

回線パラメーター設定－留守番電話接続設定：［ON］に設定

5.2.3 手動受信（電話専用） 
外部電話機を本機に接続している場合で、電話として使用することが多
い場合はこのモードに設定しておくと便利です。

･ 留守番設定がされていないなど、
留守番電話が応答しない場合は
約20秒後に受信を開始します。
･ 留守番電話機能を設定するには、
設定メニューの「回線パラメー
ター設定」で、「留守番電話接続
機能」をONに設定する必要が
あります。

受信開始

着信

相手がファクスか電話か
を検知し、相手がファク
スなら受信を開始

留守番電話

留守番電話の
メッセージが流れる

本機

録音中

ひとこと

電話専用で使用するには、設定メ
ニューの「回線パラメーター設定」
で、「受信方式」を手動受信に設定
する必要があります。

着信

外部電話の呼び出し音が
鳴りつづける

･ 受話器を上げて会話
･【スタート】を押す
か、リモート受信番
号を指定して受話器
を置くと受信開始 *

＊設定メニューの［リモート受信設定］のリモート受信番
号が設定されているときに有効です。
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5.2　 受信する（G3: 外部電話を接続する）
本機のパネルで手動受信する場合は、外部電話機のベルが鳴ったらファ
クス /スキャン画面の［オフフック］を押し、［受信］になっていること
を確認します。オフフック画面で［実行］を押してください。

手動受信で使用する場合、以下の設定をしていることを想定しています。
外部電話：接続している（留守番機能OFF）

回線パラメーター設定－受信方式：［手動受信］に設定

回線パラメーター設定－ TEL/FAX 自動切換え：［OFF］に設定

回線パラメーター設定－留守番電話接続設定：［OFF］に設定

■ リモート受信
外部電話機でリモート受信番号を入力することで、外部電話機から本機
に受信の指示をすることができる機能です。リモート受信を行うには、
あらかじめ設定メニューの「回線パラメーター設定」で、「受信方式」を
手動受信に設定し、リモート受信するためのリモート受信番号（2桁）
を設定する必要があります。

外部電話機の呼び出し音が鳴ったら、受話器を上げて相手がファクスで
あることを確認します。続けて 2桁のリモート受信番号をダイアルし、
受話器を戻します。

リモート受信設定については、「リ
モート受信設定」（p. 10-29）を
ごらんください。

着信

呼び出し音が鳴る

受話器を上げて、
リモート受信番号を押す

ひとこと

･ リモート受信番号はテンキーの
0～ 9、＊、＃を使って入力しま
す。
･ ダイアル（パルス）回線でリ
モート受信をしたいときは、外
部電話でトーンに切換える必要
があります。この機能を持たな
い外部電話ではリモート受信が
できません。詳しくは、電話機
のマニュアルをごらんください。
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5.3　受信する（I-FAX）

電子メールの受信には、自動取得と手動取得の 2種類があります。本機
が電子メールを受信すると、メールの本文と添付ファイルが自動的に印
刷されます。
設定メニューで「強制メモリー受信設定」を有効にしている場合は強制
メモリー受信ボックスに保存されます。保存した文書は必要に応じて印
刷することができます。

■ 自動取得
POPサーバーに対して、一定の間隔で電子メールが届いているかを確
認します。

■ 手動取得
POPサーバーに対して、本機のキーを押して電子メールが届いている
かを確認します。
ファクス /スキャン画面で［E-mail 受信］を押してください。

強制メモリー受信ボックスからの
印刷については、「ユーザーズガイ
ド ボックス機能編」をごらんくだ
さい。

添付ファイルの最大ページ数は
3000 ページ、本文は最大
20KByte まで受信できます。

･ 電子メールを確認する間隔を 1
～ 60分の範囲で変更できます。
設定方法については「ユーザー
ズガイド ネットワーク管理者編」
をごらんください。
･ お買い上げ時の時間は15分に設
定されています。
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5.4　受信する（IP/SIP）

本機がSIP ファクス、IPアドレスファクスを受信すると、自動的に印刷
されます。
設定メニューで「強制メモリー受信設定」を有効にしている場合は強制
メモリー受信ボックスに保存されます。保存した文書は必要に応じて印
刷することができます。 強制メモリー受信ボックスからの

印刷については、「ユーザーズガイ
ド ボックス機能編」をごらんくだ
さい。
受信する（G3/IP/SIP/I-FAX） 5-7



5.5　メモリー代行受信

5.5.1 メモリー代行受信とは
用紙づまりや消耗品ぎれなどで受信した文書を印刷できない場合は、印
刷できる状態になるまで受信した文書がメモリーに保存されています。
この機能をメモリー代行受信といいます。

用紙づまりなどのトラブル処理が終了すると、保存されていた受
信文書が自動的に印刷されます。
メモリーがいっぱいになっているときは代行受信できない場合が
あります。

5.5.2 メモリー代行受信したジョブの転送（G3）
トラブル処置ができない場合など、メモリー代行受信したジョブを別の
宛先に転送することができます。［ジョブ表示］－［ジョブ詳細］画面か
ら［ファクス受信］タブを押します。転送したいジョブを選択して［転
送］を押してください。宛先を指定して［実行］を押すと転送できます。
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5.6　受信時の記録

受信文書を記録する場合は、受信した文書の用紙サイズと、用紙トレイ
にセットされている用紙サイズを比較し、設定された縮小率で縮小して
記録する、用紙におさまるように縮小して記録するのいずれかで記録さ
れます。なお、等倍で記録するように設定している場合は、受信した文
書の用紙サイズにかかわらず、等倍で記録されます。

5.6.1 縮小して記録するとき
定形サイズの文書を受信した場合は、そのサイズの用紙に設定された縮
小率で縮小して記録されます。（初期値は 96%）

5.6.2 用紙におさまるように縮小して記録すると
き

定形サイズより長い文書を受信した場合は、受信文書の幅と長さから最
適な用紙サイズを決定し、そのサイズの用紙に記録されます。最適な用
紙サイズが用紙トレイにセットされていない場合は、近いサイズの用紙
に縮小して記録されます。

縮小率の設定については、「縮小
率」（p. 10-23）をごらんくださ
い。

原 稿 受信文書

［縮小率］
の設定に
従い
縮小する

原 稿 受信文書

用紙に
おさまる
ように
縮小
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5.6　 受信時の記録
最適な用紙サイズの決定と、用紙選択の基準は次のとおりです。

■ Step 1: 最適な用紙を選択する
受信文書の幅と長さから、最適な用紙サイズを次の原則で決定さ
れます。

■ Step 2: 実際にプリントする用紙を選択する
Step 1 で決定した最適な用紙サイズが、本機にセットされている
かがチェックされます。
最適な用紙がセットされている :
記録が開始されます。
最適な用紙がセットされていない、または該当する用紙トレイ
の［ATS許可］（自動トレイ切換え機能）が［許可しない］に
なっている :
次に最適な用紙を表の上から順にチェックされます。このと
き、設定メニューの［ページ分割記録］が［ON］に設定され
ている場合は、ページ分割をして記録するように用紙がチェッ
クされます。
［ページ分割記録］が［OFF］のとき：
上段から順に記録紙が選択されます。

受信原稿
の幅

受信情報の
記録位置 受信文書の長さ

A4幅 ［OFF］
または
［原稿内］

0～ 154 155 ～ 314 315 ～ 386 387 ～

［原稿外］ 0～ 146 147 ～ 306 307 ～ 378 379 ～

選択される用紙サイズ A5 v A4 w B4 w A3 w

B4幅 ［OFF］
または
［原稿内］

0～ 195 196 ～ 395 396 ～

［原稿外］ 0～ 186 187 ～ 386 387 ～

選択される用紙サイズ B5 v B4 w A3 w

A3幅 ［OFF］
または
［原稿内］

0～ 226 227 ～

［原稿外］ 0～ 217 218 ～

選択される用紙サイズ A4 v A3 w

［ATS許可］については、「ユー
ザーズガイド コピー機能編」をご
らんください。

［ページ分割記録］が［OFF］のと
きでも長尺原稿または高解像度で
受信した場合は、ページ分割記録
される場合があります。

最適記録用紙 A5 v A4 w B5 v B4 w A4 v A3 w

記録紙選択順序
（上段から下段）

A5 v A4 w B5 v B4 w A4 v A3 w

A5 w A4 v B5 w A3 w A4 w B4 w

A4 w B4 w B4 w A4 w B4 w A4 w

A4 v A3 w A4 w A4 v A3 w

B5 v A4 v

B5 w A3 w

B4 w

A3 w
受信する（G3/IP/SIP/I-FAX） 5-10



5.6　 受信時の記録
［ページ分割記録］が［ON］のとき：
上段から順に記録紙が選択されます。

* B5 w、B5 v、A4 w、A4 vの場合にはページを分割して記録されます。

■ プリント時の制約
実際にプリントする用紙が、Step 1 で決定された用紙より小さい
場合は、縮小してプリントされます。
［ページ分割記録］が［OFF］の場合は、実際にプリントする用紙
の方向と、Step 1 で決定された用紙の方向が一致しない場合は、
自動的に 90度回転してプリントされます。
異なるサイズが混在した文書をプリントする場合は、1ページごと
にこれらの処理が行われます。
Step 1、Step 2 で決定された用紙サイズが、複数の用紙トレイ
にセットされている場合は、［給紙トレイ自動選択］で設定された
設定に従い、用紙トレイが選択されます。
必要な用紙サイズが手差しトレイのみにセットされている場合は、
手差しトレイから給紙してプリントされます。ただし手差しトレ
イが、［給紙トレイ自動選択］で「自動選択トレイ」に設定されて
いない場合は、手差しトレイからは給紙されません。
［ページ分割記録］が［ON］の場合、設定メニューの［送信 / 受信
設定］が次のように設定されているときはページ分割されません。
［給紙トレイ固定］でトレイが設定されている

［縮小率］が［等倍］のとき

［記録用紙優先選択］が［サイズ固定］または［サイズ優先］
のとき
［受信原稿両面印刷］が［ON］のとき

プリントできる用紙がセットされていない場合は、用紙をセット
するようにメッセージが表示されます。
［記録用紙優先選択］が［サイズ優先］に設定されているとき、
最適な用紙サイズとしてA4、B4、A3のいずれか 1種類が選
択されます。そのサイズがない場合は、通常の用紙選択を行い
記録されます。
［記録用紙優先選択］が［サイズ固定］に設定されているとき、
最適な用紙サイズとしてA4、B4、A3のいずれか 1種類が選
択されます。そのサイズがない場合は、用紙が補給されるまで
メッセージが表示されます。

［ページ分割記録］が［ON］のと
きでも受信文書の画像幅より選択
された記録紙の幅が短い場合には
用紙幅に合わせて縮小されます。

最適記録用紙 A5 v A4 w B5 v B4 w A4 v A3 w

記録紙選択順序
（上段から下段）

A5 v A4 w B5 v B4 w A4 v A3 w

A5 w B4 w B5 w B5 v A4 w A4 v

A4 w A3 w B4 w B5 w B4 w A4 w

A4 v A4 w A3 w A3 w

B5 w A4 v A4 v

B5 v A3 w A4 w

B4 w

A3 w

［ページ分割記録］については、
「ページ分割記録」（p. 10-24）を
ごらんください。

［給紙トレイ自動選択］について
は、「ユーザーズガイド コピー機
能編」をごらんください。

［給紙トレイ固定］、［縮小率］、［記
録用紙優先選択］、［受信原稿両面
印刷］については、「ファクス設定
－送信 /受信設定」（p. 10-21）
をごらんください。
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5.6　 受信時の記録
［給紙トレイ固定］が［自動］以外に設定されているとき、［給
紙トレイ固定］で指定されている用紙トレイ（手差しトレイを
除く）の用紙に記録されます。受信文書よりサイズが小さい場
合は、縮小して記録されます。設定されている用紙トレイに用
紙がない場合は、用紙が補給されるまでメッセージが表示され
ます。
［記録用紙優先選択］が［自動選択］以外に、［給紙トレイ固
定］も［自動］以外に設定されているとき、［給紙トレイ固定］
の設定が優先されます。

5.6.3 等倍で記録するとき
設定メニューで［縮小率］が「等倍」に設定されている場合は、同じサ
イズの用紙に等倍で記録されます。同じサイズの用紙がセットされてい
ない場合は、大きいサイズの用紙に記録されます。

･ ページ分割をすることはできま
せん。
･ A3 サイズより大きな画像は記録
できません。
･ 最適なサイズの用紙がない場合
は、用紙が補給されるまでメッ
セージが表示されます。

原 稿 受信文書

等倍で
記録
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5.6　 受信時の記録
5.6.4 受信時の記録方法
受信文書の用紙サイズと実際に記録される文書の関係は次のとおりです。

ひとこと

［受信原稿両面印刷］が［ON］の
場合、用紙の両面に記録すること
ができます。詳しくは、「受信原稿
両面印刷」（p. 10-21）をごらん
ください。

受信した用紙の
サイズ

［縮小率］の設定 ［給紙トレイ
固定］で
トレイを指定等倍 96～ 87 %

定形サイズ
（A3～A5）

大きめの用紙に等
倍で記録

同じサイズの用紙
に縮小して記録

指定されている用
紙トレイの用紙に
縮小して記録

長尺印刷
（定形サイ
ズより長
め）

ペ
｜
ジ
分
割
記
録

OFF

大きめの用紙に等
倍で記録

最適なサイズの用
紙に縮小して記録

指定されている用
紙トレイの用紙に
縮小して記録

ペ
｜
ジ
分
割
記
録

ON

大きめの用紙に等
倍で記録

用紙によっては分
割して記録

指定されている用
紙トレイの用紙に
縮小して記録
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5.7　受信情報

受信した日付、時刻、受信番号、ページ番号が受信した文書に自動的に
印刷されます。受信した情報は設定メニューの「発信元 /受信情報」で
設定した内容にしたがって以下の場所に印刷されます。

■ 原稿内に印刷
画像の一部にかかるように受信情報が印刷されます。

■ 原稿外に印刷
画像の外側に受信情報が印刷されます。

■ 印刷されない
［OFF］に設定すると、受信情報は印刷されません。

2005/01/20 13:43 R001 P.001/003 

2005/01/20 13:43 R001 P.001/003

受信情報の設定については「受信
情報」（p. 10-17）をごらんくだ
さい。
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第 6章

第6章電話をかける /受ける（G3）
本機に外部電話機を接続している場合のかけかた、受けかたを説明します。

6.1　 電話をかける ....................................................................................................6-2
6.2　 電話を受ける ....................................................................................................6-3



6.1　電話をかける

外部電話機の受話器を上げ、相手先を指定します。通話が終了したら受
話器を戻します。
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6.2　電話を受ける

電話の呼び出し音が鳴ったら、受話器を上げて通話します。通話が終了
したら受話器を戻します。

「ポー、ポー」、または「ピー」という音がするか、無音の場合は、
相手がファクスです。【スタート】を押すか外部電話でリモート受
信番号（2桁）を指定すると受信できます。ファクスが受信を開
始したら受話器を元に戻してください。

･ ダイアル（パルス）回線でリ
モート受信をしたいときは、外
部電話でパルスをトーンに切り
替える必要があります。この機
能を持たない外部電話ではリ
モート受信ができません。詳し
くは、電話機のマニュアルをご
らんください。
･ リモート受信については、「リ
モート受信」（p. 5-5）をごらん
ください。
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第 7章

第7章便利な機能（G3/IP/SIP/I-FAX）
便利なファクスの送受信機能について説明します。

7.1　 強制メモリー受信 （G3/IP/SIP/I-FAX） ...............................................................7-2
7.2　 PC-FAX 受信（G3） ..........................................................................................7-3
7.3　 TSI 受信振分け（G3） ........................................................................................7-4
7.4　 親展通信（G3） .................................................................................................7-5
7.5　 中継配信（G3） .................................................................................................7-6
7.6　 ポーリング送信 /受信（G3） ...............................................................................7-8
7.7　 掲示板（G3） ....................................................................................................7-9
7.8　 増設回線を使用した送受信（G3） ......................................................................7-10
7.9　 ファクス転送（G3） .........................................................................................7-11



7.1　強制メモリー受信 （G3/IP/SIP/I-FAX）

受信した文書をメモリーに蓄積し、必要に応じて印刷することができま
す。この機能を強制メモリー受信といいます。
受信した文書は強制メモリー受信ボックスに保存されます。ボックスを
参照して印刷の操作をしてください。不要な文書は削除することもでき
ます。 ･ ボックス内の文書の印刷 /削除

については、「ユーザーズガイド 
ボックス機能編」をごらんくだ
さい。
･ 強制メモリー受信設定について
は、「強制メモリー受信設定」
（p. 10-27）をごらんください。
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7.2　PC-FAX受信（G3）

ファクスとして受信した文書のデータをオプションのハードディスクの
ボックスに保存する機能です。保存したデータは印刷、送信ができます。
保存先のボックスは強制メモリー受信ボックスまたは指定した任意の
ボックスとなります。

原則

PC-FAX受信を行うと、以下の機能は使用できません。
･ 強制メモリー受信
･ 転送ファクス
･ TSI 受信振分け

･ ボックス内の文書の印刷 /送信 /
削除については、「ユーザーズガ
イド ボックス機能編」をごらん
ください。
･ PC-FAX受信設定については、
「PC-FAX受信設定」（p. 10-
30）をごらんください。

送信側

原稿

ハード
ディスク

ハードディスク

1000

2000
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7.3　TSI 受信振分け（G3）

オプションのハードディスクを装着している場合、送信者のファクス ID
（TSI）で受信した文書を、送信者ごとに用意した振分け先に自動的に配
信します。振分け先には以下の宛先を指定できます。

ボックス宛先

E-mail 宛先

FTP宛先

SMB宛先

･ 正常に配信が終了しなかった場
合、受信文書はプリントされま
す。
･ 振り分け先のTSI は 128 か所ま
で登録できます。

TSI 受信振分け設定については、
「TSI 受信振分け設定」（p. 10-
30）をごらんください。

送信側

原稿
ハード
ディスク

ハードディスク

1000

2000

FTPサーバー

メールサーバー

SMBサーバー

E-mail

FTP

共有フォルダー
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7.4　親展通信（G3）

特定の人との間で送受信したい原稿を親展ボックスを使って通信する機
能です。相手機の親展ボックス宛に原稿を送ることを親展送信、自局の
親展ボックスに原稿を受信することを親展受信といいます。この機能は
相手先が Fコード機能を持つ機種の場合に使用できます。

■ 親展受信に必要な設定
親展受信を行うには、本機に親展受信用のボックスを作成します。

■ 親展受信する
親展受信をすると、親展ボックスに文書が保存されます。ボックスを参
照して印刷の操作をしてください。不要な文書は削除することもできま
す。

■ 親展送信する
相手先の親展送信ボックスの番号とパスワードを入力し、送信します。

送信 受信

親展BOX

親展受信用のボックス作成につい
ては、「ユーザーズガイド ボック
ス機能編」をごらんください。

ボックス内の文書の印刷 /削除に
ついては、「ユーザーズガイド 
ボックス機能編」をごらんくださ
い。
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7.5　中継配信（G3）

7.5.1 中継配信とは
送信するファクス文書をいったん中継配信局に保存し、中継局からさら
に送信先に送信する機能です。遠方の相手先への同報が頻繁に発生する
場合、中継配信局と配信先を地域別にグループ化しておけば、個別に送
信するよりも全体の通信コストを削減することができます。

中継依頼をして文書を送信するファクスを「中継指示局」といい
ます。
中継指示局からファクスを受け取り、中継を行うファクスを「中
継配信局」といいます。
中継配信機能は、中継配信局が Fコード機能をもつ機種の場合にだ
け使用できます。

原則

以下の機能とは併用できません。
･ ポーリング送信
･ ポーリング受信
･ 掲示板登録
･ 掲示板ポーリング受信
･ パスワード送信

7.5.2 中継配信を行うには
本機は、中継指示局として使用することも、中継配信局としても使用す
ることができます。
本機を中継指示局としてファクスを送る場合は、「中継配信局にファクス
を送る」（p. 7-7）をごらんください。
本機を中継配信局として使用するには、中継配信を行うための文書を保
存する中継ボックスと、配信先の設定が必要です。
配信先の設定は、グループ宛先をあらかじめ設定しておきます。

中継指示局 中継配信局

中継配信先

中継配信先市外電話
市内電話

･ 中継ボックスの作成については、
「ユーザーズガイド ボックス機能
編」をごらんください。
･ 本機を中継配信局とするために
は、中継受信機能をONに設定
する必要があります。中継受信
機能の設定については、「機能
ON/OFF設定－中継受信機能」
（p. 10-25）をごらんください。
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7.5　 中継配信（G3）
7.5.3 中継配信局にファクスを送る
［通信設定］－［送受信方法設定］で［Fコード送信］を選択し、以下の
内容を入力します。

SUBアドレス：中継配信局の中継ボックス番号をテンキーで入力しま
す。
送信 ID：中継パスワードを入力します。
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7.6　ポーリング送信 /受信（G3）

7.6.1 ポーリング送信
受信側のポーリング指示で原稿を送信するために、あらかじめ本機のメ
モリーに文書を保存しておく機能です。ポーリング送信ボックスへの文
書保存方法は、「ポーリング送信－通常」（p. 4-55）をごらんください。

ポーリング送信を指示した文書は、システムボックスのポーリン
グ送信ボックスに保存されます。
ポーリング送信は 1文書のみ登録できます。

自動的にメモリー送信が設定されます。

原則

以下の機能とは併用できません。
･ ポーリング受信
･ タイマー通信
･ 海外通信モード
･ ECM OFF
･ F コード送信
･ パスワード送信
･ V34 OFF
･ 掲示板登録
･ 掲示板ポーリング受信

7.6.2 ポーリング受信
送信側に保存されている文書や、ポーリング送信予約された文書を受信
側からの指示で送信させる機能です。電話料金を受信側で負担したいと
きなどに便利です。ポーリング受信の方法は、「ポーリング受信－通常」
（p. 4-53）をごらんください。

原則

以下の機能とは併用できません。
･ 枠消し
･ 読込みサイズ
･ 連続読込み設定
･ 混載原稿
･ Z折れ原稿
･ 長尺原稿
･ 原稿のとじしろ
･ 親展送信
･ 中継依頼
･ ポーリング送信
･ 海外通信モード
･ ECM OFF
･ パスワード送信
･ V34 OFF
･ 掲示板登録
･ 掲示板ポーリング受信

ひとこと

初期状態では、ポーリング送信終
了後、保存した文書は削除されま
す。ポーリング送信終了後、文書
を保存したままにすることもでき
ます。設定については、「ポーリン
グ送信後文書」（p. 10-24）をご
らんください。
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7.7　掲示板（G3）

本機に掲示板を登録し、閲覧したい文書を掲示するように登録しておく
ことができます。掲示板を登録するには、掲示板ボックスを登録し、
ボックスモードで文書を保存します。
掲示板から文書を取り出したり、プリントするときには掲示板ボックス
にアクセスしてプリント、削除などの操作ができます。 掲示板ボックスの登録、操作につ

いては「ユーザーズガイド ボック
ス機能編」をごらんください。

閲覧

登録

掲示板

ポーリング
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7.8　増設回線を使用した送受信（G3）

オプションの回線拡張キットを装着している場合、増設した回線に個別
の設定をすることができます。設定できる機能は以下のとおりです。

回線パラメーター設定：ダイアル方式、着信回数、回線モニター
音を設定できます。
機能設定：PC-FAX送信、ナンバーディスプレイ、ネームディス
プレイ、発信者情報の表示を設定できます。
複数回線使用設定：送信専用、受信専用など役割を割り振ること
ができます。
ファクス ID：増設回線に個別のファクス IDを割り当てることがで
きます。

これらの機能は管理者設定の［ファクス設定］－［増設回線設定］で設
定できます。詳しくは、「ファクス設定－増設回線設定」（p. 10-36）を
ごらんください。
便利な機能（G3/IP/SIP/I-FAX） 7-10



7.9　ファクス転送（G3）

受信した文書を、あらかじめ設定しておいた宛先に転送することができ
ます。設定できる機能は以下のとおりです。

転送も行い、本機でも受信したファクス文書をプリントするよう
設定できます。
回線拡張キットを装着している場合は、転送を行う回線を指定で
きます。

これらの機能は管理者設定の［ファクス設定］－［機能設定］－［転送
ファクス設定］で設定できます。詳しくは、「転送ファクス設定」
（p. 10-28）をごらんください。
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第 8章

第8章レポート /リストの見かた
レポート /リストのプリント方法と見かたについて説明します。

8.1　 レポート /リストの種類 .....................................................................................8-2
8.2　 共通のリスト ....................................................................................................8-4
8.3　 G3/IP/SIP/I-FAX共通のレポート /リスト ...........................................................8-9
8.4　 G3ファクスで出力されるレポート ....................................................................8-15
8.5　 インターネットファクスで出力されるレポート ....................................................8-20
8.6　 IP/SIP で出力されるレポート ...........................................................................8-23



8.1　レポート /リストの種類

本機から印刷されるレポート、リストには以下の種類があります。

8.1.1 レポート
自動的に印刷されるレポート、印刷方法を設定できるレポート、必要に
応じて印刷の指示をするレポートがあります。

レポート名 説明

通信管理レポート
［G3］［I-FAX］
［SIP］［IP］

送信や受信の記録が記載されたレポートです。送受信を
合わせて700 通信分が送信、受信それぞれ別のページに
記録されます。
通信管理レポートは自動的にプリントされるだけでなく、
必要に応じて送信だけの記録、受信だけの記録、送受信
の記録それぞれをプリントすることができます。
設定メニューの管理者設定で、プリントする間隔を毎日 /
100 通信毎 /100/ 毎日から選択できます。
通信管理レポートの出力設定を［毎日］または［100/ 毎
日］に設定した場合は、レポートを出力する時刻を設定
できます。
［ジョブ表示］＞［ジョブ詳細］＞［送信］＞［履歴リス
ト］＞［通信リスト］の順に押すと、次の内容を選択し
てプリントできます。
･ 送信管理レポート
･ 受信管理レポート
･ 通信管理レポート
出力時に出力件数を100件 / 全件から選択できます。
100件：最新の 100件分をプリントします。
全件：本機に記憶された通信を最大700件までプリント
します。

送信結果レポート
［G3］［I-FAX］
［SIP］［IP］

送信結果が自動的にプリントされます。設定メニューの
管理者設定で、プリントするタイミングを、常時 / エ
ラー時のみ /OFFから選択できます。

ポーリング送信結
果レポート
［G3］

設定メニューの［レポート出力設定］で、［送信結果レ
ポート］が［常時］または［エラー時のみ］に設定され
ている場合、ポーリング送信の結果が自動的にプリント
されます。

ポーリング受信結
果レポート
［G3］

設定メニューの［レポート出力設定］で、［送信結果レ
ポート］が［常時］または［エラー時のみ］に設定され
ている場合に、ポーリング受信の結果が自動的にプリン
トされます。

順次ポーリング受
信結果レポート
［G3］

設定メニューの［レポート出力設定］で、［順次通信結果
レポート］が［ON］に設定されている場合に、複数の宛
先へのポーリングの結果が自動的にプリントされます。

同報送信結果レ
ポート
［G3］［I-FAX］
［SIP］［IP］

設定メニューの［レポート出力設定］で、［順次通信結果
レポート］が［ON］に設定されている場合に、同報送信
が終了したときに自動的にプリントされます。

通信予約レポート
［G3］

設定メニューの［レポート出力設定］で、［予約レポー
ト］が［ON］に設定されている場合に、送信予約をした
ときに自動的にプリントされます。

ポーリング送信予
約レポート
［G3］

設定メニューの［レポート出力設定］で、［予約レポー
ト］が［ON］に設定されている場合に、ポーリング送信
予約をしたときに自動的にプリントされます。

同報送信予約レ
ポート
［G3］

設定メニューの［レポート出力設定］で、［予約レポー
ト］が［ON］に設定されている場合に、同報送信を予約
したときに自動的にプリントされます。

1 宛先ポーリング
受信予約レポート
［G3］

設定メニューの［レポート出力設定］で、［予約レポー
ト］が［ON］に設定されている場合に、一つの宛先に
ポーリングを予約したときに自動的にプリントされます。
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8.1　 レポート /リストの種類
8.1.2 リスト
リストは、必要に応じてプリントの指示をします。

順次ポーリング受
信予約レポート
［G3］

設定メニューの［レポート出力設定］で、［予約レポー
ト］が［ON］に設定されている場合に、複数の宛先に
ポーリングを予約したときに自動的にプリントされます。

親展受信レポート
［G3］

設定メニューの［レポート出力設定］で、［親展受信レ
ポート］が［ON］に設定されている場合に、親展受信を
したときに自動的にプリントされます。

掲示板送信結果レ
ポート
［G3］

設定メニューの［レポート出力設定］で、［掲示板送信結
果レポート］が［ON］に設定されている場合に、掲示板
送信の結果が自動的にプリントされます。

中継結果レポート
［G3］

設定メニューの［レポート出力設定］で、［中継結果レ
ポート］が［ON］に設定されている場合に、中継配信の
結果が自動的にプリントされます。

中継依頼受付レ
ポート
［G3］

設定メニューの［レポート出力設定］で、［中継依頼受付
レポート］が［ON］に設定されている場合に、中継受信
の結果が自動的にプリントされます。

PC-FAX 送信エ
ラーレポート
［G3］

設定メニューの［レポート出力設定］で、［PC-FAX 送信
エラーレポート］が［ON］に設定されている場合に、
PC-FAX 送信でエラーがおきた場合に自動的にプリント
されます。

ネットワークファ
クス受信エラーレ
ポート
［I-FAX］［SIP］
［IP］

設定メニューの［レポート出力設定］で、［ネットワーク
ファクス受信エラーレポート］が［ON］に設定されてい
る場合、ネットワークファクスを正常に受信できなかっ
たときにプリントされます。

MDNメッセージ
印刷
［I-FAX］

設定メニューの［レポート出力設定］で、［MDN メッ
セージ］が［ON］に設定されている場合、送信した開封
確認に相手機が応答した時に、相手機から受信したMDN 
メッセージが自動的にプリントされます。
（MDN=MessageDisposition Notifications の略）

DSNメッセージ
印刷
［I-FAX］

設定メニューの［レポート出力設定］で、［DSN メッ
セージ］が［ON］に設定されている場合、受信側のメー
ルサーバーに電子メールが到着した時に送信側に送られ
るDSN メッセージを受信すると、自動的にプリントさ
れます。（DSN =Delivery StatusNotifications の略）

正常受信メール本
文
［I-FAX］

設定メニューの［レポート出力設定］で、［正常受信メー
ル本文印刷］が［ON］に設定されている場合、受信した
電子メールの本文がプリントされます。

リスト名 説明

短縮宛先リスト 短縮宛先の登録内容をプリントできます。

グループ宛先リス
ト

グループ宛先の登録内容をプリントできます。

プログラム宛先リ
スト

プログラム宛先の登録内容をプリントできます。

設定値リスト 設定メニューのファクス設定の内容をプリントできます。

レポート名 説明
レポート /リストの見かた 8-3



8.2　共通のリスト

8.2.1 短縮宛先リスト
登録した短縮宛先のリストをプリントできます。

■ プリントのしかた

A 管理者設定の［宛先 /ボックス登録］－［宛先登録リスト］から
［短縮宛先リスト］を選択し、出力する開始番号、出力件数、宛
先の種類を設定して［印刷］を押します。

B 出力する用紙トレイ、片面 /両面を設定して［実行］を押しま
す。
レポート /リストの見かた 8-4



8.2　 共通のリスト
■ 出力例

■ プリントされる項目

項目 説明

No. 短縮番号です。

検索文字 登録されている検索文字です。

名称 登録されている宛先名です。

宛先 選択した宛先種類の宛先が表示されます。

回線設定 回線設定が指定されている場合に * が記載されます。

ポート番号 登録されているポート番号です。

SIP ファクス送信 SIP ファクス宛先として登録されているかいないかが表
示されます。 

参照可能レベル 登録されている参照可能レベルです。
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8.2　 共通のリスト
8.2.2 グループ宛先リスト
登録したグループ宛先のリストをプリントできます。

■ プリントのしかた

A 管理者設定の［宛先 /ボックス登録］－［宛先登録リスト］から
［グループ宛先リスト］を選択し、出力する開始番号、出力件数
を設定して［印刷］を押します。

B 出力する用紙トレイ、片面 /両面を設定して［実行］を押しま
す。

■ 出力例
レポート /リストの見かた 8-6



8.2　 共通のリスト
■ プリントされる項目

8.2.3 プログラム宛先リスト
登録したプログラム宛先のリストをプリントできます。

A 管理者設定の［宛先 /ボックス登録］－［宛先登録リスト］から
［プログラム宛先リスト］を選択し、出力する開始番号、出力件
数、宛先の種類を設定して［印刷］を押します。

B 出力する用紙トレイ、片面 /両面を設定して［実行］を押しま
す。

項目 説明

No. グループ番号です。

名称 登録されているグループ名です。

短縮No グループに登録されている短縮No. です。

参照可能レベル 登録されている参照可能レベルです。

登録件数 グループに登録されている短縮No. の数です。
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8.2　 共通のリスト
■ 出力例

■ プリントされる項目

項目 説明

No. プログラム宛先番号です。

名称 登録されているプログラム名です。

宛先 プログラムの宛先（短縮宛先 /グループ宛先 /直接入力宛
先）です。
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8.3　G3/IP/SIP/I-FAX 共通のレポート /リスト

8.3.1 通信管理レポート
送信や受信の記録が記載されたレポートです。送受信を合わせて 700 通
信分が、送信、受信それぞれ別のページに記録されます。通信管理レ
ポートは自動的にプリントされるだけではなく、必要に応じて送信だけ
の記録（送信管理レポート）、受信だけの記録（受信管理レポート）、送
受信の記録（通信管理レポート）をプリントすることができます。

■ 出力例

■ プリントされる項目

ひとこと

オプションの設定によって記載さ
れない項目があります。

項目 説明

番号 送信、受信それぞれに連番が付けられます。

宛先 次のいずれかが記載されます。情報がない場合はブラン
クとなります。
送信管理レポート：短縮宛先またはプログラム宛先の登
録名
受信管理レポート：短縮宛先の登録名
相手の電話番号

開始時刻 通信を開始した時刻が記載されます。

時間 通信の所要時間が記載されます。

枚数 通信した枚数が記載されます。メモリー送信の場合は、
送信できたページ数と全体のページ数が分数形式で記さ
れます。
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8.3　 G3/IP/SIP/I-FAX 共通のレポート / リスト
結果 OK: 通信が正常に終了した場合に記載されます。
S-OK: 通信を中止した場合に記載されます。
PW-OFF: 通信中に操作電源スイッチがOFF された場合
に記載されます。
TEL: 電話がかかってきた場合に記載されます。
NG: 通信エラーが発生した場合に記載されます。
継続 : 送信エラーが発生して、リダイアル待ちの状態
（エラーページリダイアル）に移った場合に記載されま
す。
無応答 : 相手が応答しなかった場合に記載されます。
拒否 : 着信拒否登録した番号から受信した場合に記載さ
れます。
話中 : 相手が話し中で通信できなかった場合に記載され
ます。
メモリフル : 受信中にファクスファイルメモリーが一杯
になって、受信できなかった場合に記載されます。
LOVR：受信ページ長が1000mmを越えた場合に記載
されます。(SIP ファクス /IP アドレスファクス / イン
ターネットファクス）
POVR: 受信ページオーバー。受信ページ数が3000
ページを超えた場合に記載されます。（SIP ファクス /IP
アドレスファクス /インターネットファクス）
FIL: ファイルエラー。受信したファイルがサポートされ
ていない場合に記載されます。（SIP ファクス /IP アドレ
スファクス /インターネットファクス）
DC: デコードエラー。受信したファイルのデコードでエ
ラーが発生した場合に記載されます。（SIP ファクス /IP
アドレスファクス /インターネットファクス）
MDN: MDN 応答がエラーの場合に記載されます。（イン
ターネットファクス）
DSN: DSN 応答がエラーの場合に記載されます。（イン
ターネットファクス）

備考 次のいずれかが記載されます。
L1: 主回線
TMR: タイマー通信
ORG: 原稿サイズ指定
MIX: 混載モード送信
CSRC: 遠隔診断
PC: PC-FAX
SP: 特殊原稿
RTX: 再送信
MBX: 親展
L2: 副回線
POL: ポーリング
FME: 枠消し送信
CALL: 手動通信
FWD: 転送
BND: 原稿のとじしろ
FCODE: F コード指定
RLY: 中継
BUL: 掲示板
SIP: SIP ファクス
IPADR: IP アドレスファクス
I-FAX: インターネットファクス

項目 説明
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8.3　 G3/IP/SIP/I-FAX 共通のレポート / リスト
8.3.2 送信結果レポート
送信結果が自動的にプリントされます。設定メニューの管理者設定で、
プリントするタイミングを、常時 / エラー時のみ /OFF から選択できま
す。

8.3.3 同報送信結果レポート
同報送信が終了したときに自動的にプリントされます。
設定メニューの［順次通信結果レポート］でON/OFF を設定できます。
また、［同報結果レポート出力］でレポート出力タイミング（全宛先一括
/1 宛先毎）を指定できます。

8.3.4 設定値リスト
本機で設定しているファクスの設定値リストをプリントできます。

■ プリントのしかた
管理者設定の［ファクス設定］－［設定値リスト］を選択し、出力する
用紙トレイ、片面 /両面を設定して［実行］を押します。
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8.3　 G3/IP/SIP/I-FAX 共通のレポート / リスト
■ FAX設定リスト
レポート /リストの見かた 8-12



8.3　 G3/IP/SIP/I-FAX 共通のレポート / リスト
■ 中継一覧

■ 送信者別（TSI）受信ボックス
レポート /リストの見かた 8-13



8.3　 G3/IP/SIP/I-FAX 共通のレポート / リスト
■ 親展・掲示板一覧
レポート /リストの見かた 8-14



8.4　G3ファクスで出力されるレポート

8.4.1 ポーリング送信結果レポート
ポーリング送信の結果が自動的にプリントされます。
設定メニューの［送信結果レポート］で常時 /エラー時のみ /OFF を設
定できます。

8.4.2 ポーリング受信結果レポート
ポーリング受信をしたときに自動的にプリントされます。
設定メニューの［送信結果レポート］で常時 /エラー時のみ /OFF を設
定できます。

8.4.3 順次ポーリング受信結果レポート
複数の宛先へのポーリングの結果が自動的にプリントされます。
設定メニューの［順次通信結果レポート］でON/OFF を設定できます。
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8.4　 G3 ファクスで出力されるレポート
8.4.4 通信予約レポート
タイマー通信を指定したときに自動的にプリントされます。
設定メニューの［予約レポート］でON/OFF を設定できます。

8.4.5 ポーリング送信予約レポート
ポーリング送信予約をしたとき（本機のポーリング送信ボックスに文書
が保存されたとき）に自動的にプリントされます。
設定メニューの［予約レポート］でON/OFF を設定できます。

8.4.6 同報送信予約レポート
同報送信を予約したときに自動的にプリントされます。
設定メニューの［予約レポート］でON/OFF を設定することができま
す。
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8.4　 G3 ファクスで出力されるレポート
8.4.7 1 宛先ポーリング受信予約レポート
1 宛先へのポーリング受信を予約したときに自動的にプリントされます。
設定メニューの［予約レポート］でON/OFF を設定できます。

8.4.8 順次ポーリング受信予約レポート
複数の宛先へのポーリング受信を予約したときに自動的にプリントされ
ます。
設定メニューの［予約レポート］でON/OFF を設定できます。

8.4.9 親展受信レポート
親展受信をしたときに自動的にプリントされます。
設定メニューの［親展受信レポート］でON/OFF を設定できます。
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8.4　 G3 ファクスで出力されるレポート
8.4.10 掲示板送信結果レポート
掲示板に登録されている文書をポーリング送信したときに自動的にプリ
ントされます。
設定メニューの［掲示板送信結果レポート］でON/OFF を設定できま
す。

8.4.11 中継結果レポート
中継配信局として中継配信先に送信したときに自動的にプリントされま
す。
設定メニューの［中継結果レポート］でON/OFF を設定できます。
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8.4　 G3 ファクスで出力されるレポート
8.4.12 中継依頼受付レポート
本機を中継配信局として使用しているとき、中継指示局から文書を受信
したときに自動的にプリントされます。
設定メニューの［中継依頼受付レポート］でON/OFF を設定できます。

8.4.13 PC-FAX送信エラーレポート
PC-FAX送信でエラーがおきたときに自動的にプリントされます。
設定メニューの［PC-FAX送信エラーレポート］でON/OFF を設定で
きます。
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8.5　インターネットファクスで出力されるレポート

8.5.1 ネットワークファクス受信エラーレポート
インターネットファクス、SIP ファクス、IP アドレスファクスが正常に
受信できなかったときにプリントされます。
設定メニューの［ネットワークファクス受信エラーレポート］でON/
OFF を設定できます。

8.5.2 MDNメッセージ印刷
送信した開封確認に相手機が応答した場合に、相手機から受信した
MDNメッセージが自動的にプリントされます。
設定メニューの［MDNメッセージ］で印刷するかどうかを設定できま
す。
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8.5　 インターネットファクスで出力されるレポート
8.5.3 DSNメッセージ印刷
受信側のメールサーバーに電子メールが到着したときに送信側に送られ
るDSNを受信すると、メッセージが自動的にプリントされます。
設定メニューの［DSNメッセージ］で印刷するかどうかを設定できま
す。

8.5.4 正常受信メール本文
受信した電子メールの本文を自動的にプリントするかどうかを設定しま
す。
設定メニューの［正常受信メール本文印刷］で印刷するかどうかを設定
できます。 ･ 電子メール本文の印刷は、受信

した電子メールのヘッダに
「Content-
XCIAJWNETFAX:IGNORE」
が記述されている場合や、本文
が無い場合は、［正常受信メール
本文印刷］が［ON］に設定され
ていてもプリントしません。
･ プリント不可の添付ファイルを
受信した場合、［ネットワーク
ファクス受信エラーレポート］
の設定に従います。
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8.5　 インターネットファクスで出力されるレポート
8.5.5 件名 / 本文リスト
登録したE-mail の件名、本文のリストをプリントできます。

■ プリントのしかた
管理者設定の［宛先 / ボックス登録］－［宛先登録リスト］から［件名 /
本文リスト］を選択し、出力する用紙トレイ、片面 /両面を設定して
［実行］を押します。

■ 出力例
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8.6　IP/SIP で出力されるレポート

8.6.1 ネットワークファクス受信エラーレポート
詳しくは、「ネットワークファクス受信エラーレポート」（p. 8-20）を
ごらんください。
レポート /リストの見かた 8-23
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9.1　ユーザーモードのメニューツリー

設定メニュー（ユーザーモード）で設定できる項目は以下のようになっています。このメニューツリーでは
ネットワークスキャン、G3ファクス、ネットワークファクスに関連する項目を記載しています。

9.1.1 宛先 / ボックス登録

1 ファクス / スキャン宛先
登録

1 短縮宛先 1 E-mail 送信（p. 9-5） 登録番号
登録名
E-mail 宛先
検索文字
アイコン

2 ボックス保存
（p. 9-7）

登録番号
登録名
ボックス
検索文字
アイコン

3 ファクス送信
（p. 9-8）

登録番号
登録名
宛先
回線設定
検索文字
アイコン

4 ファイル送信（SMB）
（p. 9-13）

登録番号
登録名
ユーザー ID
パスワード
ホストアドレス
ファイルパス
参照
検索文字
アイコン

5 ファイル送信（FTP）
（p. 9-16）

登録番号
登録名
ホストアドレス
ファイルパス
ユーザー ID
パスワード
anonymous
PASV
プロキシ
ポート番号
検索文字
アイコン

6 ファイル送信
（WebDAV）
（p. 9-18）

登録番号
登録名
ユーザー ID
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9.1　 ユーザーモードのメニューツリー
パスワード
ホストアドレス
ファイルパス
プロキシ
SSL設定
ポート番号
検索文字
アイコン

7 IP アドレスファクス
送信（p. 9-20）

登録番号
登録名
IPアドレス
ポート番号
検索文字
アイコン

8 インターネットファク
ス送信（p. 9-22）

登録番号
登録名
E-mail 宛先
相手機受信能力
検索文字
アイコン

SIP ファクス送信
（p. 9-11）

登録番号
登録名
宛先
SIP ファクス送信
検索文字
アイコン

2 グループ宛先
（p. 9-24）

登録名
宛先
アイコン

3 E-mail 1 件名（p. 9-26）
2 本文（p. 9-27）

4 着信拒否宛先（p. 9-32）
3 参照許可設定 1 宛先レベル設定 1 短縮宛先（p. 9-34）

2 グループ宛先（p. 9-34）
3 プログラム宛先（p. 9-34）
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9.1　 ユーザーモードのメニューツリー
9.1.2 ユーザー設定

9.1.3 プログラム呼び出し /登録

2 画面カスタマイズ設定 2 ファクス /スキャン設定 基本画面表示（p. 9-35）
プログラム初期表示（p. 9-35）
アドレス帳初期表示（p. 9-36）
ショートカットキー1（p. 9-36）
ショートカットキー2（p. 9-36）
「登録宛先から」初期表示（p. 9-36）
宛先種類初期表示（p. 9-37）

4 ファクス動作中画面 送信中画面表示（p. 9-37）
受信中画面表示（p. 9-37）

7 検索オプション設定（p. 9-38）
4 ファクス /スキャン設定 白黒 2値圧縮方法（p. 9-38）

ファクス /スキャン初期設定（p. 9-38）
拡大表示初期設定（p. 9-39）

プログラム登録 登録名（p. 9-28）
宛先（p. 9-28）
URL通知先（p. 9-29）

設定内容 宛先確認（p. 9-29）
読込み設定内容（p. 9-30）
原稿設定内容（p. 9-30）
通信設定内容（p. 9-30）
E-mail 設定内容（p. 9-31）
URL通知先設定内容（p. 9-31）
相手機受信能力（p. 9-31）
（インターネットファクス宛先の場合に表示されます）

削除
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9.2　宛先 / ボックス登録

短縮宛先では、オプションのハードディスク装着時は最大 2000 件、非
装着時は最大 1000 件の宛先を登録できます。

9.2.1 宛先 / ボックス登録画面を表示させる
宛先 /ボックス登録画面を表示させるには、操作パネルの【設定メ
ニュー / カウンター】を押し、表示された設定メニューから［宛先 /
ボックス登録］を押します。

9.2.2 短縮宛先登録－E-mail 送信
E-mail 宛先を登録できます。［新規登録］を押すと新しく宛先を登録で
きます。
1/2 画面

2/2 画面

ひとこと

管理者設定で「登録宛先変更」が
禁止されている場合は、管理者設
定の「宛先 /ボックス登録」で登
録作業を行ってください。

設定メニューでは、キーに表示さ
れている番号をテンキーで入力し
ても選択できます。［1 宛先 /ボッ
クス登録］の場合はテンキーの
【1】を押します。

･ 登録した宛先を確認するときは、
登録名を選択し［設定内容］を
押します。
･ 登録した宛先の設定内容を変更
するときは、登録名を選択し
［編集］を押します。編集画面で
は、登録番号は変更できません。
･ 登録した宛先を削除するときは、
登録名を選択し［削除］を押し
ます。
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9.2　 宛先 / ボックス登録
■ 登録番号
［登録番号］を押し、短縮宛先の登録番号を入力します ( ハードディスク
装着時：1 ～ 2000、ハードディスク非装着時：1 ～ 1000)。入力せず
に［OK］を押した場合は、空いているもっとも若い番号が登録されま
す。

■ 登録名
短縮宛先の登録名をパネルから半角 24文字（全角 12文字）以内で入
力します。

■ E-mail 宛先
パネルから送信先のE-mail アドレスを入力します。

■ 検索文字
検索文字をかな、英字から選択します。よく使用する宛先の場合は［常
用（よく使う宛先）］を同時に指定すれば検索性がよくなります。

■ アイコン
アイコンを選択します。

ひとこと

アイコンは、オプションの i-
Option LK-101/i-Option LK-
103 装着時に操作できるイメージ
パネル機能で使用します。
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9.2　 宛先 / ボックス登録
9.2.3 短縮宛先登録－ボックス保存
ボックス保存の宛先を登録できます。［新規登録］を押すと新しく宛先を
登録できます。
ボックス保存の宛先を登録するには、あらかじめボックス登録をしてお
く必要があります。詳しくは、「ユーザーズガイド ボックス機能編」を
ごらんください。

■ 登録番号
［登録番号］を押し、短縮宛先の登録番号を 1～ 2000 の範囲で入力し
ます。入力せずに［OK］を押した場合は、空いているもっとも若い番号
が登録されます。

■ 登録名
短縮宛先の登録名をパネルから半角 24文字（全角 12文字）以内で入
力します。

■ ボックス
保存先のボックスを 1個選択します。

･ 登録した宛先を確認するときは、
登録名を選択し［設定内容］を
押します。
･ 登録した宛先の設定内容を変更
するときは、登録名を選択し
［編集］を押します。編集画面で
は、登録番号は変更できません。
･ 登録した宛先を削除するときは、
登録名を選択し［削除］を押し
ます。
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9.2　 宛先 / ボックス登録
■ 検索文字
検索文字をかな、英字から選択します。よく使用する宛先の場合は［常
用（よく使う宛先）］を同時に指定すれば検索性がよくなります。

■ アイコン
アイコンを選択します。

9.2.4 短縮宛先登録－ファクス送信
ファクスの宛先を登録できます。［新規登録］を押すと新しく宛先を登録
できます。
1/2 画面

ひとこと

アイコンは、オプションの i-
Option LK-101/i-Option LK-
103 装着時に操作できるイメージ
パネル機能で使用します。

･ 登録した宛先を確認するときは、
登録名を選択し［設定内容］を
押します。
･ 登録した宛先の設定内容を変更
するときは、登録名を選択し
［編集］を押します。編集画面で
は、登録番号は変更できません。
･ 登録した宛先を削除するときは、
登録名を選択し［削除］を押し
ます。
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9.2　 宛先 / ボックス登録
2/2 画面

■ 登録番号
［登録番号］を押し、短縮宛先の登録番号を入力します ( ハードディスク
装着時：1 ～ 2000、ハードディスク非装着時：1 ～ 1000)。入力せず
に［OK］を押した場合は、空いているもっとも若い番号が登録されま
す。

■ 登録名
短縮宛先の登録名をパネルから半角 24文字（全角 12文字）以内で入
力します。

■ ファクス番号
相手先のファクス番号を 38桁以内で入力します。ダイアルはテンキー
から入力します。

PBX接続設定が有効な場合、内線から外線に発信するときは、よ
り確実にダイアルするために、「0」などの外線番号のあとに
［ポーズ］を押します。画面には「P」と表示されます。
PBX接続設定が有効な場合は、［外線］が表示されます。選択する
と［E-］と表示されます。
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9.2　 宛先 / ボックス登録
「宛先 2度入力機能（登録）」が設定されている場合は、［OK］を押した
あとにもう一度ファクス番号を入力する画面が表示されます。ファクス
番号を入力し、［OK］を押します。

■ 回線設定
送信時の回線について設定します。

ひとこと

宛先 2度入力機能については、「機
能ON/OFF設定－宛先 2度入力
機能（登録）（G3/SIP）」（p. 10-
27）をごらんください。

ひとこと

宛先確認送信は、相手先に自局の
ファクス番号の登録が必要です。

項目 説明

海外通信モード 通信状態の悪いところへ通信する場合、確実に通信する
ために、情報を送る速さ（伝送速度）をゆっくりとした
スピードに設定して送信します。

ECM OFF ECMモードを解除し、通信時間を短縮して送信します。
ECMモードは、ITU-T（国際電気通信連合）で定められ
た誤り再送方式の通信です。ECMモードをもつファクス
間の通信では、送信したデータに誤りがないことを確認
しながら通信するため、電話回線の雑音などによる画像
の乱れを防止できます。

V34 OFF V34 とは、スーパーG3のファクス通信時に使われる通
信方式です。相手機または本機が内線交換機経由で回線
に接続されているなどの場合、回線の状況によっては
スーパーG3モードで通信できない場合があります。
このような場合はV34をOFFに設定して送信すること
をおすすめします。送信が完了すると本機は自動的に
V34モードに戻ります。

宛先確認送信 送信時に、指定したファクス番号と相手先のファクス番
号情報（CSI）を比較して、一致した場合にだけ送信しま
す。不一致の場合は通信エラーとなるため、誤送信を防
止できます。

回線指定 回線拡張キットを装着している場合、［回線1］または
［回線2］を指定して送信できます。送信する回線を指定
してください。
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9.2　 宛先 / ボックス登録
■ 検索文字
検索文字をかな、英字から選択します。よく使用する宛先の場合は［常
用（よく使う宛先）］を同時に指定すれば検索性がよくなります。

■ アイコン
アイコンを選択します。

9.2.5 短縮宛先登録－SIP ファクス送信
SIP ファクスの宛先を登録できます。［新規登録］を押すと新しく宛先を
登録できます。
1/2 画面

ひとこと

アイコンは、オプションの i-
Option LK-101/i-Option LK-
103 装着時に操作できるイメージ
パネル機能で使用します。

･ 登録した宛先を確認するときは、
登録名を選択し［設定内容］を
押します。
･ 登録した宛先の設定内容を変更
するときは、登録名を選択し
［編集］を押します。編集画面で
は、登録番号は変更できません。
･ 登録した宛先を削除するときは、
登録名を選択し［削除］を押し
ます。
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9.2　 宛先 / ボックス登録
2/2 画面

■ 登録番号
［登録番号］を押し、短縮宛先の登録番号を 1～ 2000 の範囲で入力し
ます。入力せずに［OK］を押した場合は、空いているもっとも若い番号
が登録されます。

■ 登録名
短縮宛先の登録名をパネルから半角 24文字（全角 12文字）以内で入
力します。

■ 宛先
相手先のSIP ファクス番号を 38桁以内で入力します。ダイアルはテン
キーから入力します。

SIP ファクス送信が「する」に設定されているときは、トーン、
ポーズは使用できません。
SIP ファクスの電話番号と、通常のファクスの電話番号は異なりま
す。お間違えのないよう入力してください。

■ SIP ファクス送信
SIP ファクス送信をするときは［する］を選択します。
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9.2　 宛先 / ボックス登録
■ 検索文字
検索文字をかな、英字から選択します。よく使用する宛先の場合は［常
用（よく使う宛先）］を同時に指定すれば検索性がよくなります。

■ アイコン
アイコンを選択します。

9.2.6 短縮宛先登録－ファイル送信（SMB）
ファイル送信（SMB）の宛先を登録できます。［新規登録］を押すと新
しく宛先を登録できます。
1/3 画面

ひとこと

アイコンは、オプションの i-
Option LK-101/i-Option LK-
103 装着時に操作できるイメージ
パネル機能で使用します。

･ 登録した宛先を確認するときは、
登録名を選択し［設定内容］を
押します。
･ 登録した宛先の設定内容を変更
するときは、登録名を選択し
［編集］を押します。編集画面で
は、登録番号は変更できません。
･ 登録した宛先を削除するときは、
登録名を選択し［削除］を押し
ます。
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9.2　 宛先 / ボックス登録
2/3 画面

3/3 画面

■ 登録番号
［登録番号］を押し、短縮宛先の登録番号を入力します ( ハードディスク
装着時：1 ～ 2000、ハードディスク非装着時：1 ～ 1000)。入力せず
に［OK］を押した場合は、空いているもっとも若い番号が登録されま
す。

■ 登録名
短縮宛先の登録名をパネルから半角 24文字（全角 12文字）以内で入
力します。

■ ユーザー ID
送信先のコンピューターにログインするユーザー IDをパネルから半角
127文字以内で入力します。

■ パスワード
送信先のコンピューターにログインするパスワードをパネルから半角
127文字以内で入力します。
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9.2　 宛先 / ボックス登録
■ ホストアドレス
送信先のコンピューターのホストアドレスをホスト名 /IPv4 アドレス /
IPv6 アドレスのいずれかの方式で入力します。
ホスト名の場合は半角 255文字以内で入力します。

■ ファイルパス
保存先のファイルパスをパネルから半角 85文字（全角 42文字）以内
で入力します。

■ 参照
接続先のコンピューターのフォルダー構成を確認できます。送信先の
フォルダーを直接確認することもできます。

■ 検索文字
検索文字をかな、英字から選択します。よく使用する宛先の場合は［常
用（よく使う宛先）］を同時に指定すれば検索性がよくなります。

■ アイコン
アイコンを選択します。

･ ホスト名を入力してから IP アド
レス入力に切り替えると、ホス
ト名はクリアされます。
･ IP アドレスを入力してから［ホ
スト名入力］を押すと、入力し
た IP アドレスはクリアされま
す。
･ ホスト名、ファイルパスは大文
字で入力します。
･ IPv6 アドレスを使用してSMB
送信を行う場合は、ダイレクト
ホスティングを「使用する」に
設定します。詳しくは、「ユー
ザーズガイド ネットワーク管理
者編」をごらんください。

本機が所属しているネットワーク
（サブネット）上に、以下の数を超
えるワークグループおよびコン
ピューターが存在する場合、正し
く参照できない可能性があります。
･ ワークグループ：128
･ コンピューター：128
また、IPv6 環境では参照できませ
ん。

ひとこと

アイコンは、オプションの i-
Option LK-101/i-Option LK-
103 装着時に操作できるイメージ
パネル機能で使用します。
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9.2　 宛先 / ボックス登録
9.2.7 短縮宛先登録－ファイル送信（FTP）
ファイル送信（FTP）の宛先を登録できます。［新規登録］を押すと新し
く宛先を登録できます。
1/3 画面

2/3 画面

3/3 画面

■ 登録番号
［登録番号］を押し、短縮宛先の登録番号を入力します ( ハードディスク
装着時：1 ～ 2000、ハードディスク非装着時：1 ～ 1000)。入力せず
に［OK］を押した場合は、空いているもっとも若い番号が登録されま
す。

･ 登録した宛先を確認するときは、
登録名を選択し［設定内容］を
押します。
･ 登録した宛先の設定内容を変更
するときは、登録名を選択し
［編集］を押します。編集画面で
は、登録番号は変更できません。
･ 登録した宛先を削除するときは、
登録名を選択し［削除］を押し
ます。
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9.2　 宛先 / ボックス登録
■ 登録名
短縮宛先の登録名をパネルから半角 24文字（全角 12文字）以内で入
力します。

■ ホストアドレス
送信先のサーバーのホストアドレスをホスト名 /IPv4 アドレス /IPv6 ア
ドレスのいずれかの方式で入力します。
ホスト名の場合は半角 63文字以内で入力します。

■ ファイルパス
保存先のファイルパスをパネルから 96文字以内で入力します。

■ ユーザー ID
送信先のコンピューターにログインするユーザー IDをパネルから半角
47文字以内で入力します。

■ パスワード
送信先のコンピューターにログインするパスワードをパネルから半角 31
文字以内で入力します。

■ anonymous
ホスト名へのログイン時にユーザー IDを設定しないときは［ON］を押
します。

■ PASV
PASVモードのON/OFF を選択します。

■ プロキシ
プロキシサーバー使用のON/OFF を選択します。

■ ポート番号
ポート番号を入力します（入力範囲：1～ 65535）。

■ 検索文字
検索文字をかな、英字から選択します。よく使用する宛先の場合は［常
用（よく使う宛先）］を同時に指定すれば検索性がよくなります。

･ ホスト名を入力してから IP アド
レス入力に切り替えると、ホス
ト名はクリアされます。
･ IP アドレスを入力してから［ホ
スト名入力］を押すと、入力し
た IP アドレスは保持され、文字
入力画面に表示されます。
･ ホスト名入力を行うときは、事
前にDNS設定が正しく行われ
ているか確認してください。詳
しくは「ユーザーズガイド ネッ
トワーク管理者編」をごらんく
ださい。
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9.2　 宛先 / ボックス登録
■ アイコン
アイコンを選択します。

9.2.8 短縮宛先登録－ファイル送信（WebDAV）
ファイル送信（WebDAV）の宛先を登録できます。［新規登録］を押す
と新しく宛先を登録できます。
1/3 画面

2/3 画面

3/3 画面

ひとこと

アイコンは、オプションの i-
Option LK-101/i-Option LK-
103 装着時に操作できるイメージ
パネル機能で使用します。

･ 登録した宛先を確認するときは、
登録名を選択し［設定内容］を
押します。
･ 登録した宛先の設定内容を変更
するときは、登録名を選択し
［編集］を押します。編集画面で
は、登録番号は変更できません。
･ 登録した宛先を削除するときは、
登録名を選択し［削除］を押し
ます。
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9.2　 宛先 / ボックス登録
■ 登録番号
［登録番号］を押し、短縮宛先の登録番号を入力します ( ハードディスク
装着時：1 ～ 2000、ハードディスク非装着時：1 ～ 1000)。入力せず
に［OK］を押した場合は、空いているもっとも若い番号が登録されま
す。

■ 登録名
短縮宛先の登録名をパネルから半角 24文字（全角 12文字）以内で入
力します。

■ ユーザー ID
送信先のコンピューターにログインするユーザー IDをパネルから半角
21文字（全角 10文字）以内で入力します。

■ パスワード
送信先のコンピューターにログインするパスワードをパネルから半角 63
文字以内で入力します。

■ ホストアドレス
送信先のサーバーのホストアドレスをホスト名 /IPv4 アドレス /IPv6 ア
ドレスのいずれかの方式で入力します。
ホスト名の場合は半角 255文字以内で入力します。

■ ファイルパス
保存先のファイルパスをパネルから 96文字以内で入力します。

■ プロキシ
プロキシサーバー使用のON/OFF を選択します。

■ SSL設定
SSL 使用のON/OFF を選択します。

■ ポート番号
ポート番号を入力します（入力範囲：1～ 65535）。

･ ホスト名を入力してから IP アド
レス入力に切り替えると、ホス
ト名はクリアされます。
･ IP アドレスを入力してから［ホ
スト名入力］を押すと、入力し
た IP アドレスは保持され、文字
入力画面に表示されます。
･ ホスト名入力を行うときは、事
前にDNS設定が正しく行われ
ているか確認してください。詳
しくは「ユーザーズガイド ネッ
トワーク管理者編」をごらんく
ださい。
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9.2　 宛先 / ボックス登録
■ 検索文字
検索文字をかな、英字から選択します。よく使用する宛先の場合は［常
用（よく使う宛先）］を同時に指定すれば検索性がよくなります。

■ アイコン
アイコンを選択します。

9.2.9 短縮宛先登録－ IPアドレスファクス送信
IP アドレスファクスの宛先を登録できます。［新規登録］を押すと新し
く宛先を登録できます。
1/2 画面

ひとこと

アイコンは、オプションの i-
Option LK-101/i-Option LK-
103 装着時に操作できるイメージ
パネル機能で使用します。

･ 登録した宛先を確認するときは、
登録名を選択し［設定内容］を
押します。
･ 登録した宛先の設定内容を変更
するときは、登録名を選択し
［編集］を押します。編集画面で
は、登録番号は変更できません。
･ 登録した宛先を削除するときは、
登録名を選択し［削除］を押し
ます。
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9.2　 宛先 / ボックス登録
2/2 画面

■ 登録番号
［登録番号］を押し、短縮宛先の登録番号を 1～ 2000 の範囲で入力し
ます。入力せずに［OK］を押した場合は、空いているもっとも若い番号
が登録されます。

■ 登録名
短縮宛先の登録名をパネルから半角 24文字（全角 12文字）以内で入
力します。

■ IP アドレス
送信先の機器のホストアドレスをホスト名 /IPv4 アドレス /IPv6 アドレ
スのいずれかの方式で入力します。
ホスト名の場合は半角 63文字以内で入力します。

■ ポート番号
ポート番号を入力します（入力範囲：1～ 65535）。

･ ホスト名を入力してから IP アド
レス入力に切り替えると、ホス
ト名はクリアされます。
･ IP アドレスを入力してから［ホ
スト名入力］を押すと、入力し
た IP アドレスは保持され、文字
入力画面に表示されます。
･ ホスト名入力を行うときは、事
前にDNS設定が正しく行われ
ているか確認してください。詳
しくは「ユーザーズガイド ネッ
トワーク管理者編」をごらんく
ださい。
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9.2　 宛先 / ボックス登録
■ 検索文字
検索文字をかな、英字から選択します。よく使用する宛先の場合は［常
用（よく使う宛先）］を同時に指定すれば検索性がよくなります。

■ アイコン
アイコンを選択します。

9.2.10 短縮宛先登録－インターネットファクス送
信

インターネットファクス宛先を登録できます。［新規登録］を押すと新し
く宛先を登録できます。
1/2 画面

ひとこと

アイコンは、オプションの i-
Option LK-101/i-Option LK-
103 装着時に操作できるイメージ
パネル機能で使用します。

･ 登録した宛先を確認するときは、
登録名を選択し［設定内容］を
押します。
･ 登録した宛先の設定内容を変更
するときは、登録名を選択し
［編集］を押します。編集画面で
は、登録番号は変更できません。
･ 登録した宛先を削除するときは、
登録名を選択し［削除］を押し
ます。
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9.2　 宛先 / ボックス登録
2/2 画面

■ 登録番号
［登録番号］を押し、短縮宛先の登録番号を 1～ 2000 の範囲で入力し
ます。入力せずに［OK］を押した場合は、空いているもっとも若い番号
が登録されます。

■ 登録名
短縮宛先の登録名をパネルから半角 24文字（全角 12文字）以内で入
力します。

■ E-mail 宛先
パネルから送信先のE-mail アドレスを入力します。

■ 相手機受信能力

圧縮形式、用紙サイズ、解像度について相手機が受信可能な項目を選択
します。
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9.2　 宛先 / ボックス登録
■ 検索文字
検索文字をかな、英字から選択します。よく使用する宛先の場合は［常
用（よく使う宛先）］を同時に指定すれば検索性がよくなります。

■ アイコン
アイコンを選択します。

9.2.11 グループ宛先登録
複数の短縮宛先をグループ化して、グループ宛先に登録することができ
ます。
グループ宛先は、ファクス / スキャン機能で 100グループ（00～ 99）
まで登録できます。
ひとつのグループ宛先には短縮宛先を 500か所まで登録できます。
［新規登録］を押すとグループ宛先を登録できます。

■ 登録名
短縮宛先の登録名をパネルから半角 24文字（全角 12文字）以内で入
力します。

ひとこと

アイコンは、オプションの i-
Option LK-101/i-Option LK-
103 装着時に操作できるイメージ
パネル機能で使用します。
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9.2　 宛先 / ボックス登録
■ 宛先
宛先の種類を選択し、その中からグループに登録する宛先を選択します。

■ アイコン
アイコンを選択します。

■ 設定内容
グループに登録した短縮宛先の一覧を確認できます。

ひとこと

アイコンは、オプションの i-
Option LK-101/i-Option LK-
103 装着時に操作できるイメージ
パネル機能で使用します。
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9.2　 宛先 / ボックス登録
9.2.12 E-mail －件名 （E-mail/I-FAX）
E-mail 送信およびインターネットファクスの件名（Subject）を 10個
まで登録できます。送信時に登録した内容から選択できます。［新規登
録］を押すと新しく件名を登録できます。

■ 件名
件名を半角 64文字（全角 32文字）以内で入力します。

･ 登録した件名を確認するときは、
件名を選択し［設定内容］を押
します。
･ 登録した件名の設定内容を変更
するときは、件名を選択し［編
集］を押します。
･ 登録した件名を削除するときは、
件名を選択し［削除］を押しま
す。
･ 初期値に設定したい件名は、件
名を選択して［初期値設定］を
押します。
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9.2　 宛先 / ボックス登録
9.2.13 E-mail －本文 （E-mail/I-FAX）
E-mail 送信およびインターネットファクスの本文（Subject）を 10個
まで登録できます。送信時に登録した内容から選択できます。［新規登
録］を押すと新しく本文を登録できます。

■ 本文
件名を半角 256文字（全角 128文字）以内で入力します。

ひとこと

･ 登録した本文を確認するときは、
本文を選択し［設定内容］を押
します。
･ 登録した本文の設定内容を変更
するときは、本文を選択し［編
集］を押します。
･ 登録した本文を削除するときは、
本文を選択し［削除］を押しま
す。
･ 初期値に設定したい本文は、本
文を選択して［初期値設定］を
押します。
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9.2　 宛先 / ボックス登録
9.2.14 ファクス /スキャンプログラム
頻繁に送信する宛先と読込み設定、原稿設定、通信設定を組み合わせて
プログラム宛先に登録できます。プログラム宛先にこれらを登録してお
くと、プログラムキーを押すだけで、登録されている宛先と読込み設定、
原稿設定、通信設定の機能を呼び出して使うことができます。
プログラム宛先は、ファクス /スキャン機能で 400 個まで登録できま
す。（オプションのハードディスクを装着していない場合は、200 個ま
で登録できます。）

■ プログラム登録

A 操作パネルの【ファクス /スキャン】を押してからプログラム登
録したい読込み設定、原稿設定、通信設定を行います。

B 【プログラム】を押します。

C 登録されていないキーを選択して［プログラム登録］を押しま
す。

プログラム登録画面が表示されます。

■ プログラム登録－登録名
プログラムの登録名をパネルから半角 24文字（全角 12文字）以内で
入力します。

■ プログラム登録－宛先
宛先を 1か所選択できます。登録宛先または直接入力で宛先を選択して
ください。

プログラムが 400 件登録されてい
る場合は、不要なプログラムを削
除してから登録してください。
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9.2　 宛先 / ボックス登録
■ プログラム登録－URL通知先
ファイル送信（FTP）、ファイル送信（SMB）、ファイル送信
（WebDAV）、ボックス保存時のジョブの終了をE-mail で通知する場合
に設定できます。登録宛先または直接入力で宛先を選択してください。

■ 設定内容
すでに登録したプログラムの内容を確認するときに押します。確認した
ら［閉じる］を押します。

■ 設定内容－宛先確認
設定されている宛先を確認できます。
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9.2　 宛先 / ボックス登録
■ 設定内容－読込み設定内容
設定されている読込み設定内容を確認できます。

■ 設定内容－原稿設定内容
設定されている原稿設定内容を確認できます。

■ 設定内容－通信設定内容
設定されている通信設定内容を確認できます。
ユーザーモード設定 9-30



9.2　 宛先 / ボックス登録
■ 設定内容－E-mail 設定内容
設定されているE-mail 設定内容を確認できます。

■ 設定内容－URL通知先設定内容
設定されているURL通知先設定内容を確認できます。

■ 設定内容－相手機受信能力
インターネットファクス宛先の場合は、設定されている相手機受信能力
を確認できます。
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9.2　 宛先 / ボックス登録
■ 削除
すでに登録したプログラムを削除するときに押します。削除するときは
［はい］を選択し、［OK］を押します。

9.2.15 着信拒否宛先登録（G3）
着信拒否したい相手先の番号をあらかじめ登録しておき、迷惑ファクス
を受信しないように設定できます。
登録されている電話番号と着信電話番号が一致した場合は受信しません。
NTT とナンバーディスプレイ機能の契約が必要になります。契約完了後
に機能を設定してください。

［新規登録］を押すと着信拒否宛先を登録できます。

■ 電話番号
着信拒否したい電話番号を 38桁以内で入力します。

着信拒否宛先を登録するには、設
定メニューの［ナンバーディスプ
レイ機能］を［ON］に設定してお
く必要があります。［ナンバーディ
スプレイ機能］については、「機能
ON/OFF設定－ナンバーディスプ
レイ機能」（p. 10-26）をごらん
ください。

･ 登録した宛先の設定内容を変更
するときは、登録名を選択し
［編集］を押します。編集画面で
は、登録番号は変更できません。
･ 登録した宛先を削除するときは、
登録名を選択し［削除］を押し
ます。
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9.2　 宛先 / ボックス登録
■ 着信履歴一覧から選択
過去の着信履歴から選択する場合に押します。履歴から登録したい番号
を選択し、［OK］を押します。

9.2.16 ボックス登録－親展ボックス（G3）
親展送信のためのボックスは、共有 /個人ボックス登録時に親展送信の
設定を行います。
詳しくは、「ユーザーズガイド ボックス機能編」をごらんください。

9.2.17 ボックス登録－掲示板ボックス（G3）
掲示板ボックス登録については、「ユーザーズガイド ボックス機能編」
をごらんください。

9.2.18 ボックス登録－中継ボックス（G3）
中継ボックス登録については、「ユーザーズガイド ボックス機能編」を
ごらんください。
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9.2　 宛先 / ボックス登録
9.2.19 参照許可設定－宛先レベル設定
短縮宛先の参照許可レベルを設定します。設定を行うレベルのユーザー
としてログインし、宛先のレベルを変更します。

■ 短縮宛先
レベルを変更する宛先を選択し、［参照許可グループ設定］または［参照
許可レベル設定］を押し、設定を行います。

■ グループ宛先
レベルを変更する宛先を選択し、［参照許可グループ設定］または［参照
許可レベル設定］を押し、設定を行います。

■ プログラム宛先
レベルを変更する宛先を選択し、［参照許可グループ設定］または［参照
許可レベル設定］を押し、設定を行います。

･ 登録された宛先レベルは「0」に
なっています。
･ ログインしたユーザーレベルよ
りも高いレベルやグループを設
定することはできません。
･ 宛先にグループを設定する場合
は、あらかじめ管理者設定でグ
ループの登録が必要です。参照
許可グループについて詳しくは、
「ユーザーズガイドコピー機能
編」をごらんください。
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9.3　ユーザー設定

9.3.1 ユーザー設定画面を表示させる
ユーザー画面を表示させるには、操作パネルの【設定メニュー / カウン
ター】を押し、表示された設定メニューから［ユーザー設定］を押しま
す。

9.3.2 画面カスタマイズ設定－ファクス /スキャ
ン設定

ファクス /スキャン画面のカスタマイズを行います。

■ 基本画面表示
ファクス /スキャン画面の初期表示を設定します（初期値：登録宛先か
ら）。

■ プログラム初期表示
ファクス /スキャンプログラム画面の初期表示を設定します（初期値：
PAGE1）。

設定メニューでは、キーに表示さ
れている番号をテンキーで入力し
ても選択できます。［2 ユーザー設
定］の場合はテンキーの【2】を押
します。
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9.3　 ユーザー設定
■ アドレス帳初期表示
［登録宛先から］に表示する検索文字の種類を選択します（初期値：常
用）。

■ ショートカットキー 1/ ショートカットキー 2
画面の下のファクス / スキャンの読込み設定、原稿設定、通信設定の各
種機能へのショートカットキーを 2個まで登録できます。

■「登録宛先から」初期表示
登録宛先の表示方法を検索文字 /宛先種類から選択します。

ショートカットキーを消去すると
きは［使用しない］を押します。
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9.3　 ユーザー設定
■ 宛先種類初期表示
「登録宛先から」初期表示で「宛先種類」を選んだ場合に、「登録宛先か
ら」で初期表示される宛先種類を選択します。

9.3.3 画面カスタマイズ設定－ファクス動作中画
面 （G3/IP/SIP/I-FAX）

ファクス動作中画面のカスタマイズを行います。

■ 送信中画面表示
送信中のメッセージを表示する /しないを設定します（初期値：しな
い）。

■ 受信中画面表示
受信中のメッセージを表示する /しないを設定します（初期値：しな
い）。
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9.3　 ユーザー設定
9.3.4 画面カスタマイズ設定－検索オプション設
定（E-mail/Box/SMB/FTP/WebDAV/
G3/IP/SIP/I-FAX）

登録宛先の詳細検索を行うとき、検索オプション画面の表示内容を設定
します。

9.3.5 ファクス /スキャン設定

■ 白黒 2値圧縮方法
画像を白黒 2値で送信するときの符号化方式の能力を設定します。

MH：データサイズが大きくなります。

MMR（初期値）：データサイズが小さくなります。

■ ファクス /スキャン初期設定
ファクス /スキャン画面の初期設定値（【リセット】を押したときの設定
値）を設定します。

項目 説明

英大文字と英小文字 英大文字と小文字を検索時に区別する / 区別しないを
選択します。

検索オプション画面 詳細検索時に検索オプション画面を表示する / 表示し
ないを選択します。「表示する」を選択すると、検索オ
プション画面が表示されます。

ひとこと

保存したデータをコンピューター
で開くとき、アプリケーションに
よってはMMR圧縮のデータを開
けないことがあります。
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9.3　 ユーザー設定
■ 拡大表示初期設定
ファクス /スキャンの拡大表示画面の初期設定値（【リセット】を押した
ときの設定値）を設定します。
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10.1　はじめに設定してください

10.1.1 E-mail
E-mail 送信やインターネットファクスを使用するときは、以下の項目を
はじめに設定してください。ここでは基本的な項目を紹介していますが、
詳しくは「ユーザーズガイド ネットワーク管理者編」もあわせてごらん
ください。

■ 管理者E-mail アドレス

■ TCP/IP 設定

■ E-mail 送信（SMTP）

10.1.2 ボックス
ボックス保存を行うときは、以下の項目をはじめに設定してください。
ボックスへの保存方法は、「ユーザーズガイド ボックス機能編」をごら
んください。

■ ボックス登録
設定手順は、「ユーザーズガイド ボックス機能編」をごらんください。

10.1.3 SMB送信
ファイル送信（SMB）を行うときは、以下の項目をはじめに設定してく
ださい。ここでは基本的な項目を紹介していますが、詳しくは「ユー
ザーズガイド ネットワーク管理者編」もあわせてごらんください。

■ TCP/IP 設定

■ SMBクライアント設定

10.1.4 FTP送信
ファイル送信（FTP）を行うときは、以下の項目をはじめに設定してく
ださい。ここでは基本的な項目を紹介していますが、詳しくは「ユー
ザーズガイド ネットワーク管理者編」もあわせてごらんください。

■ TCP/IP 設定

■ FTP設定

10.1.5 G3 ファクス
G3ファクスを使用するときは、以下の項目をはじめに設定してくださ
い。

■ 発信元 /ファクス ID登録
「ファクス設定－発信元 / ファクス ID登録」（p. 10-14）をごらんくだ
さい。

■ 回線パラメーター設定
「ファクス設定－回線パラメーター設定」（p. 10-17）をごらんくださ
い。

詳しくは「ユーザーズガイド ネッ
トワーク管理者編」をごらんくだ
さい。

詳しくは「ユーザーズガイド ネッ
トワーク管理者編」をごらんくだ
さい。

詳しくは「ユーザーズガイド ネッ
トワーク管理者編」をごらんくだ
さい。
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10.1　 はじめに設定してください
10.1.6 インターネットファクス
インターネットファクスを使用するときは、以下の項目をはじめに設定
してください。

■ ネットワークファクス機能設定

■ 発信元 /ファクス ID登録
「ファクス設定－発信元 / ファクス ID登録」（p. 10-14）をごらんくだ
さい。

■ 本体E-mail アドレス
設定手順は、「ユーザーズガイド コピー機能編」をごらんください。

■ 本体登録
設定手順は、「ユーザーズガイド コピー機能編」をごらんください。

■ TCP/IP 設定

■ E-mail 設定

10.1.7 IP アドレスファクス
IP アドレスファクスを使用するときは、以下の項目をはじめに設定して
ください。

■ ネットワークファクス機能設定

■ 発信元 /ファクス ID登録
「ファクス設定－発信元 / ファクス ID登録」（p. 10-14）をごらんくだ
さい。

■ TCP/IP 設定

■ SMTP送受信設定

10.1.8 SIP ファクス
SIP ファクスを使用するときは、以下の項目をはじめに設定してくださ
い。

■ ネットワークファクス機能設定

■ 発信元 /ファクス ID登録
「ファクス設定－発信元 / ファクス ID登録」（p. 10-14）をごらんくだ
さい。

■ 管理者E-mail アドレス

■ TCP/IP 設定

■ SMTP送受信設定

詳しくは「ユーザーズガイド ネッ
トワーク管理者編」をごらんくだ
さい。

詳しくは「ユーザーズガイド ネッ
トワーク管理者編」をごらんくだ
さい。

詳しくは「ユーザーズガイド ネッ
トワーク管理者編」をごらんくだ
さい。

詳しくは「ユーザーズガイド ネッ
トワーク管理者編」をごらんくだ
さい。
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10.2　管理者モードのメニューツリー

管理者設定で操作できる設定項目は以下のとおりです。このメニューツリーではネットワークスキャン、G3
ファクス、ネットワークファクスに関連する項目を記載しています。

10.2.1 環境設定

10.2.2 ネットワーク設定（2/2）

1 パワーセーブ設定 パワーセーブ移行（p. 10-11）
2 出力設定 2 排紙トレイ設定（p. 10-12）

3 ジョブ毎の仕分け設定（p. 10-11）
6 ユーザー操作禁止設定 3 変更禁止設定 登録宛先変更（p. 10-7）

Fromアドレス変更（p. 10-7）
4 操作禁止設定 複数宛先禁止（p. 10-8）

9 リセット設定 3 モードリセット 次ジョブ 送信後設定解除（p. 10-8）
2 スタンプ設定 1 ヘッダー /フッター設定（p. 10-8）

2 ファクス送信設定（p. 10-12）
5 ジョブ飛越し動作設定 ファクス（p. 10-13）

3 ネットワークファクス
設定

ネットワークファクス機能設定（p. 10-41）
SMTP送信設定（p. 10-41）
SMTP受信設定（p. 10-41）
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10.2　 管理者モードのメニューツリー
10.2.3 ファクス設定

1 発信元 / ファクス
ID登録

発信元（p. 10-14）
ファクス ID（p. 10-14）

2 発信元 / 受信情報 発信元情報（p. 10-15）
相手先印字（p. 10-16）
受信情報（p. 10-17）

3 回線パラメーター
設定

ダイアル方式（p. 10-17）
受信方式（p. 10-17）
着信回数設定（p. 10-18）
オートリダイアル回数（p. 10-18）
オートリダイアル間隔（p. 10-18）
TEL/FAX自動切換え（p. 10-19）
外部 TEL呼出しモニター音（p. 10-19）
外部 TEL呼出時間（p. 10-20）
留守番電話接続設定（p. 10-20）
回線モニター音（p. 10-20）
回線モニター音レベル（p. 10-21）

4 送信 / 受信設定 受信原稿両面印刷（p. 10-21）
インチ系用紙優先選択（p. 10-21）
記録用紙優先選択（p. 10-22）
記録用紙サイズ（p. 10-22）
ボックス番号エラー動作（p. 10-22）
着信拒否時の動作（p. 10-23）
給紙トレイ固定（p. 10-23）
縮小率（p. 10-23）
ページ分割記録（p. 10-24）
ポーリング送信後文書（p. 10-24）
受信印刷部数（p. 10-24）

5 機能設定 1 機能ON/OFF設定 Fコード送信機能（p. 10-25）
中継受信機能（p. 10-25）
中継印刷（p. 10-25）
宛先確認表示機能（p. 10-26）
ナンバーディスプレイ機能（p. 10-26）
宛先 2度入力機能（送信）（p. 10-26）
宛先 2度入力機能（登録）（p. 10-27）

2 ダイアルイン設定（p. 10-27）
3 強制メモリー受信設定（p. 10-27）
4 閉域受信設定（p. 10-28）
5 転送ファクス設定（p. 10-28）
6 リモート受信設定（p. 10-29）
7 再送信設定（p. 10-29）
8 PC-FAX受信設定（p. 10-30）
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10.2　 管理者モードのメニューツリー
10.2.4 セキュリティー設定

9 TSI 受信振分け設定
（p. 10-30）

該当ボックスなし設定
受信後印刷
TSI 受信振分け先登録（p. 10-31）

6 PBX接続設定（p. 10-31）
7 レポート出力設定 通信管理レポート（p. 10-32）

送信結果レポート（p. 10-32）
順次通信結果レポート（p. 10-32）
予約レポート（p. 10-33）
親展受信レポート（p. 10-33）
掲示板送信結果レポート（p. 10-33）
中継結果レポート（p. 10-34）
中継依頼受付レポート（p. 10-34）
PC-FAX送信エラーレポート（p. 10-34）
同報結果レポート出力（p. 10-35）
送信結果レポート画面（p. 10-35）
ネットワークファクス受信エラーレポート（p. 10-42）
MDNメッセージ（p. 10-43）
DSNメッセージ（p. 10-43）
正常受信メール本文印刷（p. 10-43）

8 設定値リスト（p. 10-35）
9増設回線設定 1 回線パラメーター設定 ダイアル方式（p. 10-36）

着信回数設定（p. 10-36）
回線モニター音（p. 10-37）
回線モニター音レベル（p. 10-37）

2 機能設定 PC-FAX送信設定（p. 10-37）
ナンバーディスプレイ
機能（p. 10-38）

ネームディスプレイ機能
着信中の発信者情報表示

3 複数回線使用設定（p. 10-38）
4 ファクス ID（p. 10-38）

0 ネットワークファ
クス設定

1 白黒 2値圧縮方法（p. 10-44）
2 SIP アダプター接続確認（p. 10-44）
3 インターネットファクス自機受信能力（p. 10-45）
4 インターネットファクス拡張設定（p. 10-45）

4 セキュリティー詳細 手動宛先入力（p. 10-10）
FAX送信禁止（p. 10-39）
個人情報非表示（p. 10-39）
通信履歴表示（p. 10-39）

8 スタンプ設定 1 スタンプ付加設定 印字（p. 10-40）
送信（p. 10-40）
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10.3　管理者設定 （E-mail/Box/SMB/FTP/WebDAV）

E-mail 送信、ボックス保存、ファイル送信（SMB）、ファイル送信
（FTP）、ファイル送信（WebDAV）で行う管理者設定について説明し
ます。

10.3.1 管理者設定画面を表示させる
管理者設定画面を表示させるには、操作パネルの【設定メニュー /カウ
ンター】を押し、表示された設定メニューから［管理者設定］を押しま
す。続けて管理者設定パスワードを入力し、［OK］を押します。

10.3.2 環境設定－ユーザー操作禁止設定
ユーザーモードで操作を禁止する項目を設定します。

■ 変更禁止設定－登録宛先変更
宛先の登録や変更操作の許可 /禁止を設定します。

■ 変更禁止設定－ Fromアドレス変更（E-mail）
Fromアドレスの変更操作の許可 /禁止を設定します。

設定メニューでは、キーに表示さ
れている番号をテンキーで入力し
ても選択できます。［1 宛先 /ボッ
クス登録］の場合はテンキーの
【1】を押します。
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10.3　 管理者設定 （E-mail/Box/SMB/FTP/WebDAV）
■ 操作禁止設定－複数宛先禁止
複数宛先の指定禁止をする / しないを設定します。

10.3.3 環境設定－リセット設定－モードリセット
－次ジョブ－送信後設定解除

送信時に設定していた読込み設定などの内容を、送信後に解除するかど
うかを設定します。

10.3.4 環境設定－スタンプ設定－ヘッダー /フッ
ター設定

すべてのページに挿入するヘッダー /フッターの設定を行います。ここ
で設定したヘッダー / フッターはファクス / スキャン、および印刷に使
用できます。
ヘッダー /フッター設定画面で［登録］を押すと登録画面が表示され、
新しいヘッダー /フッターを登録できます。

■ 登録名
ヘッダー /フッターの登録名称をパネルから半角 16文字（全角 8文字）
以内で設定します。
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10.3　 管理者設定 （E-mail/Box/SMB/FTP/WebDAV）
■ ヘッダー設定、フッター設定
ヘッダー /フッターの印刷を行うかどうかを設定します。［印刷する］を
押すと、文字列、日付 /時刻、その他（部数管理番号、ジョブ番号、シ
リアル番号）の設定ができます。

■ ヘッダー設定、フッター設定－文字列
パネルからヘッダー / フッターの文字列を設定します。

■ ヘッダー設定、フッター設定－日付 /時刻
ヘッダー /フッターの日付 /時刻の内容を設定します。

■ ヘッダー設定、フッター設定－その他
ヘッダー /フッターの部数管理番号、ジョブ番号、シリアル番号の内容
を設定します。

■ 印字ページ
印字するページを全ページ / 先頭ページのみから選択します。

ひとこと

シリアル番号は本機につけられて
いるシリアル番号を指しています。
設定についてはサービス実施店に
お問い合わせください。
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10.3　 管理者設定 （E-mail/Box/SMB/FTP/WebDAV）
■ 文字サイズ
印字する文字サイズを 6pt/8pt/10pt/12pt/14pt/18pt から選択しま
す。

■ 印字位置指定
印字する位置を選択します。
ヘッダーは左上 /中央上 /右上、フッターは左下 /中央下 /右下から選
択します。

10.3.5 セキュリティー設定－セキュリティ詳細

■ 手動宛先入力
手動入力の許可 /禁止を設定します。「禁止」を選択すると、直接入力タ
ブが表示されなくなり、宛先を直接入力できなくなります。
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10.4　管理者設定 （G3）

G3ファクス送信で行う管理者設定について説明します。ここで説明され
ている内容はネットワークファクスも共通です。

10.4.1 環境設定－パワーセーブ設定－パワーセー
ブ移行

パワーセーブ状態への移行条件を設定します。
通常：パワーセーブ中に受信した場合、プリント完了後一定時間
後にパワーセーブ状態に移行します。
即時（初期値）：パワーセーブ中に受信した場合、プリント完了後
すぐにパワーセーブ状態に移行します。

10.4.2 環境設定－出力設定
出力設定でプリント時に関する項目を設定します。

■ ジョブ毎の仕分け設定
ジョブ毎に排紙の仕分けをする /しないを設定します。
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10.4　 管理者設定 （G3）
■ 排紙トレイ設定
各種プリント機能に応じて、排紙先トレイを設定します。

10.4.3 環境設定－ユーザー操作禁止設定

■ 変更禁止設定－登録宛先変更
設定手順は、「変更禁止設定－登録宛先変更」（p. 10-7）をごらんくだ
さい。

■ 操作禁止設定－複数宛先禁止
設定手順は、「操作禁止設定－複数宛先禁止」（p. 10-8）をごらんくだ
さい。

10.4.4 環境設定－スタンプ設定－ファクス送信設定
読込み時に設定したスタンプの設定をファクス送信時に解除するかどう
かを設定します。 ひとこと

「解除する」を選択した場合は、
ファクス送信原稿は、スタンプ設
定が適用されずに送信されます。
「解除しない」を選択した場合は、
ファクス送信原稿にも、スタンプ
設定が適用されて送信されます。
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10.4　 管理者設定 （G3）
10.4.5 環境設定－リセット設定－モードリセット
－次ジョブ－送信後設定解除

設定手順は、「環境設定－リセット設定－モードリセット－次ジョブ－送
信後設定解除」（p. 10-8）をごらんください。

10.4.6 環境設定－ジョブ飛越し動作設定－ファク
ス

受信文書を印刷する用紙がなくなったときや、排紙トレイの容量が最大
積載量に達したときなどに、その受信ジョブの飛越しを許可するかどう
かを設定します。
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10.4　 管理者設定 （G3）
10.4.7 ファクス設定－発信元 /ファクス ID登録
相手先の受信文書に記載される発信元およびファクス IDを登録します。

■ 発信元
相手先の受信文書に発信元情報として印字するための自局登録名称を複
数登録することができます。半角 30文字（全角 15文字）以内で入力
します。

■ ファクス ID
登録したファクス IDは相手先の受信文書に発信元情報として印字されま
す。テンキー、＊、＃、［+］、スペースを使用して 20文字以内で入力し
ます。

ひとこと

･ 新しく発信元を登録するときは、
［新規登録］を押します。
･ 発信元の表示は20種類まで設定
できます。
･ 登録した発信元の設定内容を変
更するときは、発信元を選択し
［編集］を押します。編集画面で
は、登録番号は変更できません。
･ 登録した発信元を削除するとき
は、発信元を選択し［削除］を
押します。
･ 初期値に設定したい発信元は、
選択して［初期値設定］を押し
ます。

ひとこと

回線拡張キットを装着している場
合は、それぞれの回線用にファク
ス IDを登録することができます。
「ファクス ID」（p. 10-38）参照
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10.4　 管理者設定 （G3）
10.4.8 ファクス設定－発信元 /受信情報
相手先の受信文書に印字される情報の位置を設定します。

■ 発信元情報
発信元情報を印字する位置を設定します。

［原稿内］：画像の一部にかかるように発信元情報が付加されて送
信されます。

［原稿外］：画像の外側に発信元情報が付加されて送信されます。

［OFF］：発信元情報が付加されません。

From : MFP01 To:123456789 2006/05/25 13:22 #138 P.001/001

From : MFP01 To:123456789 2006/05/25 13:22 #138 P.001/001
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10.4　 管理者設定 （G3）
■ 相手先印字
発信元情報に相手先名称、または発信元ファクス IDのどちらを印字する
かを設定します。

［ON］：発信元情報に相手先名を付加して送信します。発信元ファ
クス IDは印字されません。

［OFF］：発信元情報に相手先名を付加せず、発信元ファクス IDを
印字します。

From : MFP01 To:123456789 2006/05/25 13:22 #138 P.001/001

From : MFP01 987654321 2006/0525 13:22 #138 P.001/001
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10.4　 管理者設定 （G3）
■ 受信情報
受信した時刻と受信番号を印字する位置を設定します。出力例は「受信
情報」（p. 5-14）をごらんください。

［原稿内］：画像の一部にかかるように受信情報が印刷されます。

［原稿外］：画像の外側に受信情報が印刷されます。

［OFF］：受信情報は印刷されません。

10.4.9 ファクス設定－回線パラメーター設定
発信や着信に関する項目を設定します。

■ ダイアル方式
ダイアル方式をPB/10pps/20pps から設定します。

■ 受信方式
受信方式を設定します。

［自動受信］：自動で受信します。

［手動受信］：外部電話機を接続している場合など、電話がかかる
機会が多い場合やリモート受信機能を使う場合に設定します。

･ 自動受信については、「自動受信
（ファクス専用）」（p. 5-2）をご
らんください。
･ 手動受信については、「手動受信
（電話専用）」（p. 5-4）をごらん
ください。
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10.4　 管理者設定 （G3）
■ 着信回数設定
着信するまでの呼出し信号の回数を 0～ 15回の範囲で設定します（初
期値：2回）。

■ オートリダイアル回数
相手が話し中などで応答できない場合にリダイアルする回数を 0～ 7回
の範囲で設定します（初期値：3回）。

■ オートリダイアル間隔
リダイアルの間隔を 1～ 15分の範囲で設定します（初期値：3分）。
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10.4　 管理者設定 （G3）
■ TEL/FAX自動切換え
外部電話機を接続している場合、電話とファクスの自動切り替えを行う
かどうかを設定します。

［ON］：ファクスを優先して使う場合に設定します。着信すると、
相手が電話かファクスかを自動的に検知します。ファクスの場合
は受信を開始し、電話の場合は接続している外部電話のベルが鳴
ります。
［OFF］：自動切換えを行いません。

■ 外部 TEL呼出しモニター音
TEL/FAX自動切換えをONに設定しているときに表示されます。

［ON］：相手が電話の場合に本機のスピーカーから疑似呼出し音が
聞こえます。
［OFF］：疑似呼出し音は聞こえません。

TEL/FAX自動切換えについては、
「自動受信（TEL/FAX自動切換
え）」（p. 5-3）をごらんください。
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10.4　 管理者設定 （G3）
■ 外部 TEL呼出時間
外部電話機を接続している場合、着信してから音声メッセージ 1が流れ
たあとに外部電話機を呼出す時間を設定します。この時間を過ぎても受
話器がとられない場合は、音声メッセージ 2が流れ、自動的にファクス
を受信します。
相手が電話機の場合、外部電話機を呼出す時間の長さを［↑前候補］［↓
次候補］を押して設定します。

■ 留守番電話接続設定
外部電話機の留守番電話機能を設定する場合、ONに設定します。

［ON］：留守番電話機が先に応答し、相手先がファクスの場合は自
動的にファクス受信に切換わります。
［OFF］：留守番電話機は応答しません。

■ 回線モニター音
通信時に回線上の音をスピーカーから聞くときにONに設定します。

音声メッセージの内容は、「自動受
信（TEL/FAX自動切換え）」
（p. 5-3）をごらんください。
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10.4　 管理者設定 （G3）
■ 回線モニター音レベル
スピーカーの音量を 0～ 31の範囲で設定します（初期値：16）。

10.4.10 ファクス設定－送信 /受信設定
ポーリング送信時のファイルの扱いや、受信時のプリント方法を設定し
ます。

■ 受信原稿両面印刷
ONに設定すると、受信原稿が用紙の両面にプリントされます。

■ インチ系用紙優先選択
ONに設定すると受信原稿の記録用紙にインチ系用紙を優先的に選択し
ます。

ひとこと

「ページ分割記録」がONに設定さ
れている場合は表示されません。
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10.4　 管理者設定 （G3）
■ 記録用紙優先選択
［自動選択］：自動的に記録紙を選択します。

［サイズ固定］：設定したサイズを記録用紙として使用します。

［サイズ優先］：優先サイズとして設定した記録用紙を使用します。
優先サイズが設定されていない場合はもっとも近いサイズに記録
されます。

■ 記録用紙サイズ
受信文書を出力する用紙サイズを設定します。
初期設定は「インチ系用紙優先選択」の内容によって異なります。

■ ボックス番号エラー動作
オプションのハードディスクを装着している時に、ボックスを使用した
ファクス受信の場合、登録されていないボックス番号が指定された場合
の動作を設定します。

［印刷］：受信した文書を印刷します。

［通信エラー］：通信エラーとして処理します。

［ボックス自動生成］：指定された番号のボックスを自動的に作成
し、文書を保存します。

ひとこと

記録用紙サイズの設定を有効にす
るには、「給紙トレイ固定」を「自
動」に設定してください。

ひとこと

「パスワード規約」がONに設定さ
れているときは、自動生成を選択
できません。
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10.4　 管理者設定 （G3）
■ 着信拒否時の動作
着信拒否宛先に登録した番号から着信した場合の動作を設定します。

■ 給紙トレイ固定
受信文書の出力に使用する用紙トレイを固定したい場合に、トレイを指
定します。
トレイの種類は装着しているオプションによって異なります。

■ 縮小率
受信した原稿の出力倍率を等倍 /87 ～ 96%の範囲で設定します。

ひとこと

ナンバーディスプレイ機能を
「ON」に設定している場合に設定
できます。

ひとこと

記録時の縮小率を「等倍」に設定
した場合は、「記録用紙優先選択」
および「給紙トレイ固定」機能は
「自動」に設定されます。または
「ページ分割記録」は「OFF」に設
定されます。
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10.4　 管理者設定 （G3）
■ ページ分割記録
ONに設定すると、定形サイズよりも長い原稿を受信した場合に、ペー
ジを分割して記録します。

■ ポーリング送信後文書
ポーリング送信が終了した原稿を削除するかどうかを設定します。

■ 受信印刷部数
受信した文書をプリントする部数を 1～ 10の範囲で設定します（初期
値：1）。

ひとこと

「ページ分割記録」は「受信原稿両
面印刷」がONに設定されている
と表示されません。
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10.4　 管理者設定 （G3）
10.4.11 ファクス設定－機能設定

■ 機能ON/OFF 設定－ Fコード送信機能
F コード送信機能を使用するかどうかを設定します。

■ 機能ON/OFF 設定－中継受信機能
ONに設定すると、中継配信局として、受信した文書を中継配信先に送
信できるようになります。中継配信機能を利用するには、中継ボックス
を登録する必要があります。

■ 機能ON/OFF 設定－中継印刷
中継指示局から受信した文書をプリントする /しないを設定します。

･ Fコード送信機能を使用する送
信方法には、親展送信と中継送
信があります。
･ 親展送信については「親展通信
（G3）」（p. 7-5）をごらんくだ
さい。
･ 中継送信については「中継配信
（G3）」（p. 7-6）をごらんくだ
さい。

中継ボックスの登録方法について
は、「ユーザーズガイド ボックス
機能編」をごらんください。
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10.4　 管理者設定 （G3）
■ 機能ON/OFF 設定－宛先確認表示機能
ファクス送信時に、指定した宛先一覧を表示するかどうかを設定します。

■ 機能ON/OFF 設定－ナンバーディスプレイ機能
ナンバーディスプレイ機能、ネームディスプレイ機能を使用するかどう
かを設定します。また、ネームディスプレイ機能を使用する場合は着信
中の発信者情報としてナンバーを使用するかネームを使用するかも選択
できます。

■ 機能ON/OFF 設定－宛先 2 度入力機能（送信）（G3/
SIP）

直接入力でファクス宛先を指定する場合、確認のため宛先をもう一度入
力する画面が表示されます。2 回入力することで、宛先間違いを防ぐこ
とができます。

ひとこと

･ ナンバーディスプレイ機能、
ネームディスプレイ機能を使用
するには、事前にNTTへの申し
込みが必要です。
･ ナンバーディスプレイ機能を
ONにしないと、ネームディス
プレイ機能を設定することはで
きません。
･ 登録されているファクス番号が
着信中の発信者番号と一致する
場合、登録名またはファクス番
号が表示されます。

ひとこと

宛先 2 度入力機能（送信）を設定
すると、［オフフック］および［履
歴から選択］で宛先を指定するこ
とができなくなります。
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10.4　 管理者設定 （G3）
■ 機能ON/OFF 設定－宛先 2度入力機能（登録）（G3/SIP）
プログラム登録、転送ファクス設定や短縮宛先登録でファクス宛先を指
定する場合、確認のため宛先をもう一度入力する画面が表示されます。
2回入力することで、宛先の登録間違いを防ぐことができます。

■ ダイアルイン設定
ダイアルイン機能を使用するかどうかを設定します。使用する場合は、
ファクス番号、電話番号、PC-FAX番号を設定します。
ダイアルインとは、ファクス用の電話番号と電話用の電話番号を別に持
つことができる機能です。ファクス用の番号に着信するとファクスとし
て動作し、電話用の番号に着信するとファクスとしては動作しません。
ダイアルイン機能を使うためには、NTTにダイアルイン機能（モデムダ
イアルイン）の申し込みが必要です。
ファクス番号、電話番号、PC-FAX番号を 11桁以内で入力してくださ
い。

■ 強制メモリー受信設定
強制メモリー受信機能を使用するかどうかを設定します。使用する場合
は、プリント時に使用するパスワードを設定します。
いったん［しない］を押して、入力可能な状態にしてから、テンキーで
パスワードを設定します（8桁以内）。

ダイアルイン設定の変更を有効に
するには、本機の主電源をOFFに
したあと、ONにしてください。
主電源をOFF/ONにするときに
は、OFFにしたあと、約 10秒
たってからONにしてください。
すぐにONにすると正常に機能し
ないことがあります。

･ 本機のダイアルイン機能はモデ
ムダイアルインに限定されてい
ます。
･［PC-FAX番号］は、「PC-FAX
受信設定」がONに設定されて
いるときに表示されます。

ひとこと

強制メモリー受信ボックスに保存
された文書を印刷する方法につい
ては、「ユーザーズガイド ボック
ス機能編」をごらんください。
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10.4　 管理者設定 （G3）
原則

強制メモリー受信を設定すると、以下の項目は設定できません。
･ PC-FAX受信設定
･ TSI 受信振分け設定
･ 転送ファクス設定

■ 閉域受信設定
閉域受信機能を使用するかどうかを設定します。使用する場合は、閉域
受信に使用するパスワードを設定します。
いったん［しない］を押して、入力可能な状態にしてから、テンキーで
パスワードを設定します（4桁以内）。

■ 転送ファクス設定
受信した文書を、あらかじめ設定しておいた相手に転送することができ
ます。設定する項目は以下のとおりです。

原則

転送ファクス設定を設定すると、以下の項目は設定できません。
･ PC-FAX受信設定
･ TSI 受信振分け設定
･ 強制メモリー受信設定

ひとこと

閉域受信は、相手機がパスワード
送信機能をもつ機種の場合にだけ
使用できます。

項目 説明

出力機能 常時印刷：受信文書が転送され、本機でもプリントされます。
不達時のみ印刷：受信文書が転送され、転送できなかった場合に
本機でプリントされます。

転送先 転送先のファクス番号を 38桁以内で入力できます。登録宛先か
ら選択することもできます。

回線指定 回線拡張キットを装着している場合は、転送を行う回線を指定す
ることができます。
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10.4　 管理者設定 （G3）
■ リモート受信設定
リモート受信機能を使用するかどうかを設定します。使用する場合は、
受信に使用する番号を設定します。
いったん［しない］を押して、入力可能な状態にしてから、テンキーで
リモート受信番号を設定します（2桁）。

■ 再送信設定
通信エラーや相手機が電話中などの理由で、オートリダイアルでも送信
できなかった文書を再送信ボックスに一時的に保存します。再送信機能
を使用する場合は、ファイルを保存する時間を選択してください。

リモート受信については、「リモー
ト受信」（p. 5-5）をごらんくださ
い。

ひとこと

再送信ボックスに保存された文書
をファクス送信、印刷する方法に
ついては「ユーザーズガイド ボッ
クス機能編」をごらんください。
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10.4　 管理者設定 （G3）
■ PC-FAX受信設定
オプションのハードディスクを装着している場合、PC-FAX受信機能を
使用するかどうかを設定します。使用する場合は、以下の内容を設定し
ます。

■ TSI 受信振分け設定
オプションのハードディスクを装着している場合、TSI 受信振分け機能
を使用するかどうかを設定します。使用する場合は以下の項目を設定し
ます。

･ ダイアルイン設定がONになっ
ていると、［許可する］のあとに
［ダイアルインのみ］が表示され
ます。ダイアルインの番号で受
信したときのみPC-FAX受信の
設定を行うことができます。
･ ファクス受信文書はTIFF 形式で
ボックスに保存されます。

PC-FAX受信については、「PC-
FAX受信（G3）」（p. 7-3）をご
らんください。

項目 説明

受信出力先 受信先を強制メモリー受信ボックスまたは指定ボックスに設定で
きます。「指定ボックス」を選択した場合は、FコードのSUB
アドレスで指定した番号のボックスに保存されます。

受信後印刷 受信後にプリントを行うかどうかを設定します。

パスワード
チェック

通信パスワード（8桁以内）を設定できます。

TSI 受信振分け設定については、
「TSI 受信振分け（G3）」（p. 7-4）
をごらんください。

項目 説明

該当ボック
スなし設定

該当ボックスが存在しない場合の処置を設定します。
［受信印刷］：受信した文書を印刷します。
［強制メモリー受信ボックス］：強制メモリー受信ボックスに保存
されます。

受信後印刷 受信後に印刷を行うかどうかを設定します。

TSI 受信振
分け先登録

受信を振分ける相手先を登録します。
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10.4　 管理者設定 （G3）
■ TSI 受信振分け設定－ TSI 受信振分け先登録
受信振分け先は 128か所まで登録できます。設定したい番号を選択し
て、［編集］を押します。

■ TSI受信振分け設定－TSI受信振分け先登録－TSI受信振
分け設定

受信したファクスは、他の機器や本機のボックスに振り分けることがで
きます。［送信者（TSI）］では、送信者のファクス IDを入力します。
［振分け先］では、振分け先を指定します。他の機器に振り分ける場合、
相手先は［登録宛先から指定］で指定します。本機のボックスに振り分
ける場合は［ボックス番号指定］で指定します。

10.4.12 ファクス設定－PBX接続設定
PBX回線の接続方法を設定します。

PBX接続モードが有効の場合に、外線へのアクセスコードを設定しま
す。アクセスコードとは、0発信の「0」のように外線に接続するための
番号のことです。
短縮宛先やプログラム宛先に登録されているファクス番号の前に、ここ
で設定した外線番号がダイアルされます。
いったん［しない］を押して、入力可能な状態にしてから、テンキーで
アクセスコードを設定します（0～ 9999）。

ひとこと

振分け先を削除する場合は、番号
を選択して、［削除］を押します。

親展受信が設定されているボック
ス、中継ボックスは振分け先の対
象とはなりません。

ひとこと

PBX接続設定を行う場合は、ナン
バーディスプレイ機能はOFFに設
定してください。
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10.4　 管理者設定 （G3）
10.4.13 ファクス設定－レポート出力設定
レポートの出力方法を設定します。

■ 通信管理レポート
通信管理レポートの出力設定を行います。出力する場合は以下の内容を
設定します。

■ 送信結果レポート
送信結果レポートの出力設定を行います。出力する条件を選択します。

■ 順次通信結果レポート
順次通信結果レポートの出力設定を行います。出力をするかどうかを選
択します。

項目 説明

出力設定 出力するタイミングを設定します。
毎日：毎日決まった時刻に出力します。
100 通信毎：100 通信ごとに出力します。
100/ 毎日：毎日決まった時刻に最新の 100 通信を出力しま
す。

出力時刻設定 出力設定で「毎日」または「100/ 毎日」を選択したときに設
定できます。出力する時刻を指定します。
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10.4　 管理者設定 （G3）
■ 予約レポート
予約レポートの出力設定を行います。出力をするかどうかを選択します。

■ 親展受信レポート
親展受信レポートの出力設定を行います。出力をするかどうかを選択し
ます。

■ 掲示板送信結果レポート
掲示板送信結果レポートの出力設定を行います。出力をするかどうかを
選択します。
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10.4　 管理者設定 （G3）
■ 中継結果レポート
中継結果レポートの出力設定を行います。出力をするかどうかを選択し
ます。

■ 中継依頼受付レポート
中継依頼受付レポートの出力設定を行います。出力をするかどうかを選
択します。

■ PC-FAX送信エラーレポート
PC-FAX送信エラーレポートの出力設定を行います。出力をするかどう
かを選択します。
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10.4　 管理者設定 （G3）
■ 同報結果レポート出力
同報結果レポートの出力設定を行います。出力の方法を選択します。

■ 送信結果レポート画面
送信結果レポート画面の表示設定を行います。表示するかどうかを選択
します。

10.4.14 ファクス設定－設定値リスト
ファクス関連の設定値リストを出力します。出力する用紙のトレイを選
択し、［実行］を押します。

ひとこと

［1宛先毎］選択時は、リダイアル
を行っても送信できない場合にの
み、同報送信結果レポートを出力
します。送信が正常に終了した場
合は出力しません。

ひとこと

設定値リストの出力例は「設定値
リスト」（p. 8-11）をごらんくだ
さい。
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10.4　 管理者設定 （G3）
10.4.15 ファクス設定－増設回線設定
オプションの回線拡張キットを装着している場合、増設回線の各種設定
を行います。

■ 回線パラメーター設定－ダイアル方式
増設回線のダイアル方式をPB/10pps/20pps から設定します。

■ 回線パラメーター設定－着信回数設定
着信するまでの呼出し信号の回数を 0～ 15回の範囲で設定します（初
期値：2回）。
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10.4　 管理者設定 （G3）
■ 回線パラメーター設定－回線モニター音
増設回線の通信時に回線上の音をスピーカーから聞くときにONに設定
します。

■ 回線パラメーター設定－回線モニター音レベル
スピーカーの音量を 0 ～ 31 の範囲で設定します（初期値：16）

■ 機能設定－PC-FAX送信設定
PC-FAX で送信する時にどの回線から送信するのかを設定します。
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10.4　 管理者設定 （G3）
■ 機能設定－ナンバーディスプレイ機能
増設回線でナンバーディスプレイ機能、ネームディスプレイ機能を使用
するかどうかを設定します。また、ネームディスプレイ機能を使用する
場合は着信中の発信者情報としてナンバーを使用するかネームを使用す
るかも選択できます。

■ 複数回線使用設定
増設回線の通信方法を送受信兼用 / 受信専用 /送信専用から選択します。

■ ファクス ID
増設回線のファクス IDを登録します。登録したファクス IDは相手先の
受信文書に発信元情報として印字されます。テンキー、＊、＃、［+］、
スペースを使用して 20文字以内で入力します。

ひとこと

･ ナンバーディスプレイ機能、
ネームディスプレイ機能を使用
するには、事前にNTTへの申し
込みが必要です。
･ ナンバーディスプレイ機能を
ONにしないと、ネームディス
プレイ機能を設定することはで
きません。
･ 登録されているファクス番号が
着信中の発信者番号と一致する
場合、登録名またはファクス番
号が表示されます。
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10.4　 管理者設定 （G3）
10.4.16 セキュリティー設定－セキュリティ詳細

■ 手動宛先入力
設定手順は、「手動宛先入力」（p. 10-10）をごらんください。

■ FAX送信禁止
ファクス送信を禁止するかどうかを設定できます。［ON］を選択する
と、ファクス / スキャン画面でファクス機能が表示されなくなります。

■ 個人情報非表示
ジョブ表示画面の履歴リストで、宛先を表示するかどうかを設定します。
［ON］を選択すると、宛先が表示されなくなります。

■ 通信履歴非表示
通信履歴を表示するかどうかを設定します。［ON］を選択すると、履歴
が表示されなくなります。
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10.4　 管理者設定 （G3）
10.4.17 セキュリティー設定－スタンプ設定

■ スタンプ付加設定 － 印字
印字時に付加するスタンプを設定します。

■ スタンプ付加設定 － 送信
送信時に付加するスタンプを設定します。
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10.5　管理者設定 （IP/SIP/I-FAX） 

インターネットファクス、IPアドレスファクス、SIP ファクスで行う管
理者設定について説明します。

10.5.1 環境設定－パワーセーブ設定－パワーセー
ブ移行

設定手順は、「環境設定－パワーセーブ設定－パワーセーブ移行」
（p. 10-11）をごらんください。

10.5.2 環境設定－ユーザー操作禁止設定

■ 変更禁止設定－登録宛先変更
設定手順は、「変更禁止設定－登録宛先変更」（p. 10-7）をごらんくだ
さい。

■ 変更禁止設定－Fromアドレス変更
設定手順は、「変更禁止設定－ Fromアドレス変更（E-mail）」（p. 10-
7）をごらんください。

■ 操作禁止設定－複数宛先禁止
設定手順は、「操作禁止設定－複数宛先禁止」（p. 10-8）をごらんくだ
さい。

10.5.3 環境設定 － スタンプ設定 － ファクス送信
設定

設定手順は、「環境設定－スタンプ設定－ヘッダー / フッター設定」
（p. 10-8）をごらんください。

10.5.4 ネットワーク設定 － ネットワークファクス
設定

■ ネットワークファクス機能設定
ネットワークファクス機能設定については、「ユーザーズガイド ネット
ワーク管理者編」をごらんください。

■ SMTP送信設定
SMTP送信設定については、「ユーザーズガイド ネットワーク管理者編」
をごらんください。

■ SMTP受信設定
SMTP受信設定については、「ユーザーズガイド ネットワーク管理者編」
をごらんください。

10.5.5 ファクス設定－発信元 /ファクス ID登録
設定手順は、「ファクス設定－発信元 / ファクス ID登録」（p. 10-14）
をごらんください。

10.5.6 ファクス設定－発信元 /受信情報
設定手順は、「ファクス設定－発信元 / 受信情報」（p. 10-15）をごらん
ください。

ひとこと

Fromアドレスは装置に設定した
アドレスとなります。

ひとこと

発信元情報は、インターネット
ファクス /SIP ファクス /IP アドレ
スファクスでは、［原稿外］は使用
できません。［原稿外］に設定され
ていても原稿内に付加されます。
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10.5　 管理者設定 （IP/SIP/I-FAX） 
10.5.7 ファクス設定－回線パラメーター設定 （IP/
SIP）

■ オートリダイアル回数
設定手順は、「オートリダイアル回数」（p. 10-18）をごらんください。

■ オートリダイアル間隔
設定手順は、「オートリダイアル間隔」（p. 10-18）をごらんください。

10.5.8 ファクス設定－送信 /受信設定

設定手順は、「ファクス設定－送信 /受信設定」（p. 10-21）をごらんく
ださい。

10.5.9 ファクス設定－機能設定

■ 機能ON/OFF 設定－宛先確認表示機能
設定手順は、「機能ON/OFF 設定－宛先確認表示機能」（p. 10-26）を
ごらんください。

■ 強制メモリー受信設定
設定手順は、「強制メモリー受信設定」（p. 10-27）をごらんください。

10.5.10 ファクス設定－レポート出力設定

■ 通信管理レポート
設定手順は、「通信管理レポート」（p. 10-32）をごらんください。

■ 送信結果レポート
設定手順は、「送信結果レポート」（p. 10-32）をごらんください。

■ 順次通信結果レポート
設定手順は、「順次通信結果レポート」（p. 10-32）をごらんください。

■ 同報結果レポート出力
設定手順は、「同報結果レポート出力」（p. 10-35）をごらんください。

■ 送信結果レポート画面
設定手順は、「送信結果レポート画面」（p. 10-35）をごらんください。

■ ネットワークファクス受信エラーレポート
ネットワークファクス受信エラーレポートの出力設定を行います。出力
をするかどうかを選択します。

ひとこと

･［記録用紙サイズ］の設定を有効
にするには、［給紙トレイ固定］
を［自動］に設定してください。
･ トレイの種類は、装着している
オプションにより異なります。
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10.5　 管理者設定 （IP/SIP/I-FAX） 
■ MDNメッセージ（I-FAX）
インターネットファクスのMDNメッセージの出力設定を行います。出
力をするかどうかを選択します。

■ DSNメッセージ（I-FAX）
インターネットファクスのDSNメッセージの出力設定を行います。出
力をするかどうかを選択します。

■ 正常受信メール本文印刷（I-FAX）
正常受信メールの本文の出力設定を行います。出力をするかどうかを選
択します。
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10.5　 管理者設定 （IP/SIP/I-FAX） 
10.5.11 ファクス設定－設定値リスト
設定手順は、「ファクス設定－設定値リスト」（p. 10-35）をごらんくだ
さい。

10.5.12 ファクス設定－ネットワ－クファクス設定
インターネットファクス、SIP ファクス、IP アドレスファクスの機能を
設定します。

■ 白黒 2値圧縮方法
送信時の本機送信能力を設定します。

MH：データサイズが大きくなります。

MR：MMRとMHの中間のデータサイズになります。

MMR（初期値）：データサイズが小さくなります。

■ SIP アダプター接続確認 （SIP）
SIP-FAX アダプターとの接続が正常かどうかを確認できます。［接続確
認実行］を押して、SIP-FAX アダプタとの接続を確認します。

SIP-FAX アダプターとの接続確認
が正常終了しなかった場合は、
［SIP ファクス機能］にあるSIP-
FAX アダプターの IP アドレスと
ポート番号が正しいかどうか確認
してください。
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10.5　 管理者設定 （IP/SIP/I-FAX） 
■ インターネットファクス自機受信能力 （I-FAX）
インターネットファクス機能が使用できる場合に表示されます。相手機
からのMDN要求時に、自機の能力として設定した内容が送信されます。
圧縮形式、用紙サイズ、解像度の内容を設定してください。

■ インターネットファクス拡張設定 （I-FAX）
インターネットファクス機能が使用できる場合に表示されます。イン
ターネットファクスの詳しい内容を設定できます。

10.5.13 セキュリティー設定－セキュリティ詳細

■ 手動宛先入力
設定手順は、「手動宛先入力」（p. 10-10）をごらんください。

■ FAX送信禁止
設定手順は、「FAX送信禁止」（p. 10-39）をごらんください。

■ 個人情報非表示
設定手順は、「個人情報非表示」（p. 10-39）をごらんください。

■ 通信履歴非表示
設定手順は、「通信履歴非表示」（p. 10-39）をごらんください。

ひとこと

MDN要求とDSN要求を同時に
「する」に設定した場合、MDN要
求の設定が優先されます。

項目 説明

MDN要求 送信時に相手機にMDNの要求を行うかどうかを設定しま
す。

DSN要求 送信時に相手機にDSNの要求を行うかどうかを設定します。

MDN応答 受信時に相手機からのMDN要求に応答するかどうかを設定
します。

MDN/DSN応
答監視時間

MDN、DSNの応答監視を行うかどうかを設定します。行う
場合は時間数を入力します。

最高解像度 本機の最高解像度能力を設定します。
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第 11章

第11章 PageScope Web Connection
デバイス管理用ユーティリティー「PageScope Web Connection」の機能について説明しま
す。
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11.1　PageScope Web Connection の使いかた

PageScope Web Connection は、本機に内蔵されているHTTP 
サーバーが提供する、デバイス管理用ユーティリティーです。ネット
ワーク上のコンピューターでWeb ブラウザーを起動し、本機の設定変
更や状態確認ができます。
本機の操作パネルで行う設定の一部を、手元のコンピューターから操作
でき、漢字の入力もスムーズなので便利です。

11.1.1 動作環境

11.1.2 アクセス方法
PageScope Web Connection は、Web ブラウザーを起動して使用
します。

A Web ブラウザーを起動します。

B URL フィールドに、本機の IP アドレスを入力して［Enter］
キーを押します。

http:// ＜本機の IP アドレス＞ /
（例）本機の IP アドレスが 192.168.1.20 の場合

http://192.168.1.20/

IPv6 が「使用する」に設定されていて、Internet Explorer 以
外のブラウザーを使用している場合は、IPv6 アドレスを [] で
囲んでアクセスします。

http://[ 本機の IPv6 アドレス ]/
（例）本機の IPv6 アドレスが fe80::220:6bff:fe10:2f16 
の場合

http://[fe80::220:6bff:fe10:2f16]
IPv6 が「使用する」に設定されていて、Internet Explorer 
を使用している場合は、あらかじめ hosts ファイルに
「fe80::220:6bff:fe10:2f16IPv6 IPv6_MFP_1」といった
追記をする編集をし、ドメイン名によるURL 指定を行いま
す。

ユーザーとしてログインしたユーザーモードの画面が表示され
ます。

ひとこと

Windows NT 4.0、Mac OS 8/9 
は、Flash Player 8 以降をサポー
トしていません。
これらのOS をお使いの場合は、
Adobe サイトより Flash Player 
7 をダウンロードしてご使用いた
だくか、またはPageScope 
Web Connection の表示形式で
HTML を選択してください。

ネットワーク Ethernet（TCP/IP）

コンピューター側の
アプリケーション

対応Web ブラウザー：
Microsoft Internet Explorer Ver.6 以降推奨
（JavaScript 有効・Cookie 有効）
Internet Explorer Ver.5.5 の使用の場合、Microsoft 
XML
parser MSXML3.X のインストールが必須
Netscape Navigator Ver.7.02 以降（JavaScript 有
効・Cookie 有効）
Mozilla Firefox Ver.1.0 以降（JavaScript 有効・
Cookie 有効）
Adobe® Flash® Player（表示形式で Flash を選択す
る場合、Ver.7.0 以降のプラグイン必須）

ひとこと

･ ユーザー認証機能が有効の場合
は、ユーザー名とパスワードを
入力する必要があります。詳し
くは、「登録ユーザーとしてログ
イン」（p. 11-9）をごらんくだ
さい。
･ 本機の IP アドレスの設定につい
ては、「ユーザーズガイド ネット
ワーク管理者編」をごらんくだ
さい。
･ PageScope Web 
Connection の表示形式には
Flash と HTML があります。詳
しくは、「ログインとログアウ
ト」（p. 11-6）をごらんくださ
い。
･ IPv6 アドレス指定でアクセスし
た場合は、Flash は表示できま
せん。
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11.1　 PageScope Web Connection の使いかた
11.1.3 Webブラウザーのキャッシュ機能について
Web ブラウザーにキャッシュ機能があるため、PageScope Web 
Connection で画面を表示しても最新の情報が表示されない場合があり
ます。また、キャッシュ機能を使用したときに問題が起こる場合があり
ます。
PageScope Web Connection 使用時は、Web ブラウザーでキャッ
シュ機能を無効にしてください。

■ Internet Explorer の場合

A 「ツール」メニューから「インターネットオプション」を選択し
ます。

B 「全般」タブで「インターネット一時ファイル」の［設定］をク
リックします。

C 「ページを表示するごとに確認する」を選択し、［OK］をクリッ
クします。

■ Netscape Navigator の場合

A 「編集」メニューから「設定」を選択します。

B 左側の「カテゴリ」で「詳細」－「キャッシュ」を選択します。

C 「キャッシュにあるページとネットワーク上のページの比較：」
で「ページにアクセスするたび」を選択します。

■ Mozilla Firefox の場合

A 「ツール」メニューから「オプション」を選択します。

B 「プライバシー」をクリックし、［消去設定］をクリックします。

C 「消去するデータ」で「キャッシュ」にチェックを付け、「消去
の設定」で「Firefox の終了時にプライバシー情報を消去する」
にチェックを付け、［OK］をクリックします。

ひとこと

･ Web ブラウザーのバージョンに
よっては、メニューや項目名が
異なる場合があります。詳しく
は、Web ブラウザーのヘルプを
ごらんください。
･ キャッシュ機能を有効にしたま
ま使用すると、管理者モードで
タイムアウトになったあと、再
度アクセスしてもタイムアウト
表示になることがあります。こ
の場合でも、本機の操作パネル
がロックされ操作できなくなる
ため、主電源の再投入が必要に
なります。このような問題を避
けるために、キャッシュ機能を
無効にしてください。
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11.1　 PageScope Web Connection の使いかた
11.1.4 画面の構成
PageScope Web Connection の画面は、以下のように構成されてい
ます。

3 4 5 6 7

10

11

12

8

9

1
2

ひとこと

･ PageScope Web 
Connection でアクセス直後に
表示される画面は「ユーザー
モード」と呼ばれる画面で、
ユーザーとしてログインした状
態で表示されます。
･ ユーザー認証機能が有効の場合
は、ユーザー名とパスワードを
入力する必要があります。詳し
くは、「登録ユーザーとしてログ
イン」（p. 11-9）をごらんくだ
さい。
･ 本機に装着されているオプショ
ンや本機の設定によって、
PageScope Web 
Connection の画面表示が異な
ります。別のユーザーや管理者
としてログインする方法につい
ては「ログインとログアウト」
（p. 11-6）をごらんください。

No. 項目 説明

1 KONICA 
MINOLTA ロゴ
マーク

ロゴマークをクリックすると、以下のサイト
（KONICA MINOLTA のサイト）へジャンプしま
す。
http://konicaminolta.jp

2 PageScope 
WebConnection 
ロゴマーク

ロゴマークをクリックすると、PageScope 
Web Connection のバージョンが表示されます。

3 ログインユーザー
名

現在ログインしているモードアイコンとユーザー
名（パブリック、管理者、ボックス管理者、登録
ユーザー名、部門名）が表示されます。ユーザー
名をクリックすると、ログインしているユーザー
名が表示されます。

4 ステータス表示 本機プリンター部分と本機スキャナー部分の状態
が、アイコンとメッセージで表示されます。エ
ラーが発生している場合にアイコンをクリックす
ると、その状態に関連した情報（消耗品情報画面、
給紙トレイ画面、ユーザー登録情報画面）が表示
され、状況を確認できます。

5 メッセージ表示 本機の動作状態が表示されます。

6 ［ログアウト］ 現在のモードからログアウトするときにクリック
します。

7 ［パスワード変更］ クリックすると、「ユーザーパスワード変更」
（p. 11-11）へジャンプします。登録ユーザーで
ログインしたユーザーモード画面でのみ表示され
ます。

8 ヘルプ オンラインマニュアルホームページに設定してあ
るページが表示されます。設定方法は、「サポート
情報」（p. 11-11）をごらんください。
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11.1　 PageScope Web Connection の使いかた
9 更新 クリックすると画面の表示を更新します。

10 タブ 表示する項目のカテゴリを選択します。ユーザー
モードでは、以下のタブが表示されます。
･情報表示
･ジョブ確認
･ボックス
･ダイレクトプリント
･宛先登録

11 メニュー 選択されたタブにおける情報および設定が表示さ
れます。タブの選択により、ここに表示されるメ
ニューが異なります。

12 情報、設定の表示 メニューで選択されている項目の内容が表示され
ます。
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11.2　ログインとログアウト

11.2.1 ログインとログアウトのながれ
PageScope Web Connection でアクセスすると、本機でユーザー認
証や部門管理を行っているときはログイン画面が表示され、ユーザー認
証や部門管理を行っていないときはパブリックユーザーとしてログイン
した画面が表示されます。ログイン後、別のユーザーとしてログインす
るときや、管理者としてログインするためにはいったんログアウトし、
ログインしなおす必要があります。

■ ユーザー認証、部門管理を行っていない場合

Public ユーザーとして自動的にログインします。

管理者としてログインするときは、いったんログアウトします。

管理者としてログインし直します。
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11.2　 ログインとログアウト
■ ユーザー認証、部門管理を行っている場合

ユーザー認証、部門認証画面が表示されます。必要事項を入力してロ
グインします。

他のユーザーまたは管理者としてログインするときは、いったんログ
アウトします。

ログインし直します。
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11.2　 ログインとログアウト
11.2.2 ログアウト
画面右上の［ログアウト］をクリックすると、ログアウトを確認する画
面が表示されます。［OK］をクリックするとログイン画面に戻ります。

11.2.3 ログイン
PageScope Web Connection はログインのしかたによって、ユー
ザーモードと管理者モードがあります。ユーザー認証やボックス管理者
の設定によって、管理者またはボックス管理者としてユーザーモードに
ログインすることもできます。

■ ログイン時の選択項目
必要に応じて言語や表示形式を選択します。

「警告時、ダイアログ表示する」にチェックを付けると、ログイン
後の操作中、警告時にダイアログが表示されます。
表示形式で「Flash」を選択すると、以下の項目が Flash 機能を
利用して表示されます。
ステータスのアイコンやメッセージ

「情報表示タブ － 装置情報」の「給紙トレイ」の状態

「ジョブ確認タブ」の状態

「Flash」機能を使用する場合は、Flash Player が必要です。

読み上げソフトを使用する場合は、HTML を選択することを推奨
します。IPv6 環境においては、HTML を選択してください。

ひとこと

･ 本機の認証設定によって、表示
されるログイン画面が異なりま
す。
･ ログインした状態で操作が一定
期間行われずにタイムアウトと
なった場合や、ユーザーモード
ログイン中に本機の操作パネル
で認証設定が変更された場合は、
自動的にログアウトされます。
･ ユーザーモードおよび管理者
モードのタイムアウトの時間設
定については、「自動ログアウ
ト」（p. 11-15）をごらんくだ
さい。

ひとこと

･ 操作パネルからの設定でボック
ス管理者がみとめられている場
合に、ボックス管理者としてロ
グインできます。ボックス管理
者の設定や権限、パスワードの
設定などについては、「ユーザー
ズガイド ボックス機能編」をご
らんください。
･ 管理者としてユーザーモードに
ログインした場合は、管理者
モードでは行えないジョブ削除
を行うことができます。
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11.2　 ログインとログアウト
■ パブリックユーザーとしてログイン
本機でユーザー認証を行っていない場合はパブリックユーザーとしてロ
グインします。ログイン画面で「パブリックユーザー」を選択し、［ログ
イン］をクリックします。

■ 登録ユーザーとしてログイン
本機でユーザー認証を行っている場合は、登録ユーザー名とパスワード
を利用してログインする必要があります。ログイン画面でユーザー名と
パスワードを入力し、［ログイン］をクリックします。

部門管理を行っている場合は、部門名と部門パスワードも入力
します。
［ユーザー一覧］をクリックすると、一覧からユーザー名を選
択できます。
外部サーバー認証が設定されている場合は、サーバーを選択し
ます。
管理者としてユーザーモードにログインする場合は、［管理者］
－「管理者（ユーザーモード）」を選択し、管理者パスワード
を入力します。

ひとこと

･ 管理者設定の「認証操作禁止設
定」でモード2 が選択されてい
る場合、誤ったパスワードを一
定回数入力すると、そのユー
ザーがロックされて使用できな
くなります。操作禁止状態の解
除については管理者にお問い合
わせください。
･［ユーザー一覧］は、「ユーザー
名一覧」が「表示する」設定の
ときのみ利用できます。
･ ユーザー名一覧の設定について
詳しくは「ユーザーズガイド コ
ピー機能編」をごらんください。
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11.2　 ログインとログアウト
■ 管理者モードへログイン
システムやネットワークなどの設定を行うには、管理者モードにログイ
ンします。ログイン画面で「管理者」を選択し、管理者パスワードを入
力して［ログイン］をクリックします。

■ ボックス管理者としてログイン
本機でユーザー認証を行っている場合は、管理者としてユーザーモード
にログインし、ジョブ削除を行うことができます。また、操作パネルで
ボックス管理者がみとめられている場合に、ボックス管理者としてユー
ザーモードにログインすることができます。

% ログイン画面で「管理者」を選択し、［ログイン］をクリックし
ます。
ボックス管理者としてユーザーモードにログインする場合
は、「ボックス管理者」を選択し、ボックス管理者のパス
ワードを入力します。

ひとこと

･ 管理者モードにログインしてい
るときは、本機の操作パネルが
ロックされ、操作できなくなり
ます。
･ 本機の状態によっては、管理者
モードにログインできない場合
があります。
･ 管理者設定の「認証操作禁止設
定」でモード2 が選択されてい
る場合、誤ったパスワードを一
定回数入力すると、管理者モー
ドにログインできなくなります。
認証操作設定について詳しくは
「ユーザーズガイド コピー機能
編」をごらんください。
･ 本機の設定によって、表示され
るパスワード入力の画面が異な
ります。

ひとこと

･ 管理者設定の「認証操作禁止設
定」でモード2 が選択されてい
る場合、誤ったパスワードを一
定回数入力すると、管理者モー
ドにログインできなくなります。
認証操作設定について詳しくは
「ユーザーズガイド コピー機能
編」をごらんください。
･ 本機の設定によって、表示され
るパスワード入力の画面が異な
ります。
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11.3　ユーザーモードの概要

ユーザーモードにログインすると、以下の機能を設定できます。

11.3.1 情報表示
PageScope Web Connection にアクセスしたときに、最初に表示さ
れます。

ひとこと

ユーザーモードに関するその他の
情報は、PageScope Utilities 
CD-ROMの PageScope Web 
Connection のヘルプをごらんく
ださい。

項目 説明

装置情報 本機の構成要素、オプション、消耗品情報、カウンター
を確認できます。

サポート情報 製品に関するサポート情報を確認できます。

ユーザーパスワー
ド変更

ログインしているユーザーのパスワードを変更できます。

機能制限情報 ユーザーや部門の操作制限情報を確認できます。

ネットワーク設定
情報

本機のネットワーク設定を確認できます。

印刷設定情報 本機のイメージコントローラーに関連した設定情報を確
認できます。
オプションのイメージコントローラ IC-207 を装着して
いる時に表示されます。

情報の印刷 フォント情報や設定情報などを印刷できます。
オプションのイメージコントローラ IC-207 を装着して
いる時に表示されます。
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11.3　 ユーザーモードの概要
11.3.2 ジョブ確認

11.3.3 ボックス

項目 説明

実行中リスト 実行中 /実行待ちのジョブを確認できます。

履歴リスト 実行済みのジョブを確認できます。

通信リスト 完了した送受信のジョブを確認できます。

項目 説明

ボックスを開く 現在作成されているボックス（共有 /個人 / グループ）
を開き、保存されている文書を操作したり、ボックスの
設定を変更できます。

ボックスを作成する 新しくボックスを作成できます。

システムボックスを
開く

オプションの FAXキットが装着されている場合に表示
されます。システムボックス（掲示板ボックス /ポーリ
ング送信ボックス /強制メモリー受信ボックス /中継
ボックス）を開き、保存されている文書を操作したり、
ボックスの設定を変更できます。

システムボックスを
作成する

オプションの FAXキットが装着されている場合に表示
されます。新しく掲示板ボックスと中継ボックスを作成
できます。
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11.3　 ユーザーモードの概要
11.3.4 ダイレクトプリント

11.3.5 宛先登録

ひとこと

ダイレクトプリント機能を利用す
るには、オプションのイメージコ
ントローラ IC-207が必要です。

ひとこと

ダイレクトプリントでは、以下の
ファイルを印刷できます。
ハードディスク装着時：XPS, 
PDF, TIFF, PS, PCL, Text（1バ
イト文字のみ）
ハードディスク非装着時：PS, 
PCL, Text（1バイト文字のみ）

項目 説明

ダイレクトプリン
ト

コンピューターに保存されているファイルを指定して、
本機で印刷を行うことができます

ひとこと

管理者モードでの設定によって表
示されない場合があります。

項目 説明

短縮宛先 本機に登録されている短縮宛先の一覧を確認したり、宛
先の登録や変更ができます。

グループ宛先 本機に登録されているグループ宛先の一覧を確認したり、
宛先の登録や変更ができます。

プログラム宛先 本機に登録されているプログラム宛先の一覧を確認した
り、宛先の登録や変更ができます。

一時プログラム 本機に登録されている一時プログラム宛先の一覧を確認
したり、宛先の登録や変更ができます。

E-mail 件名 E-mail 送信時に利用する件名を 10件まで登録できます。

E-mail 本文 E-mail 送信時に利用する本文を 10件まで登録できます。
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11.4　管理者モードの概要

管理者モードにログインすると、以下の機能を設定できます。

11.4.1 メンテナンス ひとこと

管理者モードの詳細は「ユーザー
ズガイド ネットワーク管理者編」
をごらんください。

ひとこと

外部メモリーから文書を印刷する
には、オプションのハードディス
クとイメージコントローラーを装
着する必要があります。

項目 説明

カウンター 本機で管理されているカウンターを確認できます。

ROMバージョン ROMバージョンを確認できます。

インポート /エク
スポート

本機の設定情報をファイルとして保存（エクスポート）
またはファイルから本機に書込み（インポート）できま
す。

状態通知設定 本機でエラーが発生した場合に登録者に通知する機能の
設定を行います。エラーの通知先と通知する項目を設定
できます。

トータルカウン
ター通知設定

トータルカウンターをE-mail で通知する設定と通知先の
メールアドレスを登録します。

本体登録 装置の登録情報を変更します。

サポート情報 本機のサポート情報を設定します。この内容はユーザー
モードの「情報表示」タブ－「サポート情報」で表示さ
れます。

日時設定 本機に表示される日時の設定を行います。

タイマー設定 本機のパワーセーブ、ウィークリータイマー機能の設定
を行います。

初期化 ネットワーク設定、コントローラーのリセットや宛先の
一括消去を行います。

外部メモリー機能
設定

文書保存および文書印刷に外部メモリーを使用する設定
を行います。

ヘッダー /フッ
ター登録

ヘッダー /フッターの一覧が表示され、登録や編集がで
きます。

ライセンス管理設
定

リクエストコードの発行を行います。ライセンスコード
を取得し、機能を有効化することができます。
ライセンス管理設定は、オプションのハードディスクが
装着されている場合に表示されます。
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11.4　 管理者モードの概要
11.4.2 セキュリティー

ひとこと

「管理者パスワード設定」は以下の
場合は表示されません。
･ SSL証明書がインストールされ
ていない
･ セキュリティー強化モードが
「ON」に設定されている

項目 説明

認証設定 本機のユーザー認証、部門管理の設定を行います。認証
を行う場合は使用する外部サーバーの設定、初期機能制
限の設定もできます。

ユーザー登録 ユーザー認証が設定されている場合に、ユーザーの登録
や設定変更ができます。

部門登録 部門登録が設定されている場合に、部門の登録や設定変
更ができます。

SSL/TLS 設定 SSL/TLS の設定を行います。SSL/TLSを有効にする
と、本機とクライアントコンピューター間の通信を暗号
化し、パスワードや通信内容の漏洩を防止します。

CA証明書のイン
ストール

CA証明書をインストールします。

宛先参照許可設定 宛先参照許可を行う場合、参照許可グループの設定や、
パブリックユーザーの参照設定を行います。

宛先登録変更許可 ユーザーによる宛先登録を許可するかどうかを設定しま
す。

自動ログアウト 管理者モード、ユーザーモードの自動ログアウト時間を
設定します。

管理者パスワード
設定

管理者モードにログインするためのパスワードを設定し
ます。
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11.4　 管理者モードの概要
11.4.3 ボックス
管理者モードでログインしている場合は、ボックスを開くときのパス
ワード入力をせずに操作できます。

ひとこと

掲示板ボックス、中継ボックスは
オプションの FAXキットが装着さ
れている場合に操作できます。
ファイリングナンバーボックスは、
オプションのハードディスクが装
着されている場合に操作できます。

項目 説明

ボックスを開く 現在作成されているボックス（共有 /個人 / グループ）を
開き、保存されている文書を操作したり、ボックスの設
定を変更できます。

ボックスを作成す
る

新しくボックスを作成できます。

システムボックス
を開く

システムボックス（掲示板ボックス /中継ボックス /ファ
イリングナンバーボックス）を開き、保存されている文
書を操作したり、ボックスの設定を変更できます。

システムボックス
を作成する

新しくファイリングナンバーボックス、掲示板ボックス、
中継ボックスを作成できます。
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11.4　 管理者モードの概要
11.4.4 プリンター設定

ひとこと

プリンター設定は、オプションの
イメージコントローラ IC-207 装
着時に表示されます。

項目 説明

基本設定 プリンターの初期設定値を設定できます。

PCL設定 PCLモードの初期設定値を設定できます。

PS設定 PSモードの初期設定値を設定できます。

TIFF/PDF設定 TIFF/PDFダイレクトプリントに関する設定ができます。

XPS設定 XPSプリントに関する設定ができます。
オプションのハードディスクを装着しているときに表示
されます。

インターフェース
設定

インターフェースのタイムアウト時間を設定できます。
PageScope Web Connection 11-17



11.4　 管理者モードの概要
11.4.5 宛先登録

ひとこと

「アプリケーション登録」は FAX
キット装着時は表示されません。

項目 説明

短縮宛先 本機に登録されている短縮宛先の一覧を確認したり、宛
先の登録や変更ができます。

グループ宛先 本機に登録されているグループ宛先の一覧を確認したり、
宛先の登録や変更ができます。

プログラム宛先 本機に登録されているプログラム宛先の一覧を確認した
り、宛先の登録や変更ができます。

一時プログラム 本機に登録されている一時プログラム宛先の一覧を確認
したり、宛先の登録や変更ができます。

E-mail 件名 E-mail 送信時に利用する件名を 10件まで登録できます。

E-mail 本文 E-mail 送信時に利用する本文を 10件まで登録できます。

アプリケーション
登録

RightFax Server など、外部サーバーに登録されたアプ
リケーションを使用するとき、アプリケーションの内容
やサーバーアドレスなどを登録します。アプリケーショ
ンとサーバーを登録することで、選択したアプリケー
ションのサーバーへ自動的に接続して使用することがで
きます。

Prefix/Suffix メール送信時に、送信先の情報として付与するPrefix/
Suffix を登録できます。

発信元 /ファクス
の ID登録

送信時の発信元情報を登録します。
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11.4　 管理者モードの概要
11.4.6 ネットワーク

項目 説明

TCP/IP 設定 本機をネットワーク接続する場合のTCP/IP の設定がで
きます。

E-mail 設定 E-mail 送受信や I-Fax の拡張機能の設定ができます。

LDAP設定 LDAPサーバーを使用するとき、サーバーの登録ができ
ます。

IPP設定 IPP印刷の設定をします。
オプションのイメージコントローラ IC-207 を装着時に
表示されます。

FTP設定 本機を FTPクライアントまたはサーバーとして使用する
ための設定ができます。

SNMP設定 SNMPの設定ができます。
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11.4　 管理者モードの概要
SMB設定 SMBクライアント、WINS、SMB印刷の設定ができま
す。

Webサービス設
定

Webサービスによるスキャン、プリントに関する設定が
できます。

Bonjour 設定 Bonjour の設定ができます。

NetWare 設定 NetWare の設定ができます。

AppleTalk 設定 AppleTalk の設定ができます。
オプションのイメージコントローラ IC-207 を装着時に
表示されます。

ネットワークファ
クス設定

ダイレクトSMTP送信 / ダイレクトSMTP受信の設定
ができます。

WebDAV設定 WebDAVクライアント、WebDAVサーバーに関する
設定ができます。

OpenAPI 設定 OpenAPI の設定ができます。

TCP Socket 設定 コンピューターのアプリケーションソフトと本機のデー
タ通信に使用されるTCP Socket の設定ができます。

BMLinkS 設定 BMLinkS 機能の設定ができます。

SSDP設定 SSDP設定ができます。

IEEE802.1X 認証
設定

IEEE802.1X 認証の設定ができます。

項目 説明
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第 12章

第12章ファクス /スキャン機能で困ったとき
ここでは、ファクス /スキャンを使用しているときに起きる現象や対処方法について説明していま
す。ここに記載されていない現象が起きたときや、問題が解決しないときはサービス管理店にお問
合わせください。

12.1　送信できない ..................................................................................................12-2
12.2　受信できない ..................................................................................................12-4
12.3　エラーメッセージが表示された .........................................................................12-6
12.4　「サービスに連絡してください」と表示されたら（サービスコール） ......................12-10



12.1　送信できない

送信できない場合は、次の表を参照して処置をしてください。処置をしても正常に送信できない場合は、
サービス実施店にお問い合わせください。

･ 送信できなかった場合は、送信結果レポートが出力されます。詳しくは、「送信結果レポート」（p. 8-11）をごらん
ください。（送信結果レポートをプリントするように設定している場合）
･ エラーメッセージについては、「エラーメッセージが表示された」（p. 12-6）をごらんください。
･ 原稿づまり、用紙づまり、画質が悪い、トナーがなくなったなどのトラブルについては「ユーザーズガイド コピー機
能編」をごらんください。

12.1.1 G3 ファクス

12.1.2 インターネットファクス /SIP ファクス /IP アドレスファクス /ネット
ワークスキャン送信（E-mail/SMB/FTP/WebDAV/Webサービス）

チェックポイント 処置

送信の手順は正しいですか？ 送信手順を確認して、もう一度送信してください。

相手のファクス番号は正しいで
すか？短縮宛先やプログラム宛
先は、正しく登録されています
か？

短縮宛先やプログラム宛先を使用している場合は、ファクス番号の登録に誤りが
ある場合があります。
短縮宛先リストをプリントするなどして、正しく登録されているかを確認してく
ださい。
誤りがある場合は修正してください。

電話回線の設定は正しいです
か？

設定メニューの［ダイアル方式］はお使いの電話回線に合っていますか？
設定を確認して、誤りがある場合は修正してください。

電話線の接続は正しいですか？ 電話線が外れていませんか？
電話線の接続を確認し、外れている場合は、接続してください。

受信側にトラブルはありません
か？

受信側のファクスの電源が切れている、用紙がないなどのトラブルはありません
か？
受信側に電話をかけて確認してください。

チェックポイント 処置

送信しようとしている電子メー
ル容量がSMTPサーバー容量を
超えていませんか？

SMTPサーバー容量が設定されている場合、設定されているサイズを超えると、
エラーとなり送信できません。SMTPサーバー容量の設定については、「ユーザー
ズガイド ネットワーク管理者編」をごらんください。

送信の手順は正しいですか？ 送信手順を確認してもう一度送信してください。送信の手順については「操作の
流れ」（p. 4-2）をごらんください。

ネットワークの設定や接続は正
しいですか？

ネットワークの設定や接続を確認してください。ネットワークの設定については
「ユーザーズガイド ネットワーク管理者編」をごらんください。

本機のメールアドレスは設定さ
れていますか？

本機のE-mail アドレスを確認し、設定してください。E-mail アドレスの設定に
ついては「ユーザーズガイド ネットワーク管理者編」をごらんください。
また、SIP-FAXアダプターの IP アドレスと、SIP-FAXアダプターとの通信用
ポート番号が正しいかどうか確認してください。

ケーブル類が正しく接続されて
いますか？

ネットワークケーブル、モジュラーケーブル、SIP-FAX アダプターなどの接続が
正しいか確認してください。

相手のファクス番号やアドレス
は正しいですか？短縮宛先やプ
ログラム宛先は正しく登録され
ていますか？

短縮宛先やプログラム宛先を使用している場合は、ファクス番号の登録に誤りが
ある場合があります。
短縮宛先リストをプリントするなどして、正しく登録されているか確認してくだ
さい。

SIP ファクスの番号は正しいで
すか？

SIP ファクスの場合は、G3ファクスと宛先のファクス番号が違いますのでご注意
ください。

SIP-FAXアダプターは正しく接
続されていますか？

接続を確認してください。

受信側にトラブルはありません
か？

受信側のファクスの電源がOFFになっている、用紙がないなどのトラブルはあり
ませんか？受信側に電話をかけるなどして確認してください。
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12.1　 送信できない
送信結果画面や通信管理レポートの結果欄に「----」と表示されても、インターネット網の途中経路の問題により、受
信側に電子メールが到着しない場合があります。送信結果画面や通信管理レポートに表示される「----」は、サーバー
まで正常に送信できたことを示すものです。受信確認（MDN）を受信すると送信結果画面や通信管理レポートの結果
欄に［OK］が表示されます。重要な内容を受信する場合は、G3ファクスを使用してください。
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12.2　受信できない

受信できない場合は、次の表を参照して処置をしてください。処置をしても正常に受信できない場合は、
サービス実施店にお問い合わせください。

･ 送信できなかった場合は、送信結果レポートが出力されます。詳しくは、「送信結果レポート」（p. 8-11）をごらん
ください。（送信結果レポートをプリントするように設定している場合）
･ エラーメッセージについては、「エラーメッセージが表示された」（p. 12-6）をごらんください。
･ 原稿づまり、用紙づまり、画質が悪い、トナーがなくなったなどのトラブルについては「ユーザーズガイド コピー機
能編」をごらんください。

12.2.1 G3 ファクス

トラブルの内容 チェックポイント 処置

受信できない 用紙はセットされていま
すか？

用紙補給アイコンが点灯している場合は、用紙がなくなり、メモ
リーに受信原稿が蓄積されています。用紙を補給してください。
用紙補給の操作については、「ユーザーズガイド コピー機能編」を
ごらんください。

紙がつまっていません
か？

紙づまりが発生している場合は、メモリーに受信原稿が蓄積されて
います。
つまっている用紙を取り除いてください。
紙づまりの処置については、「ユーザーズガイド コピー機能編」を
ごらんください。

トナーがなくなっていま
せんか？

トナーがなくなると、受信できません。
すぐにトナーカートリッジを交換してください。
トナーカートリッジの交換操作については、「ユーザーズガイド コ
ピー機能編」をごらんください。

手動受信に設定されてい
ませんか？

設定メニューの［受信方式］が［手動受信］に設定されている場合
は、受信の操作が必要です。「手動受信（電話専用）」（p. 5-4）を参
照して受信の操作をしてください。

電話線の接続は正しいで
すか？

電話線が外れていませんか？
電話線の接続を確認し、外れている場合は、接続してください。

［閉域受信設定］が有効に
なっていませんか？

［閉域受信設定］が有効になっている場合は、特定の相手からのファ
クスだけを受信します。
管理者にお問い合わせください。

送信側から Fコードで正
しくないSUBアドレス
が送信されていません
か？

親展ボックスや中継ボックスが設定されている場合、正しくない
SUBアドレスを受信すると、通信エラーが発生し、受信できない場
合があります。送信側にSUBアドレスの設定を確認してください。

ナンバーディスプレイ・
ダイアルインなどの設定
が、接続している通信回
線と合っていますか？

合っていないと受信できないことがあります。接続している通信回
線については管理者に確認し、設定を合わせてください。

ダイアルインの着信番号
は正しいですか？

ダイアルインを利用している場合、FAX、電話、PC-FAXとして着
信させる番号は正しく設定されているか、確認してください。

着信拒否に登録している
番号から受信していませ
んか？

受信している番号が誤って着信拒否に登録されている場合は、受信
できません。着信拒否の登録内容を確認してください。

特殊な内線交換機を使用
していませんか？

呼び出しベルの鳴り方がNTTの回線での鳴り方と違う内線交換機を
使用している場合は、着信できないことがあります。「着信回数設
定」（p. 10-18）を参照し、着信回数を0回に設定しなおしてくだ
さい。
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12.2　 受信できない
12.2.2 インターネットファクス /SIP ファクス /IP アドレスファクス

プリントされない PC-FAX受信が設定され
ていませんか？

PC-FAX受信で保存されたボックスを確認してください。

TSI 受信振分けが設定さ
れていませんか？

TSI 受信振分けで保存されたボックスを確認してください。

強制メモリー受信が設定
されていませんか？

強制メモリー受信が設定されている場合は、次の手順で受信文書を
プリントします。
1.【ボックス】を押します。
2.［文書利用］を押します。
3.［システム］を押します。
4.［強制メモリー受信ボックス］を押し、［OK］を押します。
5. パスワードが設定されている場合は、パスワードを入力して
［OK］を押します。

6. プリントしたい文書を選択し、［印刷］を押します。
または、［強制メモリー受信設定］を［しない］に設定します。

トラブルの内容 チェックポイント 処置

受信できない 用紙はセットされていま
すか？

用紙補給アイコンが点灯している場合は、用紙がなくなり、メモ
リーに受信原稿が蓄積されています。用紙を補給してください。
用紙補給の操作については、「ユーザーズガイド コピー機能編」を
ごらんください。

用紙がつまっていません
か？

紙づまりが発生している場合は、メモリーに受信原稿が蓄積されて
います。つまっている用紙を取り除いてください。
紙づまりの処置については、「ユーザーズガイド コピー機能編」を
ごらんください。

トナーがなくなっていま
せんか？

トナーがなくなると受信できません。すぐにトナーカートリッジを
交換してください。
トナーカートリッジの交換操作については、「ユーザーズガイド コ
ピー機能編」をごらんください。

ネットワークケーブルの
接続は正しいですか？

ネットワークケーブルの接続を確認し、外れている場合は接続して
ください。

メモリー不足、ハード
ディスクの容量不足では
ありませんか？

メモリー残量、ハードディスクの残量を確認してください。
残量が不足しているときは、受信できない、または受信しても印刷
できなくなります。

プリントされない 強制メモリー受信が設定
されていませんか？

強制メモリー受信が設定されている場合は、次の手順で受信文書を
プリントします。
1.【ボックス】を押します。
2.［文書利用］を押します。
3.［システム］を押します。
4.［強制メモリー受信ボックス］を押し、［OK］を押します。
5.パスワードが設定されている場合は、パスワードを入力して
［OK］を押します。
6.プリントしたい文書を選択し、［印刷］を押します。
強制メモリー受信をしないよう設定を変更することもできます。詳
しくは「強制メモリー受信設定」（p. 10-27）をごらんください。

トラブルの内容 チェックポイント 処置
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12.3　エラーメッセージが表示された

本機にトラブルが発生するとエラー画面が表示され、次のエラーメッセージが表示されます。次の表を参照
して処置をしてください。
処置をしても正常に通信できない場合は、サービス実施店にお問い合わせください。

12.3.1 G3 ファクス

12.3.2 HDD Ready 表示がHDD異常の場合
サービス管理店にお問合わせください。

エラーメッセージ 処置

ダイアル中にエラーが発生したため、送信でき
ませんでした

設定されている回数分のリダイアルをしましたが、相手が話し中な
どで送信できませんでした。
受信側の状態を確認して、もう一度送信してください。

相手機を確認できませんでした 相手先確認送信を［する］にして送信したときに、相手機確認がで
きませんでした。
相手先のファクス番号を確認してもう一度送信してください。

メモリー残量不足のため、読込みの継続ができ
ません

原稿読込中に、メモリーが一杯になりました。
読込みが終わった原稿を送信する場合は、【スタート】を、中止する
場合は【ストップ】を押してください。

ジョブが正常終了しませんでした
回線の接続を確認してください

電話線が抜けている可能性があります。
電話線の接続を確認し、外れている場合は、接続してください。

ネットワークに接続できませんでした ネットワークに接続できませんでした。ネットワークケーブルが正
しく接続されているか確認してください。また、管理者設定の
「ネットワーク設定」が正しく行われているか確認してください。

同報可能件数オーバーのため、指定された通信
方式の宛先は選択できません

同報可能件数をこえて宛先を指定しています。同報宛先の数を減ら
し、数回に分けて指定してください。

HDDの容量オーバーのため、ボックスに画像
を保存できませんでした。履歴を確認してくだ
さい

HDDがいっぱいになりました。不要なデータを削除してから保存
しなおしてください。

ボックスの登録数が上限値です 登録できるボックスの上限をこえています。不要なボックスがあれ
ば削除してから登録しなおしてください。

ボックスに登録されているドキュメント数が上
限値です

ひとつのボックスに登録できるドキュメントの上限をこえています。
不要なドキュメントがあれば削除してから登録しなおしてください。

ジョブの登録が上限値です。登録中のジョブが
終了するまでしばらくお待ちください

登録されているジョブの上限をこえています。終了するまで待つか、
現在のジョブを削除してください。
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12.3　 エラーメッセージが表示された
12.3.3 ネットワークファクスエラーコード表
ネットワークファクスを送受信時にトラブルが発生するとエラー画面が表示され、Nxx 形式のエラーコード
が表示されます。以下の表を参照して処置をしてください。

■ 送信系エラーコード

コード 分類 エラー内容 リダイアル有無 処置

N00 接続エラー 宛先エラー 無 ･ 宛先に誤りがないか確認してください。
･ 相手機の状態を確認して、もう一度送信
してください。

N01 相手ビジー 相手機ビジー 有 ･ 相手機の状態を確認してください。
･ しばらく待ってからもう一度送信してく
ださい。

N02 サーバー サーバーエラー 無 SIP サーバーが正常に稼動しているかを、
ネットワーク管理者に確認してください。

N03 サーバー グローバルエラー 無 ･ SIP サーバーが正常に稼動しているかを、
ネットワーク管理者に確認してください。
･ 相手機の状態を確認して、もう一度送信
してください。

N04 LAN接続 接続タイムアウト 無 ･ 宛先に誤りがないか確認してください。
･ ケーブル抜け等、ネットワーク異常が発
生していないか確認してください。

N05 プロトコル プロトコルエラー 無 本機またはSIP-FAXアダプターの設定を
確認してください。

N06 プロトコル ステータスコード
エラー

無 ･ SIP サーバーが正常に稼動しているかを、
ネットワーク管理者に確認してください。
･ 相手機の状態を確認して、もう一度送信
してください。

N10 接続エラー 相手機接続エラー 無 ･ 相手機の状態を確認してください。
･ 本機のネットワーク設定を確認してくだ
さい。
･ ネットワークが正常に稼動しているかを、
ネットワーク管理者に確認してください。
･ SIP サーバーの設定が正しいかを、ネッ
トワーク管理者に確認してください。

N11 接続エラー 相手機接続拒否 無 受信が拒否されています。相手機の状態を
確認してください。

N12 接続エラー 回線切断 有 ケーブル抜け等、ネットワーク異常が発生
していないか確認してください。

N13 接続エラー ネットワーク応答
なし

無 ･ 相手機の状態を確認してください。
･ 本機のネットワーク設定を確認してくだ
さい。
･ ネットワークが正常に稼動しているかを、
ネットワーク管理者に確認してください。
･ SIP サーバーの設定が正しいかを、ネッ
トワーク管理者に確認してください。

N14 プロトコルエラー メール配信エラー 無 相手機の状態を確認して、もう一度送信し
てください。

N15 プロトコルエラー 相手機接続リセッ
ト

有 相手機の状態を確認して、もう一度送信し
てください。

N16 プロトコルエラー 自機ネットワーク
ビジー

有 相手機の状態を確認して、もう一度送信し
てください。

N17 プロトコルエラー 通信タイムアウト 無 相手機の状態を確認して、もう一度送信し
てください。
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12.3　 エラーメッセージが表示された
■ 受信系エラーコード

N18 その他エラー その他エラー 無 ･ 各設定が正しいかを確認してください。
･ ケーブル抜け等、ネットワーク異常が発
生していないか確認してください。
･ 主電源をOFF/ON した後、もう一度送
信してください。

N20 メモリーエラー メモリーオーバー
フロー

無 メモリーがいっぱいです。
･ 他の処理中のジョブがないことを確認し
てください。
･ 送信枚数を減らしたり、読込み解像度を
下げて、もう一度送信してください。

N21 HDDエラー HDDエラー 無 HDDがいっぱいです。
･ 不要なファイルを削除してください。
･ 送信枚数を減らしたり、読込み解像度を
下げて、もう一度送信してください。

N22 変換エラー 変換エラー 無 主電源をOFF/ONした後、もう一度送信
してください。

N25 メモリーオーバフ
ロー

メモリーオーバフ
ロー

無 メモリーがいっぱいです。
･ 他の処理中のジョブがないことを確認し
てください。
･ 送信枚数を減らしたり、読込み解像度を
下げて、もう一度送信してください。

N30 シーケンスエラー LAN切断中に上位
から送信起動要求
が来た

無 ･ 送信ジョブを削除し、主電源をOFF/ON
してください。
･ 宛先に誤りがないか、ケーブル抜け等の
ネットワーク異常が発生していないかを
確認し、もう一度送信してください。

N31 シーケンスエラー SDK初期化未完了
で上位から送信起
動要求が来た

無 しばらく待ってから、もう一度送信してく
ださい。

N32 シーケンスエラー SDK初期化未完了
で上位から接続確
認要求が来た

無 ･ SIP-FAX アダプターとの接続を確認して
ください。
･ 本機やSIP-FAXアダプターの設定を確
認し、しばらく待ってからもう一度送信
してください。

N33 設定不良 アダプター設定不
良

無 ･ SIP-FAX アダプターとの接続や設定を確
認してください。

N34 シーケンスエラー 切断応答待ち中に
送信起動要求が来
た

無 ･ 本機やSIP-FAXアダプターとの接続や
設定を確認し、しばらくたってからもう
一度送信してください。

コード 分類 エラー内容 処置

N50 SMTP受信 SMTP受信エラー 着信の呼接続後、60分間 SMTP受信が始まらない場合、本エ
ラーとなります。
送信側に再送を依頼してください。

N51 デコード 受信長オーバー 送信側に、送信原稿長を短くして再送するよう依頼してくださ
い。

N52 デコード 受信頁オーバー 送信側に、送信原稿枚数を少なくして再送するよう依頼してく
ださい。

N53 デコード ファイル・エラー 送信側に、以下の正しいファイル形式で再送するよう依頼して
ください。
インターネットファクス：TIFF
SIP ファクス /IP アドレスファクス：PDFまたは TIFF

N54 デコード デコード・エラー 不正な形式のデータを受信しました。送信側に正しい形式での
再送を依頼してください。

コード 分類 エラー内容 リダイアル有無 処置
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12.3　 エラーメッセージが表示された
■ SIP-FAXアダプターの確認と再起動
N00 ～ N06のエラーコードが頻発する場合は、SIP-FAX アダプター側にトラブルが発生している可能性
があります。以下の点を確認し、必要な場合は手順にしたがって再起動を行ってください。

SIP-FAX アダプターについて、以下の点を確認します。
ネットワークケーブルは正しく接続されていますか？

ハブなどを経由している場合は、使用中のポートの通信ランプは点滅していますか？

SIP-FAXアダプターの LED表示は正常ですか？

SIP サーバーは利用可能な状態ですか？

確認しても、状況が改善されない場合はSIP-FAX アダプターを再起動してください。

A SIP-FAXアダプターの電源をOFFにして、約 10秒間待ちます。

B SIP-FAXアダプターの電源をONにして、約 1分間待ちます。

C 本機の電源をOFFにして、10秒以上経過してからONにします。

D SIP-FAXアダプターとの接続確認を行います。詳しくは、「SIP アダプター接続確認 （SIP）」
（p. 10-44）をごらんください。

E 約 5分待ってから、送信テストを行います。
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12.4　「サービスに連絡してください」と表示されたら（サービス
コール）

お客様では処置できないトラブルが起こったとき、「サービスに連絡してください」というメッセージが画
面上に表示されます。（サービスコール画面）
サービスコール画面中央には、通常、お客様のサービス実施店の電話番号とファクス番号が表示されます。
ここでは、サービス実施店に電話でトラブルを知らせる手順を説明します。

思わぬ事故になる恐れがありますので、サービスコール画面が表示され通信できなくなった場合は、次
の処置をしてください。
1. トラブルコード番号を書き留めます。
2.【副電源スイッチ】、【主電源スイッチ】をOFFにします。
3. 電源プラグをコンセントから抜きます。
4. サービス実施店に連絡し、トラブルコード番号をお知らせください。
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第 13章

第13章付録
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13.1　製品仕様

13.1.1 スキャナー機能

13.1.2 ファクス機能

* コピー、スキャン、プリンタ、ボックスの各機能とハードディスクを共通使用。

項目 仕様

スキャン速度 70枚 / 分（200dpi、A4時）

スキャン可能範囲 コピー機と同じ（最大A3）

機能 E-mail 送信
ファイル送信（FTP）
ファイル送信（SMB）
ボックス保存
WebDAV
Webサービス

スキャナー解像度 200/300/400/600dpi

読込可能な用紙サイズ A3/A4 w/A4/A5/A5 w/B4/B5 w/B5/B6 w/8.5 × 11 w/
8.5 × 11/5.5 × 8.5/5.5 × 8.5 w/8.5 × 14/11 × 17/ はがき

特殊機能 混載原稿、Z折れ原稿、長尺原稿、両面とじ方向、枠消し、ブック連写、原稿
セット方向、スタンプ／ページ印字

項目 仕様

画像メモリー容量 1 GB（標準）

蓄積枚数 ハードディスク装着時：10000 枚 * 
ハードディスク非装着時：最大3000枚
(A4サイズ 700文字程度の原稿を、解像度「精細」で蓄積した場合 )

適応回線 加入電話回線（ファクス通信網を含む）
PBX回線

走査線密度 超高精細： 600 dpi × 600 dpi
高精細： 16 dot/mm × 15.4 line/mm、

400 dpi × 400 dpi
精細： 8 dot/mm × 7.7 line/mm、

200 dpi × 200 dpi
普通： 8 dot/mm × 3.85 line/mm
相手機の能力に応じて、上記のいずれかの走査線密度で通信されます。

伝送速度（G3） 2400 / 4800 / 7200 / 9600 / 12000 / 14400 / 16800 / 19200 / 21600 / 
24000 / 26400 / 28800 / 31200 / 33600 bps

最大読み取りサイズ 原稿ガラス：420 × 297 mm（A3サイズ）
ADF：297 mm × 1000 mm

最大記録サイズ 420 × 297 mm（A3サイズ）
1000 mmを超える原稿は受信できません（受信解像度が 600dpi の場合は、
460mmを超える原稿は受信できません）。
セットされている用紙サイズより長い原稿を受信した場合は、ページ分割設定に
したがってプリントされます。
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13.2　こんなときには

13.2.1 ファクス情報サービスを利用する

ファクス情報サービスを利用するときの基本的な操作を説明します。

ダイアル（パルス）回線をお使い
の場合は、パルスをトーンに切り
替える必要があります。サービス
コードを入力する前に、［トーン］
または【＊】を押し、トーンを送
出できる状態にしてください。

A ファクス / スキャン画面の［オフフック］を押し、ファクス情報
サービスの電話番号を指定します。

サービスに接続するとアナウンスが聞こえます。

B サービスの案内に従って、必要なサービスコードを指定します。

ADF、または原稿ガラスに原稿が
セットされている場合は、着信し
ても［受信］は反転表示しません。
この場合は、［受信］を押して反転
表示させてください。

C ［受信］を押し、サービスの案内に従って［実行］または【ス
タート】を押します。

受信が開始されます。

【スタート】を押した場合は、確認画面が表示されます。［は
い］を押し、［OK］を押すと受信が開始されます。

13.2.2 メモリーへの蓄積枚数について
本機にはオプションで 60 GBのハードディスクが用意されています。
オプションのハードディスクをインストールすると、ハードディスク中
の 40 GB の領域に画像を保存することができます。
ハードディスクには、各機能（コピー、プリント、スキャン、ボックス、
ファクス）から保存 / 受信した原稿をA4判 700 文字程度の当社標準原
稿を、10000 枚程度蓄積することができます (解像度「精細」で蓄積し
た場合 )。
ハードディスクが装着されていない場合、画像メモリ容量は 32 MB で、
蓄積枚数は約 3000 枚です。オプションのハードディスクについては、
サービス管理店にお問い合わせください。

･ 契約内容や詳しい操作方法につ
いては、ご利用になるファクス
情報サービスの提供元にお問い
合わせください。
･ 必要に応じ、回線モニター音レ
ベルを調整しておきます。回線
モニター音レベルは、0～ 31の
範囲で調整できます（工場出荷
時は16に設定されています）。
ファクス情報サービスの音声ガ
イダンスを聞き取りやすくする
ため、大きめに設定しておくこ
とをお薦めします。

原稿の読込み中に、メモリーが
いっぱいになりオーバーフローす
ることがあります。この場合は、
途中まで読込んだ原稿を送信する
か、もう一度最初から送信するか
を選択することができます。
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13.2　 こんなときには
13.2.3 コンピューターからスキャンの指示をする
（Webサービス）

ネットワーク上のコンピューターに本機がインストールされていると、
コンピューターからスキャンの指示を本機に行い、スキャンしたデータ
を受信できます。
ここでは、Windowsフォトギャラリーからスキャンする手順を例に説
明します。

A スキャンを行うことのできるアプリケーションソフトを起動し
ます。

B ［ファイル］メニューから［カメラまたはスキャナからの読み込
み］を選択します。

C ［スキャナとカメラ］の一覧から本機を選択し、［読み込み］を
クリックします。

［新しいスキャン］ウィンドウが起動します。

D 本機に原稿をセットします。

･ 事前に必要な設定については、
「Webサービスを使用する場合」
（p. 3-6）をごらんください。
･ 本機からスキャンを指示して、
データを保存することもできま
す。詳しい手順は「直接入力－
Webサービス」（p. 4-27）をご
らんください。
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13.2　 こんなときには
E スキャンの内容を設定し、［スキャン］をクリックします。

F ［これらの画像をマーク］に保存するファイル名を入力し、［読
み込み］をクリックします。

スキャンが行われ、画像の一覧にスキャンしたデータが追加さ
れます。
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13.3　文字を入力するには

ユーザー登録や不定形紙の登録などで名前を入力するときに表示される、
文字入力画面の操作について手順を説明します。数字を入力するときは
テンキーから直接入力もできます。
文字入力画面には以下のような種類があります。
例
ユーザー名入力画面：

不定形紙名称変更画面：

13.3.1 キーボードの拡大表示
キーボードを拡大して見やすく表示することができます。

A キーボードの表示中に、［拡大ON］を押します。

キーボードが拡大表示されます。

ひとこと

拡大表示した状態でも、キーボー
ドの操作方法は同じです。

B 拡大表示中に［拡大OFF］を押すと、拡大表示を解除して通常
の表示に戻ります。

ひとこと

ユーザー名、プログラム名、ボッ
クス名、グループ名、アドレス帳
に「￥」や「～」を使用した場合、
コンピューターから参照すると文
字化けをおこすことがあります。
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13.3　 文字を入力するには
13.3.2 英数字を入力する

% 表示されているキーボードから、入力する文字のキーを押しま
す。
大文字、記号を入力する場合は、［Shift］を押します。

全角の英数字を入力する場合は［全角］を押します。

半角数字はテンキーからでも入力できます。

文字ボックスに入力した文字が表示されます。

13.3.3 ひらがなを入力する

A ［ひらがな］を押します。

B 表示されているキーボードから、入力する文字のキーを押しま
す。
濁音（「がぎぐげご」など）や半濁音（「ぱぴぷぺぽ」）、拗音
（「きゃきゅきょ」など）を入力する場合は、［他かな］を押
します。

文字ボックスに入力した文字が反転表示されます。

ひとこと

［元に戻す］を押すとキーボードが
表示されたときの状態に戻ります。

C ［無変換］を押します。

文字ボックスに確定した文字が表示されます。

･ 入力した文字や数字を修正する
場合は、［←］、［→］で修正する
文字にカーソルを合わせ、［削
除］を押し、文字や数字を入力
します。
･ 入力した文字を全て取消す場合
は、【C】を押します。

ひとこと

･［元に戻す］を押すとキーボード
が表示されたときの状態に戻り
ます。
･ 一部のキーは、文字入力の対象
によっては表示されない場合が
あります。

･ 入力した文字や数字を修正する
場合は、［←］、［→］で修正する
文字にカーソルを合わせ、［削
除］を押し、文字や数字を入力
します。
･ 入力した文字を全て取消す場合
は、【C】を押します。

ひとこと

一部のキーは、文字入力の対象に
よっては表示されない場合があり
ます。
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13.3　 文字を入力するには
13.3.4 カタカナを入力する

A ［カタカナ］を押します。

B 表示されているキーボードから、入力する文字のキーを押しま
す。
濁音（「ガギグゲゴ」など）や半濁音（「パピプペポ」）、拗音
（「キャキュキョ」など）を入力する場合は、［他かな］を押
します。
半角のカタカナを入力する場合は［半角］を押します。

文字ボックスに入力した文字が表示されます。

13.3.5 漢字を入力する

A ［ひらがな］を押します。

B 表示されているキーボードから、入力する文字のキーを押しま
す。
濁音（「がぎぐげご」など）や半濁音（「ぱぴぷぺぽ」）、拗音
（「きゃきゅきょ」など）を入力する場合は、［他かな］を押
します。

文字ボックスに入力した文字が反転表示されます。

･ 入力した文字や数字を修正する
場合は、［←］、［→］で修正する
文字にカーソルを合わせ、［削
除］を押し、文字や数字を入力
します。
･ 入力した文字を全て取消す場合
は、【C】を押します。

ひとこと

･［元に戻す］を押すとキーボード
が表示されたときの状態に戻り
ます。
･ 一部のキーは、文字入力の対象
によっては表示されない場合が
あります。
付録 13-8



13.3　 文字を入力するには
C ［変換］を押します。

変換候補選択画面が表示されます。

D 表示された候補の中から入力したい漢字のキーを押します。

E ［OK］を押します。

文字ボックスに確定した文字が表示されます。

･ 熟語単位で変換できます。
･ 入力した文字が、変換の対象に
なります。
･ 変換を中止するときは、［中止］
を押します。

候補が 18個以上ある場合に、
［↑］または［↓］のキーが現れま
す。
･［↑］を押すと前候補が表示され
ます。
･［↓］を押すと次候補が表示され
ます。

･ 入力した文字や数字を修正する
場合は、［←］、［→］で修正する
文字にカーソルを合わせ、［削
除］を押し、文字や数字を入力
します。
･ 入力した文字を全て取消す場合
は、【C】を押します。

ひとこと

･［元に戻す］を押すとキーボード
が表示されたときの状態に戻り
ます。
･ 一部のキーは、文字入力の対象
によっては表示されない場合が
あります。
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13.3　 文字を入力するには
13.3.6 文字コードで入力する
16 進数（1～ 0、A～ Fの組合わせ）の文字コードで、文字や記号を入
力します。

A ［文字コード］を押します。

B 表示されているキーボードから、文字コードを入力し、［入力］
を押します。

文字コードにしたがって、文字ボックスに文字が表示されます。

･ 本機の文字コードはShift-JIS
コードです。文字コードと文字
の対応については、Shift-JIS
コード表（p. 13-12～）をごら
んください。
･ 入力した文字や数字を修正する
場合は、［←］、［→］で修正する
文字にカーソルを合わせ、［削
除］を押し、文字や数字を入力
します。
･ 入力した文字を全て取消す場合
は、【C】を押します。
･ 設定する項目によって、使用で
きない文字コードがあります。

ひとこと

･［元に戻す］を押すとキーボード
が表示されたときの状態に戻り
ます。
･ 一部のキーは、文字入力の対象
によっては表示されない場合が
あります。
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13.4　入力文字一覧

入力画面

ひらがな

カタカナ（全角）

英数字／記号

カタカナ（半角）

英数字／記号

（全角）
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13.4　 入力文字一覧
Shift-JIS コード
（一部入力できないものもあります）
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13.4　 入力文字一覧
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13.4　 入力文字一覧
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13.4　 入力文字一覧
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13.4　 入力文字一覧
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13.4　 入力文字一覧
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13.5　スキャン用語集

用語 説明

アルファベット 10BASE-T/
100BASE-TX/
1000BASE-T

Ethernet の規格における仕様の一種。銅でできた線材を 2本ずつより合わ
せたケーブルを使っている。通信速度は10Base-T が 10Mbps、
100Base-TX が 100Mbps、1000Base-T は 1000Mbps である。

Active Directory Microsoft が提供するネットワーク上に存在するサーバー、クライアント、
プリンターなどのハードウェア資源や、それらを使用するユーザーの属性、
アクセス権などの情報を一元管理することができるサービスのこと。

Adobe® Flash® Adobe Systems社（旧Macromedia 社）の開発した、ベクターグラ
フィックのアニメーションや音声を組み合わせたコンテンツを作成するソフ
ト、またはそのファイル形式。キーボードやマウスからの入力により、双方
向性を持たせたコンテンツを扱える。ファイル容量を比較的小さく抑えるこ
とができ、ウェブブラウザーに専用のプラグインを導入して閲覧できる。

anonymous FTP 通常は、アカウントとパスワードによって保護される FTPサイトを、アカウ
ント名に anonymous（匿名）と入力することでパスワードが不要になり、
誰でも利用できるようになる FTPサイトのこと。

APOP Authenticated Post Office Protocol の略。通常のPOPが電子メールの
受信に使われるパスワードを暗号化しないのに対して、パスワードを暗号化
することで安全性が向上した認証方法のこと。

AppleTalk Apple 社が開発したネットワーク機能を実現するプロトコル群の総称。

Auto IP 自動で IPアドレスを取得する機能。DHCPによる IPアドレス取得に失敗し
た場合、「169.254.0.0」のアドレス空間から任意の IPアドレスを取得する。

bit Binary Digit の略。コンピューターやプリンターなどが扱う情報（データ量）
の最小単位。0か 1かでデータを表す。

BMLinkS Business Machine Linkage Service の略。社団法人ビジネス機械・情報
システム産業協会 (JBMIA) が策定した統合的なネットワークOA機器イン
ターフェースのこと。

BMP Bitmap の略。画像データを保存するファイル形式の1つ（拡張子は
.bmp）。Windows上で一般的に使用されている。白黒（2値）の画像から
フルカラー（1677万 7216 色）までの色数を指定できる。基本的には圧縮
せずに画像を保存する。

Bonjour ネットワーク上に接続しているデバイスを自動的に検出し、設定を行う、
Macintosh のネットワーク技術。以前はRendezvous と呼ばれていたが、
Mac OS X v10.4 から Bonjour と名称変更された。

Byte コンピューターやプリンターなどが扱う情報（データ量）の単位。
1Byte=8bit で構成される。

CSV Comma Separated Values の略。データベースソフトや表計算ソフトの
データをテキストファイルとして保存する形式の1つ（拡張子は .csv）。
データをカンマ（区切り符号）で仕切ることで、異なるアプリケーション間
でのデータの共有を図ることができる。

Default 
Gateway

同一 LAN上に存在しないコンピューターへアクセスする際に使用する「出
入り口」の代表となるコンピューターやルータなどの機器のこと。

DHCP Dynamic Host Configuration Protocol の略。TCP/IP ネットワーク上の
クライアントマシンが、サーバーからネットワークに関する設定を自動的に
読みこむプロトコル。DHCPサーバーでDHCPクライアント用に IP アドレ
スを一括管理するだけで、アドレスの重複を避け、容易にネットワークの構
築ができる。

DNS Domain Name Systemの略。ネットワーク環境において、ホスト名から対
応する IPアドレスを取得できるようにするシステムのこと。これによりユー
ザーは、憶えにくく、分かりにくい IPアドレスではなく、ホストの名前を指
定してネットワーク上の他のコンピューターにアクセスできるようになる。

DPI（dpi） Dots Per Inch の略。プリンターやスキャナーなどで使われる解像度の単
位。1インチを何個の点の集まりとして表現するかを表す。この値が高いほ
ど、より精細な表現が可能となる。

Dynamic 認証
（LDAP設定）

MFPから LDAPサーバーに接続する際の、認証方法オプションのひとつ。
宛先情報を LDAPサーバーから参照するときに、LDAPサーバーへのログ
イン名とパスワードをユーザーに毎回入力させたい場合、このオプションを
選択する。
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FTP File Transfer Protocol の略。インターネットやイントラネットなどの
TCP/IP ネットワークでファイルを転送するときに使われるプロトコルのこ
と。

GSS-SPNEGO/
Simple/Digest 
MD5

LDAPサーバーへのログオン時の認証形式。LDAPサーバーは使用するサー
バーやサーバーの設定により認証形式が異なり、GSS-SPENEGO/Simple/
Digest MD5という認証形式がある。

HTTP HyperText Transfer Protocol の略。Webサーバーとクライアント
（Webブラウザーなど）がデータを送受信するのに使われるプロトコル。文
書に関連付けられている画像、音声、動画などのファイルを、表現形式など
の情報を含めてやり取りできる。

IEEE802.1X 有線 LAN や無線 LAN で、ネットワークにアクセスする端末を認証するため
の規格。
IEEE802.1X に対応した LAN スイッチは、接続されたパソコンを認証し、
正しい利用者であることを確認してから LAN への接続を許可する。

ICM Image Color Management の略。Windows で使用されているカラーマネ
ジメントシステムのこと。ディスプレイ・スキャナー・プリンターなどの入
出力デバイスによる色の違いを調節し、どのデバイスでも同じ色に近づける
よう再現する。

IMAP Internet Message Access Protocol の略。サーバー上のメールボックス
の管理機能を持つ電子メール受信用のプロトコルのこと。現在は IMAPの
バージョン 4である IMAP4が主に使われている。

IPP Internet Printing Protocol の略。インターネットなどのTCP/IP ネット
ワークを通じて、印刷データの送受信や印刷機器の制御を行なうプロトコル
のこと。インターネットを通じて遠隔地のプリンターにデータを送って印刷
することもできる。

IPsec TCP/IP で使用されているセキュリティー技術の名称。送信するパケットの
暗号化や認証に関するプロトコルを決めることによって、セキュリティーを
強化したサービス提供が可能となる。

IPv6 Internet Protocol version 6 の略。
インターネットを使用する機器の増加に伴い、現在使用されている IPv4 に
代わるものとして準備が進められてきたプロトコルの名称。IPアドレスの
128ビット化、セキュリティー機能の追加などが追加されている。

IPX NetWare で利用されるプロトコルのひとつ。OSI 参照モデルのネットワー
ク層で動作する。

IPアドレス インターネット上で個々のネットワーク機器を識別する符号（アドレス）。
192.168.1.10 のように最大 3桁の数字 4つで表される。コンピューターを
始めとしてインターネットに接続した機器には、全て IPアドレスが割り振ら
れる。

Java Sun Microsystems 社が開発したプログラミング言語。ハードウェアやOS
に依存せずに動作する。ただし、Java アプリケーションを動作させるため
には、JavaVirtual Machine（Java VM）と呼ばれる動作環境が必要であ
る。

Kerberos Windows2000 以降で使用されているネットワーク認証システムの一つ。
Active Directory の認証に使用される。ネットワーク内に信頼できるサイト
を配置し、このサイトでユーザーのログオンと各種ネットワーク・リソース
利用という 2段階のフェーズで認証を行うことにより、ユーザーを安全かつ
効率的に認証することができる。

LAN Local Area Network の略。同一フロア、同一のビルないしは近隣のビル内
などにあるコンピューター同士を接続したネットワークのこと。

LPD Line Printer Daemonの略。TCP/IP 上で動作する、プラットフォームに依
存しない印刷プロトコル。もともとBSD UNIX 用に開発されたが、一般のコ
ンピューターでも使用されるようになり、今では標準的な印刷プロトコルと
なっている。

LPR/LPD Line Printer Request/Line Printer Daemonの略。WindowsNT系、
UNIX 系におけるネットワーク経由印刷の 1種。TCP/IP を使って、
Windows、UNIX からの印刷データをネットワーク上にあるプリンターに出
力させることができる。

用語 説明
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LDAP Lightweight Directory Access Protocol の略。インターネットやイント
ラネットなどの TCP/IP ネットワークで、ネットワークを利用するユーザー
のメールアドレスや、環境に関する情報を管理できるデータベースにアクセ
スするためのプロトコルのこと。

MAC Address Media Access Control address の略。各 Ethernet カード固有の ID番
号で、これを元にカード間のデータの送受信が行われる。48ビットの数字で
表現されており、前半の24ビットは IEEEが管理・割り当てをしている各
メーカーごとに固有な番号で、後半の24ビットはメーカーが一意にカード
に割り当てる番号である。

MH Modified Huffmanの略。ファクス用のデータ圧縮符号方式の 1つ。文字を
中心とした原稿の場合、10分の 1程度に圧縮される。

MIB Management Information Base の略。TCP/IP 通信において、SNMPを
用いて収集されるネットワーク機器の管理情報フォーマットを定義したもの。
メーカー独自のプライベートMIBと、標準化されたスタンダードMIBの 2
種がある。

MMR Modified Modified Readの略。ファクス用のデータ圧縮符号方式の1つ。
文字を中心とした原稿の場合、20分の 1程度に圧縮される。

NetBEUI NetBIOS Extended User Interface の略。IBM社が開発したネットワー
クプロトコル。コンピューター名を設定するだけで、小規模なネットワーク
を構築できる。

NetWare ノベル社が開発したネットワークOS。通信プロトコルにNetWare IPX/
SPXを使用している。

NTLM NT LAN Manager の略。Windows NT 以降で共通して使用されるユー
ザー認証方式。MD4またはMD5という暗号方法でパスワードを暗号化す
る。

NTP Network Time Protocol の略。コンピューターの内部時計を、ネットワー
クを介して正しく調整するプロトコルのこと。 階層構造を持ち、最上位の
サーバーが GPS等を利用して正しい時刻を得、下位のホストはそれを参照
する事で時刻を合わせる。

OCR Optical Character Reader の略。手書き文字や印字された文字を光学的に
読み取り、前もって記憶されたパターンとの照合によって文字を特定し、文
字データに変換する装置またはソフトウェアのこと。

OS（オーエス） Operating System の略。コンピューターのシステムを管理する基本ソフト
ウェア。Windows/MacOS/Unix もその中の 1つ。

PASV PASsiVe の略。ファイアウォール内部から FTPサーバーに接続するモー
ド。このモードに設定していないとファイアウォールが不正アクセスと見な
し、接続を遮断してしまうため、ファイル転送をすることができなくなる。

PDF Portable Document Format の略。電子形式書類の1つ（拡張子は
.pdf）。PostScript をベースとしたフォーマットで、Adobe Acrobat 
Reader という無料ソフトを使用して閲覧できる。

POP Post Office Protocol の略。メールサーバーから電子メール受信を行うた
めのプロトコルのこと。現在はPOPのバージョン 3であるPOP3が主に使
われている。

POP Before 
SMTP

電子メールを送信する際の、ユーザー認証方法のひとつ。まず受信動作を行
い、POPサーバーにてユーザー認証を行う。その後、POPサーバーにユー
ザー認証を通過した IPアドレスに対して、SMTPサーバーの利用を許可す
る。メールサーバーの利用権のない第三者が、不正にメールを送信するのを
防ぐ。

Proxy Server Internet との接続において、各クライアントの代わりに外部との接続窓口と
なり、組織全体で効率的にセキュリティを確保するために設置されるサー
バーのこと。

Rawポート番号 Windows 等の TCP印刷でRawプロトコルを選択した場合に使うTCP
ポート番号のこと。通常の番号は 9100。

Samba SMB（Server Message Block）を利用して、UNIX システムの資源を
Windows 環境から利用できるようにする、UNIX のサーバーソフトウェア。

realm（IPP設定） セキュリティ機能を実現するための領域。ユーザー名とパスワードなどの認
証情報を組織化し、領域内のセキュリティ原則を定義する。

用語 説明
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referral 設定
（LDAP設定）

宛先を検索した LDAPサーバーに該当するデータが無かった場合、次にどの
LDAPサーバーを検索するべきか、LDAPサーバーが指示を行う。この指示
された LDAPサーバーを、MFPが検索するかどうかの設定。

SLP Service Location Protocol の略。TCP/IP ネットワーク上のサービスや、
クライアントの自動検索を行う。

S/MIME Secure/Multipurpose Internet Mail Extensions の略。
MIME（E-mail の操作）に暗号化や電子署名などの機能を追加するプロトコ
ル。
暗号化には、暗号化と復号化で異なる鍵を使う公開鍵方式が利用されている。

SMB Server Message Block の略。主にWindows間でネットワークを通じて
ファイル共有やプリンター共有を実現するプロトコルのこと。

SMTP Simple Mail Transfer Protocol の略。電子メールを送信／転送するための
プロトコルのこと。

SNMP Simple Network Management Protocol の略。TCP/IP を使ったネット
ワーク環境での管理プロトコルのこと。

SSDP Simple Service Discovery Protocol の略。
ネットワーク上のUPnPデバイスを検出するためのプロトコルのこと。

SSL/TLS Secure Socket Layer/Transport Layer Security の略。Webサーバー
とブラウザー間で安全にデータ通信するための暗号化方式のこと。

TCP/IP Transmission Control Protocol/Internet Protocol の略。インターネッ
トにて使用されている事実上標準的なプロトコルのこと。個々のネットワー
ク機器を識別するために、IPアドレスを使用する。

TCP Socket TCP/IP において利用するネットワーク用API のことを指す。このソケット
を使って通信路を開いて、通常のファイル入出力を行う。

TIFF Tagged Image File Format の略。画像データを保存するファイル形式の 1 
つ（拡張子は .tif）。データの型を表す「タグ」によって、1つの画像データ
の中にさまざまな種類の画像形式の情報を保存できる。

TWAIN スキャナーやデジタルカメラなどの画像入力機器と、グラフィックソフトな
どのアプリケーションとの間のインターフェースに関する規格のこと。
TWAIN対応機器を使用するためには、TWAIN ドライバが必要である。

USB Universal Serial Bus の略。コンピューターとマウスやプリンター等を接続
するための汎用インターフェース規格のこと。

WINS Windows Internet Name Service の略。Windows 環境で、コンピュー
ター名と IPアドレス変換を行うネームサーバーを呼び出すためのサービス。

Zone AppleTalk ネットワークに付ける名前。AppleTalk ネットワーク上の複数
の機器をグループ分けするために使用する。

あ行 アンインストール インストールされているソフトウェアを削除すること。

イーサネット
（Ethernet）

LANの伝送路に関する規格のこと。

インストール ハードウェア、OS、アプリケーション、プリンタードライバー等を、コン
ピューターのシステムに組み込むこと。

ウェブブラウザー Webページを閲覧するためのソフトウェアのこと。Internet Explorer や、
Netscape Navigator などがある。

用語 説明
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か行 画素 画像を構成する最小単位のこと。

解像度 画像や印刷物の細部を、どれだけ正確に再現できるかを表したもの。

階調 画像の濃淡の段階のこと。数が大きいほど、滑らかな濃度変化を再現できる。

拡張子 ファイルの保存形式を見分けるために、ファイル名につけられる文字列のこ
と。ピリオドに続けて表記される。「.bmp」や「.jpg」など。

クライアント ネットワークを介して、サーバーが提供するサービスを利用する側のコン
ピューターのこと。

グレースケール 黒から白への階調情報を使用して表現したモノクロ画像の表現形式のこと。

ゲートウェイ ネットワークとネットワークを接続するポイントとなるハードウェアやソフ
ウェアのこと。単に接続するだけでなく、接続先のネットワークに合わせて、
データのフォーマット、アドレス、プロトコルなどを変換する。

コントラスト 画像の明るい部分と暗い部分の差（明暗の差）のこと。明暗の差が少ない画
像を「コントラストが低い画像」、明暗の差が大きい画像を「コントラストが
高い画像」という。

さ行 サブネットマスク TCP/IP ネットワークをいくつかの小さなネットワーク（サブネット）に区
切るために用いる値。IPアドレスの上位何ビットがネットワークアドレスで
あるかを識別するために使用する。

サムネイル 画像ファイルや文書ファイルの内容（ファイルを開いたときのイメージ）を
小さく表示する機能のこと。

シングルページ
TIFF

1 つのファイルが 1ページだけのTIFF ファイルのこと。

線数 画像を形成する網点が、どれだけの密度で使われるかを示した数のこと。

走査（scan） スキャナーの読み取り動作で、一列に並んだイメージセンサを少しずつ移動
させながら画像を読み取っていくこと。イメージセンサを移動させる方向を
主走査方向といい、イメージセンサが一列に並んでいる方向を副走査方向と
いう。

た行 デフォルト 初期設定値のこと。電源ボタンをオンにしたときに、あらかじめ選択されて
いる設定。または、ある機能をオンにしたときにあらかじめ選択されている
設定。

ドライバ コンピューターと周辺機器の橋渡しをするソフトウェアのこと。

な行 濃度 画像の濃さを表す量のこと。

は行 ハードディスク データを保存するための大容量記憶装置。電源をOFFしても、データが保持
される。

ハーフトーン 画像の各部分の濃淡を、黒または白の点の大小で表現する方法のこと。

ピア・ツー・ピア 専用のサーバーを使うことなく、接続された機器同士が、相互に通信可能な
ネットワーク形態のこと。

ピクセル 画素のこと。画像を構成する最小単位。

プリンタードライ
バー

コンピューターとプリンターの橋渡しをするソフトウェアのこと。

プレビュー 印刷／スキャン処理前に、あらかじめ処理後のイメージを表示する機能のこ
と。

プロトコル コンピューターが他のコンピューターや周辺機器と互いに通信するための規
約のこと。

プロパティ 属性情報のこと。プリンタードライバーを使用する際は、プロパティから
様々な機能の設定を行う事ができる。またファイルのプロパティでは、その
ファイルの属性情報を確認する事ができる。

ホスト名 ネットワーク上の機器を表す名前のこと。

ポート番号 ネットワーク上のコンピューター内で動いている複数の処理のそれぞれの通
信口を識別する番号のこと。同一のポートを複数の処理で使用することはで
きない。

ま行 メモリー データを一時保存するための記憶装置のこと。電源をOFFした時にデータが
消去されるものと、消去されないものがある。

用語 説明
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インターネットファクス通信で一般に使われる用語について説明します。

用語 説明

アルファベット DSN DSN =Delivery Status Notifications の略。受信側のメールサーバーに電
子メールが到着した時に送信側に送られる配送状態通知メッセージのことで
す。

MDN MDN=Message Disposition Notifications の略。
送信側が開封確認を要求している場合に送られる開封確認メッセージのこと
です。

POP3 Post Office Protocol - Version 3 の略。
電子メールの送受信で、一般的に使われている通信プロトコル（通信の約束
ごと）のひとつです。メールボックスの認証、電子メールのダウンロードや
一覧情報の確認、電子メールの削除などの機能をもちます。

SMTP Simple Mail Transfer Protocol の略。
電子メールの送受信で、一般的に使われている通信プロトコル（通信の約束
ごと）のひとつです。

あ行 インターネット
ファクス

イントラネット（企業内ネットワーク）やインターネットを経由し、読込ん
だ原稿をインターネットファクスやコンピューターとのあいだで電子メール
の添付文書（TIFF 形式）として送受信する通信形態のことです。
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ファクス通信で一般に使われる用語について説明します。
本機で搭載されていない機能の用語についても説明されている場合があります。

用語 説明

アルファベット bps bit per second の略です。
データ伝送の単位で、1秒間に送るデータ量を表します。

ECM （Error Correction Mode: 誤り訂正方式）
G3通信の誤り再送方式です。相手に正しくデータが送られたかどうかを確
認し、正しく送られていない場合はそのデータを再送しながら通信します。
相手側がECMモードをもっていれば、本機ではECMオフを指定しない限
り、ECMで通信されます。

Fコード ITU-T（国際電気通信連合）で標準化されたT.30 ＊のサブアドレスの使い方
について、CIAJ（情報通信ネットワーク産業協会）が定めた通信手順のこと
です。Fコード機能をもつファクス間の通信では、メーカーが異なる場合も、
Fコードを使用したいろいろな機能を利用することができます。本機では、
掲示板、中継依頼、親展通信、パスワード送信で Fコードを使っています。
（＊通信の規格のことです）

G3 ITU-T（国際電気通信連合）が標準化したファクスの通信モードのひとつで
す。通信モードには、G3、G4があります。G3は、現在最も多く使われて
いるモードです。

LDAP Lightweight Directory Access Protocol の略。インターネットやイント
ラネットなどの TCP/IP ネットワークで、ネットワークを利用するユーザー
のメールアドレスや、環境に関する情報を管理できるデータベースにアクセ
スするためのプロトコルのこと。

PB プッシュ回線のことです。

PC-FAX 紙を使用せずに、コンピューターから直接ファクス送信できる機能のことで
す。

Super G3
（SG3）

ITU-T V.34 に準拠したG3通信のモードです。通常のG3通信より高速（最
高 33,600bps）で通信することができます。

TSI Transmitting Subscriber Identification の略で、送信（発信）ファクス端
末の IDのことです。

V34 スーパーG3のファクス通信時に使われる通信方式のことです。相手機又は
自社機が内線交換機経由で回線に接続されているなどの場合、回線の状況に
よっては、スーパーG3モードで通信できない場合があります。このような
場合は、V34 OFF を選択することによって、スーパーG3モードをオフに
して送信することをおすすめします。

Z折れ原稿 折り目がついているために原稿サイズを正しく検知できない原稿の場合に、
いったん原稿サイズを確定してから原稿を読込み送信する機能のことです。
この機能は、原稿をADFで読込む場合にだけ使用できます。

あ行 宛先確認送信 送信時に、指定したファクス番号と相手機のファクス番号情報（CSI）を比
較して、一致した場合のみ送信する機能のことです。不一致の場合は通信エ
ラーとなるため、誤送信を防止することができます。

宛先レベル 情報のセキュリティのため、特定の宛先情報を特定の人にだけ閲覧できるよ
うに設定する機能のことです。ユーザー認証と連動して使用し、設定した
ユーザーレベルと一致した宛先レベルの情報だけを閲覧できます。

か行 海外通信 国外の相手と通信をすることです。海外通信モードに設定すると、ゆっくり
としたスピードで通信します。国内でも、通信状態の悪いところへ通信する
ときは、海外通信モードに設定しておくと、確実に通信することができます。

解像度 原稿を読み取る細かさのことです。解像度の数値が大きいほど、画質は細か
くなり、送信にかかる時間（電送時間）が長くかかります。必要に応じた解
像度を選択してください。

加入回線 日本電信電話株式会社（NTT）グループが提供している公衆電話回線のこと
です。

強制メモリー受信 受信した文書をメモリーに蓄積し、必要に応じてプリントする機能のことで
す。
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グループ 複数の短縮番号をグループ化しておくことです。同じ宛先に同報や順次ポー
リング受信をすることが多い場合に便利です。

掲示板 閲覧したい文書を掲示したり、ポーリング送信したい文書を蓄積しておく機
能のことです。

原稿のとじしろ ADFを使って両面原稿を送信する場合に原稿のとじ位置を設定する機能で
す。両面原稿のとじ位置には、原稿の上側（または下側）にとじ位置がある
上下とじと、原稿の左（または右側）にとじ位置がある左右とじがあり、原
稿の裏面の上下関係が異なります。

混載原稿 サイズの異なる原稿をセットし、それぞれの原稿サイズを検知して送信する
機能のことです。

さ行 再送信 メモリーに保存されている送信できなかった文書を選択して、送信できな
かった宛先か、または宛先を変更してもう一度送信する機能のことです。

下地調整 原稿の背景色の濃さを調整して送信する機能のことです。

主走査 原稿を読み取るときの横方向のことです。

初期値 工場出荷時に、あらかじめ設定されている値のことをいいます。初期値のい
くつかは、設定メニューで変更することができます。お使いの状況に合わせ、
よく使う値を初期値に設定しておくと便利です。

親展通信 特定の人にだけ見せたい原稿を送受信する機能です。親展送信した原稿は、
受信側の親展ボックスに蓄積され、受信時には印刷されません。親展ボック
スの暗証番号を入力するなどの操作をすると、受信した文書が印刷されます。

手動送信 相手側の状態を確認しながら送信する場合の操作です。

送信予約 送信中やプリント中に、次の送信を予約する機能のことです。

た行 ダイアルイン ファクス用の電話番号と、電話用の電話番号を別にもつことができる機能の
ことです。
ダイアルイン機能を使用するためには、NTTにダイアルイン機能（モデムダ
イアルイン）の申し込みが必要です。

ダイアル方式 PB（プッシュ式回線）、10PPS（ダイアル式回線 /10PPS）、20PPS（ダイ
アル式回線 /20PPS）の 3種類があります。

代行転送 操作パネルの設定確認ボタンを使い、出力待ちの受信原稿を手動で転送する
機能のことです。代行転送は、ファクス /スキャン画面が表示されていると
き、紙なし、または紙づまりで動作が中断しているときに設定します。

タイマー通信 指定した時刻に通信する機能のことです。深夜や早朝などの電話料金割引時
間を利用して通信すると経済的です。

短縮宛先 頻繁に送信する宛先のファクス番号を登録しておく機能のひとつです。短縮
宛先を登録するときに、宛先名と検索文字を登録しておくと、短縮選択の検
索文字を利用して宛先を指定することもできます。

着信 ファクスに電話がかかってきた状態をさします。

着信拒否宛先 着信拒否したい相手の電話番号をあらかじめ登録し、迷惑ファクスを受信し
ないようにする機能のことです。登録されている電話番号と着信電話番号が
一致した場合、［着信拒否］とメッセージを表示し受信されません。

中継配信局 中継指示局からの中継依頼を受けて、中継配信先に送信するファクスのこと
です。

中継指示局 中継同報の指示をするファクスのことです。

中継同報 他のファクス（中継配信局と呼びます）を経由して、同報送信をする機能の
ことです。同報先が遠隔地に複数ある場合、同報先のひとつを中継局に設定
し、中継局から同報送信をすることで、全体の通信料金を削減することがで
きます。

長尺原稿 A3サイズ（420 mm）より長い、長尺サイズの原稿を送信する機能のこと
です。長い原稿を送信したい場合は、長尺原稿を指定することにより送信す
ることができます。

電送時間 ファクスを送る時間のことです。解像度が高く、用紙サイズが大きいほど、
電送時間が長くかかります。

伝送速度 ファクスではモデムの伝送速度のことをいいます。
本機では、33,600bps などの高速な伝送速度で通信できます。海外通信
モードに設定しておくと、7200bps や 4800bps のノイズに強い伝送速度
で通信します。

用語 説明
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同報 ひとつの原稿を 1回の操作で複数の相手に送信することです。

は行 パスワード送信 パスワードをつけて送信する機能のことです。相手機が閉域受信を設定して
いる場合、送信側からは閉域受信パスワードと同じパスワードを送る必要が
あります。

発信 電話をかけることをさします。ファクスでは、原稿を送信したり、ポーリン
グをするためにダイアルすることです。

発信元名 漢字、英数カナで表す自局の名称のことです。受信側で、送信原稿の先端に
発信元印字の一部として記録されます。

発信元記録 ファクス送信をしたときに、受信側の記録紙の先端に印刷される、送信日時、
名前、電話番号、ページ番号などのことです。

ファクス ID ファクス通信をするときに、お互いを確認するための識別コードのことです。
通常は、ファクスの電話番号を登録します。

副走査 原稿を読み取るときの縦方向のことです。

ブック連写 本やカタログなどをファクス送信する場合に、表カバー、裏カバー、左右の
ページが分割され、それぞれ1ページとして送信できる機能のことです。

プログラム宛先 頻繁に送受信する宛先のファクス番号や、定型で使う送信の操作手順などを
登録しておく機能のことです。プログラムキーを押すだけで、宛先を指定し
たり、自動的に機能を設定して通信することができます。

閉域受信 パスワードが一致する相手機からの通信のみを受け付ける機能のことです。

ポーズ 間隔をあけてダイアルすることです。本機ではポーズを1回押すと、1秒の
間隔をあけることができます。

ポーリング 相手側にセットされているか、またはメモリーに蓄積されている原稿を、受
信側からの操作で送信させる機能です。

ま行 メモリー データをいったん蓄積しておく場所です。通信の指示をするときや、代行文
書を蓄積するときに使われます。

メモリーオーバー
フロー

読込んだ原稿や代行文書を蓄積しているときに、ファクス画像メモリーが一
杯になった状態をいいます。

メモリー送信 原稿を読み取り、メモリーに蓄積してからファクス送信を始める方法のこと
です。メモリー送信を使用すると、発信元記録のページ数に自動的に総ペー
ジ数が付けられ、送信結果レポートに送信文書の1ページ目の画像が記載さ
れます。ただし、原稿のページ数が多い場合や、原稿の画質が細密なために
情報量が多い場合はメモリーオーバーすることがあります。

メモリー代行受信 用紙切れなどで、受信文書をプリントできない状態のとき、自動的に受信文
書をメモリーに蓄積する機能です。用紙補給などの処置をすると、代行蓄積
文書が印刷されます。

や行 読込み 原稿を光学的に走査して、画像データに変換して取り込むことです。

読込みサイズ 原稿を読込むサイズを指定して送信する機能のことです。受信側の用紙幅が
送信原稿より小さい場合、通常は縮小して記録されます。縮小したくない場
合に、原稿サイズを受信側の用紙サイズに指定すると、原寸で送信すること
ができます。

ら行 リダイアル 相手機が、話中のときなどに、時間をあけて再びダイアルをすることです。
手動でリダイアルする方法と、自動的にリダイアルされる自動リダイアルが
あります。

リモート受信 外部電話からリモート受信番号を使って受信の指示をする機能のことです。

わ行 枠消し ADFを開いたまま原稿を読み取ったり、冊子になっている原稿を読込むとき
などに、上下左右に写る黒い影を消して送信する機能のことです。

用語 説明
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